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本書について

IBM(R) WebSphere(R) InterChange Server およびそれに関連する Toolset は、IBM

WebSphere Business Integration Adapters とともに使用され、主要な e-business テク
ノロジーおよびエンタープライズ・アプリケーションとのビジネス・プロセス統合
および接続性をもたらします。

本書では、InterChange Server を WebSphere Business Integration システムの統合ブ
ローカーとして実装したシステムのインフラストラクチャーとその他の主要な要素
を紹介します。

対象読者
本書は、IBM のコンサルタントおよびお客様を対象としています。

本書の前提条件
本書は入門書であり、InterChange Server 資料セット内の資料を使用することが前提
条件となります。

関連資料
この製品に付属の資料の完全セットは、すべての WebSphere InterChange Server イ
ンストールに共通の機能およびコンポーネントを説明するとともに、特定のコンポ
ーネントに関する参照資料についても記載しています。

資料は、以下のサイトからインストールすることができます。

v InterChange Server の資料:

http://www.ibm.com/websphere/integration/wicserver/infocenter

v コラボレーションの資料:

http://www.ibm.com/websphere/integration/wbicollaborations/infocenter

v WebSphere Business Integration Adapters の資料:

http://www.ibm.com/websphere/integration/wbiadapters/infocenter

上記のサイトには、資料のダウンロード、インストール、および表示に関する簡単
な説明があります。

表記上の規則
本書は下記の規則に従って編集されています。

Courier フォント コマンド名、ファイル名、入力情報、システムが画面に出力
した情報など、記述されたとおりの値を示します。

太字 初出語を示します。
イタリック、イタリック 変数名または相互参照を示します。

© Copyright IBM Corp. 1997, 2004 v
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青い文字 オンラインで表示したときにのみ見られる青の部分は、相互
参照用のハイパーリンクです。青い文字列をクリックするこ
とにより、参照先オブジェクトに飛ぶことができます。

{ } 構文の記述行の場合、中括弧 {} で囲まれた部分は、選択対
象のオプションです。1 つのオプションのみを選択する必要
があります。

[ ] 構文の記述行の場合、この括弧 [] で囲まれた部分は、オプシ
ョンのパラメーターです。

... 構文の記述行の場合、省略符号 ... は直前のパラメーターが
繰り返されることを示します。例えば、option[,...] は、複
数のオプションをコンマで区切って入力できることを示しま
す。

< > 命名規則においては、互いの名前を区別するために、個々の
名前要素を不等号括弧で囲みます (例:

<server_name><connector_name>tmp.log)。
/, ¥ 本書では、ディレクトリー・パスに円記号 (¥) を使用しま

す。UNIX システムの場合、円記号はスラッシュ (/) に置き
換えてください。本書のすべての IBM WebSphere 製品のパ
ス名は、使用システムで IBM WebSphere 製品がインストー
ルされたディレクトリーを基準とした相対パス名です。

%text% および $text % 記号で囲まれたテキストは、Windows text システム変数
またはユーザー変数の値を示します。 UNIX 環境でこれに相
当する表記は $text となります。これは、UNIX 環境変数
text の値を示しています。

ProductDir 製品のインストール先ディレクトリーを表します。IBM

WebSphere InterChange Server 環境では、デフォルトの製品
ディレクトリーは IBM¥WebSphereICS です。IBM WebSphere

Business Integration Adapters 環境では、デフォルトの製品デ
ィレクトリーは WebSphereAdapters です。

vi テクニカル入門



リリース新機能

この章では、本書で取り上げる IBM WebSphere Business Integration システムの新
機能について説明します。

WebSphere InterChange Server バージョン 4.3 の新機能
IBM WebSphere InterChange Server リリース 4.3 には、以下の機能があります。

v エンドツーエンド・プライバシー。これは、発信元のノードから送信されたメッ
セージが中間ノードを経由して宛先ノードに到達するまでの間、メッセージを保
護します。エンドツーエンド・プライバシーは、InterChange Server に浸透性およ
び非対称の動的セキュリティーを提供します。

v 役割ベースのアクセス制御。これは、InterChange Server へのアクセスを求めるユ
ーザーを認証した上で、ユーザーに割り当てられた役割に基づいて、個々のコン
ポーネントへのユーザーのアクセスを制限します。

v 動的サービス呼び出し。これは、コラボレーション開発時に事前定義されなかっ
た、明示的にバインドされていない宛先に対するサービス呼び出しをコラボレー
ションが行えるようにします。

v IBM Tivoli License Manager (ITLM) のサポート

v 言語固有の振る舞いのサポート

WebSphere InterChange Server バージョン 4.2.2 の新機能
IBM WebSphere InterChange Server リリース 4.2.2 には、以下の機能があります。

v InterChange Server (ICS) およびその他の ICS コンポーネントは、現在では、サ
ード・パーティーの VisiBroker ORB ではなく、IBM Java Object Request Broker

(ORB) を使用します。

WebSphere InterChange Server バージョン 4.2.1 の新機能
IBM WebSphere InterChange Server リリース 4.2.1 では、本書は新規 System

Manager 機能の概要について説明しています。

© Copyright IBM Corp. 1997, 2004 vii
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第 1 章 IBM WebSphere InterChange Server の概要

本書では、IBM WebSphere InterChange Server を IBM WebSphere Business

Integration システムの統合ブローカーとして使用するための概要について説明しま
す。WebSphere Business Integration システムに実装された InterChange Server は、
アプリケーション間の問題を解決するための分散インフラストラクチャーを提供し
ます。これには、次の機能が含まれます。

v さまざまなソース間でビジネス情報をやり取りして、インターネットを介してビ
ジネス取引を実行できます。

v エンタープライズ環境において、さまざまなアプリケーションを使用してビジネ
ス情報を処理したり発送したりできます。

この章では、InterChange Server を統合ブローカーとして使用する統合システムのア
ーキテクチャー、コンポーネント、および処理フローの概要について説明します。
この章は次のセクションから構成されます。

v 『InterChange Server および WebSphere Business Integration システム』

v 2ページの『InterChange Server モデル』

v 3ページの『WebSphere Business InterChange Server Toolset』

v 3ページの『コラボレーション、ビジネス・オブジェクト、および接続性』

v 9ページの『InterChange Server 環境におけるデータ・フロー』

v 18ページの『コネクター』

v 18ページの『要素間のバインド』

v 20ページの『ビジネス・オブジェクト』

v 25ページの『データ・マッピング』

v 26ページの『InterChange Server』

v 32ページの『通信トランスポート・インフラストラクチャー』

v 35ページの『InterChange Server の保護』

v 44ページの『要約』

注: 本書で示される図は、単なる例であり、構造や概念を表すために使用されてい
ます。図は、必ずしも実際のコンポーネントを表すものではありません。

InterChange Server および WebSphere Business Integration システム
IBM WebSphere InterChange Server およびそれに関連する Toolset は、WebSphere
Business Integration システムで IBM(R) WebSphere(R) Business Integration Adapters

とともに使用されます。 WebSphere Business Integration システムは、大きく分けて
統合ブローカーとアダプター・セットで構成されています。これらを使用すること
により、さまざまなビジネス・アプリケーションが、情報の整合された転送を介し
てビジネス・オブジェクトの形式でデータ交換を行えるようになります。

InterChange Server 以外にも、WebSphere Business Integration システムの中枢として
使用可能な統合ブローカーがあります。他には、WebSphere MQ Integrator

© Copyright IBM Corp. 1997, 2004 1



Broker、WebSphere Business Integration Message Broker、および WebSphere

Application Server があります。これらの統合ブローカーはいずれも WebSphere

Business Integration Adapters を使用でき、このアダプターは、アプリケーション接
続のためにコネクターを活用し、アプリケーション間で交換されるビジネス・デー
タのコンテナーとしてビジネス・オブジェクトを使用します。ただし、これら 2 つ
のブローカーを使用する統合システム間でいくつか相違点があります。したがって
ニーズに合ったブローカーを選択することがこの時点では重要です。

本書では、InterChange Server を統合ブローカーとして実装した統合システムの概念
について重点的に説明します。WebSphere Message Brokers (WebSphere MQ

Integrator、WebSphere MQ Integrator Broker、または WebSphere Business Integration

Message Broker) のいずれかを統合ブローカーとして統合システムに実装する方法に
ついては、「WebSphere Message Brokers 使用アダプター・インプリメンテーショ
ン・ガイド」を参照してください。WebSphere Application Server を統合ブローカー
として統合システムに実装する方法については、「アダプター実装ガイド
(WebSphere Application Server)」を参照してください。これらのインプリメンテーシ
ョン・ガイドは両方とも WebSphere Business Integration Adapters 資料セットの一部
です。

InterChange Server モデル
InterChange Server を実装した WebSphere Business Integration システムは、モジュ
ラー・コンポーネントおよびアプリケーションに依存しないビジネス・ロジックを
使用します。この方法では、InterChange Server は、分散されたハブ・アンド・スポ
ーク方式のインフラストラクチャーを使用します。これにより、インターネット
上、ローカル・ネットワークのアプリケーション上、あるいはその両方に分散され
たさまざまなビジネス・プロセス (例えば、e-business 注文の配送、返品処理、在庫
管理) を実行することができます。このシステムは分散型で柔軟性があり、サイト
固有およびアプリケーション固有の要求に合わせることができる再使用可能なコン
ポーネントおよびカスタマイズ機能を備えています。

InterChange Server 環境では、WebSphere Business Integration Adapters 製品で提供さ
れるコネクターを、複数のタイプのモジュラーおよびカスタマイズ可能なコンポー
ネント (コラボレーション、ビジネス・オブジェクト、マップ、データ・ハンドラ
ーなど) とともに使用します。次の各章では、InterChange Server をブローカーとし
て実装した WebSphere Business Integration システムでこれらのコンポーネントがど
のように使用されるかについて説明します。

IBM WebSphere InterChange Server は、IBM Tivoli License Manager とともに使用
できるように対応しています。 IBM WebSphere InterChange Server は、サーバー・
コンポーネントとツール・セットにライセンス管理機能およびインベントリー機能
を提供します。(詳しくは、「アクセス開発ガイド (Enterprise Java Beans)」および
「アクセス開発ガイド (J2EE Connector Architecture)」を参照してください。
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WebSphere Business InterChange Server Toolset
InterChange Server では、WebSphere Business Integration Toolset を使用できます。
これにより、以下の操作が可能になります。

v コンポーネントの開発およびカスタマイズ

v 次の開発および実動段階で配置するコンポーネントのプロジェクトへの編成

v 配置した InterChange Server 統合システムのモニター

これらについては、 45ページの『第 2 章 InterChange Server で使用するツール』
で説明します。

コラボレーション、ビジネス・オブジェクト、および接続性

注: 本書において「アプリケーション」という用語は、統合されたエンタープライ
ズ・ソフトウェア製品のことであり、IBM WebSphere InterChange Server 製品
のコンポーネントのことではありません。

IBM WebSphere InterChange Server システムは、中央インフラストラクチャー
(InterChange Server)、およびハブ・アンド・スポーク設計のモジュラー・コンポーネ
ントを以下のように使用します。

v ビジネス・プロセス・ロジックは、ハブの InterChange Server Collaborations 内
にあります。

InterChange Server Collaborations は、分散ビジネス・プロセスを記述するロジッ
クを含むソフトウェア・モジュールです。基本的なビジネス・プロセスが異なる
と、そのコラボレーションも異なります。例えば、ContactManager コラボレーシ
ョンや InventoryMovement コラボレーションなどがあります。コラボレーション
は各種のビジネス・プロセスの機能を調整し、ビジネス・プロセス間でデータ交
換できるようにします。コラボレーションはハブであり、データはそれらを介し
てビジネス・オブジェクトの形式で交換されます。

v データは、ビジネス・オブジェクトの形式でハブとスポークの間で交換されま
す。

ビジネス・オブジェクトは、IBM WebSphere InterChange Server システムで使用
されるデータ交換用のメッセージです。データ・ハンドラーは、シリアル・アプ
リケーション・データをビジネス・オブジェクトに変換するために使用されま
す。マップは、特定のアプリケーションのデータ・モデルのために構成されるビ
ジネス・オブジェクトと、ハブのコラボレーションが使用するために汎用的に構
成されるビジネス・オブジェクトの間で使用されます。

v アプリケーションおよびテクノロジー・コネクターは、IBM WebSphere

Integration Adapters 製品で使用可能であり、スポークのアプリケーション (また
は Web サーバーや他のプログラマチック・エンティティー) に接続性を提供し
ます。

コネクターは、ネットワーク内部で、またはファイアウォールを越えてインター
ネット上で機能するように構成できます。
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コネクターは、それぞれコネクター・コントローラーとコネクター・エージェン
トという 2 つのパーツで構成されます。コネクター・コントローラーは
WebSphere InterChange Server Collaborations オブジェクトと直接対話し、IBM

WebSphere InterChange Server システムを実装したサーバー (ハブ・アンド・スポ
ーク関係におけるハブ) に置かれます。コネクター・エージェントはアプリケー
ションと直接対話し、どのサーバーのアプリケーションにも置くことができま
す。リモート・エージェント・テクノロジーは、ハブ・サイトのコネクター・コ
ントローラーと、別のサイトに置かれているエージェントとの間のインターネッ
トを介した通信を実装するために使用されます。

コネクターの中には、特定のアプリケーションと対話するように設計されている
ものもあります。アプリケーション・コネクター (例えば Clarify コネクター)

は、コラボレーションとアプリケーションを媒介します。これらのコネクター
は、アプリケーションからのデータをコラボレーションで扱えるビジネス・オブ
ジェクトに変換し、コラボレーションからのビジネス・オブジェクトを特定のア
プリケーションが受信できるデータに変換します。

その他のコネクターは、特定のテクノロジー規格に準拠する対話用に設計されま
す。(例えば、XML コネクターは、InterChange Server Collaborations から Web

サーバーにデータを送信するために使用されます。このコネクターは、Web サー
バーがコネクター・エージェントまたはその他の IBM WebSphere ソフトウェア
を実行していないネットワークのファイアウォールの外部に置かれている場合で
も有効です。)

v サーバー・アクセス・インターフェースによって、WebSphere InterChange Server

を実装していないリモートのスポーク・サイトは、アクセス・クライアントを使
用して、InterChange Server を持つハブ・サイトへの呼び出しをインターネット経
由で実行できるようになります。

サーバー・アクセス・インターフェースは InterChange Server の一部です。サー
バー・アクセス・インターフェースは CORBA 準拠の API であり、内部ネット
ワークまたは外部ソースからの同時データ転送を受け入れます。受け入れられた
データは、コラボレーションで扱えるビジネス・オブジェクトに変換されます。
サーバー・アクセス・インターフェースは外部エンティティー (リモート顧客サ
イトの Web ブラウザーなど) からの呼び出しの受信を可能にします。これらの
呼び出しはコネクター・エージェントを介してではなく、Web サーブレットを介
してサーバー・アクセス・インターフェースで受信されます。

サーバー・アクセス・インターフェースとコネクターは、どちらもデータ・ハン
ドラーを使用します。InterChange Server 環境では、データ・ハンドラー・フレー
ムワークと呼ばれる基底クラスのモジュラー・グループから新しいデータ・ハン
ドラーを作成できます。InterChange Server ソリューションには、プロトコル・ハ
ンドラー・フレームワークも含まれます。これらのフレームワークを使用する
と、ソリューションをカスタマイズしたり、将来新たなデータ・フォーマットや
プロトコルを追加するのが容易になります。

実装ソリューションのサンプル
一般的な InterChange Server ソリューションには、1 つ以上のコラボレーション
と、企業に関連するビジネス情報を表すビジネス・オブジェクトのセットが組み込
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まれます。コラボレーションとビジネス・オブジェクトは、コネクター、サーバ
ー・アクセス・インターフェース、またはその両方とともに使用します。

コネクターは 1 つ以上のコラボレーションと対話でき、その結果さまざまなビジネ
ス・プロセスを実行できます。また、各コラボレーションは任意の数のコネクタ
ー、つまり任意の数のアプリケーションと対話できます。

例えば、顧客情報が顧客対話管理 (CIM) アプリケーションで変更されたときにエン
タープライズ・リソース・プランニング (ERP) アプリケーションを自動的に更新す
るための InterChange Server ソリューションは、CustomerSync コラボレーション、
CIM アプリケーションと ERP アプリケーションのコネクター、および顧客情報を
表すビジネス・オブジェクトの定義から構成されます。図 1 に、このソリューショ
ンを示します。

図 1 のソリューションは、ネットワーク上でローカルに実装することができます。
また、インターネットを介して実装することもできます。

図 2 では、IBM WebSphere InterChange Server システムもコネクターも実装してい
ないサイトで、顧客担当者が Web ブラウザーを使用して、WebSphere InterChange

Server システムを使用するサイトにある ERP アプリケーション (SAP など) から
インターネット経由の購入注文状況を把握する必要がある場合があります。このた
めに、InterChange Server ソリューションは (この例の仮想の) 購入注文ビジネス・
ロジック用のコラボレーション、SAP コネクター、購入注文状況情報を表すビジネ
ス・オブジェクトの定義とともに、サーバー・アクセス・インターフェースを使用
します。

CIM

CIM

ERP

ERP

CustomerSync

Customer

Customer

図 1. CIM から ERP Customer データ・ソリューション

第 1 章 IBM WebSphere InterChange Server の概要 5



複数のサーバーの配置
ハブ・アンド・スポーク環境では、単一のアプリケーションが複数の InterChange

Server と対話できます。複数の InterChange Server は、共同して動作できるように
展開できます。コネクター・エージェントは、分割したりアプリケーションからさ
まざまなサーバーにイベントを送信したりするように構成できます。このように構
成することにより、複数の InterChange Server と対話するアプリケーションの処理
負荷のバランスを取ることができます。さらに複数の InterChange Servers は、コネ
クターおよびサーバー・アクセス・インターフェースを介して互いに対話するよう
に構成できます。

インターネット経由の接続
コネクターは、インターネットを経由したデータ交換をさまざまな方法で可能にし
ます。次のような方法があります。

v リモート側に実装されるアプリケーション・コネクター・エージェント

この方法 (リモート・エージェント・テクノロジーと呼ばれる) では、JMS をネ
イティブ WebSphere MQ の SSL か WebSphere MQ Internet Pass-Thru (MQIPT)

のどちらか一方とともに使用して、インターネットを介してコネクターを実装し
ます。IBM WebSphere InterChange Server システムを実装した単一のサイトはハ
ブとして機能し、リモート・コネクター・エージェントを実装したスポーク・サ
イトとインターネット経由でデータ交換を行います。

v サーバー・アクセス・インターフェースとともに使用されるテクノロジー・コネ
クター

この方法では、IBM WebSphere InterChange Server システムに同期呼び出しを渡
すためにサーバー・アクセス・インターフェースが使用され、IBM WebSphere

Web SAP

SAP

POstatus

POstatus

START

図 2. サーバー・アクセス・インターフェースを介する呼び出しの実行
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InterChange Server システムからのデータを送信するためにインターネット・テク
ノロジー規格を使用するコネクターが使用されます。

– 外部ブラウザー (またはインターネット上の他のソース) からの呼び出しは
Web サーブレットで受信され、Web サーブレットはサーバー・アクセス・イ
ンターフェースを介して呼び出しを送信し、コラボレーションのビジネス・プ
ロセスを起動します。

– コラボレーションの代わりに、特定のインターネット・テクノロジー規格
(XML など) 用のコネクターが、特定のデータ・フォーマットを理解する外部
宛先との要求/応答対話を行います。

サーバー・アクセス・インターフェースは、InterChange Server (ICS) のハブ・サ
イトに置かれます。サーバー・アクセス・インターフェースが呼び出しを受信す
ると、特定のデータ・フォーマットのハンドラー (XML データ・ハンドラーな
ど) にデータを送信します。データ・ハンドラーはデータを汎用ビジネス・オブ
ジェクトに変換します。サーバー・アクセス・インターフェースはそのビジネ
ス・オブジェクトをコラボレーションに送信します。コラボレーションはビジネ
ス・オブジェクトに処理を施して応答し、その応答がプロセスの最初に使用され
た特定のデータ・フォーマットに変換されます。

外部プロセスからの呼び出しを受信して、その呼び出しをビジネス・オブジェク
トとしてコラボレーションに送信するために、サーバー・アクセス・インターフ
ェースには次のものが必要です。

– サーブレットまたはその他の処理を使用してデータをサーバー・アクセス・イ
ンターフェースに送信する Web サーバー。データは、InterChange Server でデ
ータ・ハンドラーが構成されている MIME タイプである必要があります。サ
ーブレットはサーバー・アクセス・インターフェースを使用して、ビジネス・
オブジェクト形式にデータを変換するデータ・ハンドラーを呼び出します。次
にサーバー・アクセス・インターフェースを使用して、ビジネス・オブジェク
トを呼び出しとしてコラボレーションに送信します。

– サーバー・アクセス・インターフェースを介して、呼び出しとして受信される
要求を扱えるように構成されたコラボレーション。

この方法の例は、図 3 に示されています。
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v インターネット交換用に設計されたテクノロジー・コネクター

コネクターの中には、リモート・エージェント構成を使用せずに、パブリッシ
ュ・アンド・サブスクライブ対話と要求/応答対話によってインターネット経由の
データ交換を行えるものもあります。例えば TPI コネクターは、リモート取引先
との XML、EDI、またはバイナリー・フォーマットのインターネットを介したデ
ータ交換を実現します。同様に、Email コネクターは SMTP プロトコルを使用し
て、インターネットを介したデータ変換を行います。

この方法の例は、図 4 に示されています。

InterChange Server

/
Bean

IIOP

XML
/

Web

XML XML

Web
J2EE

XML

図 3. サーバー・アクセス・インターフェースを使用したインターネット・データ交換
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InterChange Server 環境におけるデータ・フロー
InterChange Server 環境において、データ・フロー (1 つのアプリケーションまたは
エンティティーから別のアプリケーションまたはエンティティーへのデータの移動
および処理) には次のすべてが含まれます。

Web

InterChange Server

IIOP

TPI Email

FTP HTTPS XML
SMTP

図 4. TPI または Email コネクターを使用したインターネット・データ交換
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v ローカル・ネットワーク上のさまざまなアプリケーション間での非同期交換また
は同期交換

v インターネット上のさまざまなアプリケーション間での非同期交換または同期交
換

v ローカル・ネットワークおよび外部 Web サーバー上のアプリケーション間での
非同期交換および同期交換

v 以上のすべてを含む包括的なビジネス・プロセス

データ・フローは、パブリッシュ・アンド・サブスクライブ対話またはサービス呼
び出し対話のどちらかの対話によって開始されます。どちらの対話も、コラボレー
ションのビジネス・プロセスの実行を開始するトリガーを提供します。次に、コラ
ボレーションは要求/応答対話という 3 つ目の対話を使用して、宛先とのデータ交換
を終了します。

パブリッシュ・アンド・サブスクライブ対話
コネクターとコラボレーションは、パブリッシュ・アンド・サブスクライブ対話を
使用して、アプリケーション・イベントに関する情報を処理するために IBM

WebSphere InterChange Server に移動させます。

パブリッシュ・アンド・サブスクライブ対話では、コラボレーションがアプリケー
ション動作を表す特定タイプのトリガー・イベントのためのビジネス・オブジェク
ト (例えば Employee.Create) を受信して起動されると、ビジネス・プロセスを開始
します。ビジネス・オブジェクトの名前 (Employee) は、ビジネス・エンティティー
のタイプを表します。動詞 (Create) はそのエンティティーに対して実行された操作
を表します。つまり、Employee.Create イベントは従業員エンティティーの作成を報
告します。

パブリッシュ・アンド・サブスクライブ対話によって、トリガー・イベントは次の
ようにしてコラボレーションに到達します。

v コラボレーションはそれ自体の実行を起動するイベントにサブスクライブしま
す。コラボレーションはイベントを要求することによってそのイベントにサブス
クライブし、待機します。Employee.Create イベントのビジネス・オブジェクトを
受信すると、Employee.Create にサブスクライブしているコラボレーションが実行
を開始します。

v アプリケーション内でイベントが発生し、そのイベントがアプリケーション・コ
ネクターのイベント通知機構によって検出されます。コネクターはイベントをパ
ブリッシュして 1 つ以上のコラボレーションに提供します。これにより、イベン
トはビジネス・オブジェクトとして使用可能になります。

イベントは、使用するコネクターによって、非同期または同期でコラボレーション
にパブリッシュされます。また、コラボレーションの長期存続ビジネス・プロセス
機能を使用可能にしているときは、コラボレーションは着信イベントが定義済みマ
ッチング基準を満たしている場合にそのイベントを待ち状態で保持できます。

アクセス要求
コラボレーションは、直接呼び出しがアクセス・クライアントによって送信され、
サーバー・アクセス・インターフェースで受信されて、そのコラボレーションにビ
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ジネス・オブジェクトとして送信されると起動するように設計できます。
InterChange Server 環境では、サーバー・アクセス・インターフェース経由でコラボ
レーションに送信された呼び出しはアクセス要求と呼ばれます。アクセス要求は、
外部ソースまたは InterChange Server 環境内に構成されたソースから発信されま
す。

アクセス要求対話は、同期通信が重要な場合に役立ちます。例えば、顧客担当者が
Web ブラウザーを使用してインターネット経由で在庫状況情報を要求するような場
合です。

要求/応答対話
コラボレーションは、トリガー・ビジネス・オブジェクトを受信して起動されると
データの処理を開始します。トリガー・ビジネス・オブジェクトは、アクセス要求
またはイベント通知のいずれかの結果で生成されます。コラボレーションが起動さ
れると、バインドされたコネクターに要求を送信したり応答を受信したりできま
す。

コラボレーションは、それ自体の要求 (サービス呼び出し要求と呼ばれます) を汎用
ビジネス・オブジェクトの形式で作成します。コネクターは、汎用ビジネス・オブ
ジェクトを特定のアプリケーションで理解されるデータ・エンティティーまたはコ
ネクターが設計されたものと同じデータ・フォーマットに変換します。

コラボレーションがコネクターから受信する応答 (サービス呼び出し応答と呼ばれ
ます) は、ビジネス・データ (検索要求の場合) または状況報告 (成功または不成功)

を含んだビジネス・オブジェクトです。

図 5 は、パブリッシュ・アンド・サブスクライブ対話によって開始され、要求/応答
対話によって完了するビジネス・プロセスを簡単に示しています。(この簡易図で
は、コネクター・コントローラーとコネクター・エージェントが単体として表され
ています。また、ローカル・ネットワーク上のアプリケーション用コネクターとイ
ンターネット・ファイアウォールの外部にあるアプリケーション用コネクターを区
別していません。) この例は、顧客サービス担当者が 1 つのケースの作業を終える
と自動的に送り状が生成される、分散ビジネス・プロセスを示しています。この例
で、仮想の Service Billing コラボレーションは、コネクターを使用してビジネス・
データを 3 つの異なるアプリケーションに変換しています。
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図 5 には、次のビジネス・プロセスの順序を示します。

1. 顧客サービス担当者が 1 つのケースの作業を終了します。コネクターは顧客サ
ービス管理アプリケーションからケースの終了をイベントとして検出し、関連す
るケース・データを取り出します。次に、コネクターはイベントをパブリッシュ
して、そのイベントにサブスクライブしているコラボレーションが使用できるよ
うにします。この一連のアクションは、パブリッシュ・アンド・サブスクライブ
対話を構成します。

2. 送り状の金額を計算するには、コラボレーションに顧客契約条件が必要です。コ
ラボレーションはサービス呼び出し要求を送信して、顧客レコード・アプリケー
ション用のコネクターから必要なデータを検索します。コネクターが要求に応答
します。この一連のアクションは、コラボレーションと、顧客レコード・アプリ
ケーションおよびコネクター間の要求/応答対話を構成します。

3. ケース情報と顧客契約の両方を使用して、コラボレーションは送り状の作成に必
要な情報を生産します。コラボレーションが送り状作成要求を会計アプリケーシ
ョン用のコネクターに送信すると、コネクターは要求をアプリケーションに転送
し、コラボレーションに成功または失敗通知を送信します。この一連のアクショ
ンは、コラボレーションと、会計アプリケーションおよびコネクター間の要求/応
答対話を構成します。

サイトでは、コラボレーションとコネクターが結合する度合いを調整できます。例
えば、コラボレーションが 24 時間体制で実行している場合に、アプリケーション
と通信するコネクターに要求を送信する時間を午前 12 時から午前 2 時の間に限定
できます。コラボレーションは、応答を必要とすることなく要求を送信し、応答を
受信すると単にその応答を処理するように設計および構成できます。

Service
Billing

1 2 3

図 5. パブリッシュ・アンド・サブスクライブ対話、要求/応答対話
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また、長期存続ビジネス・プロセスでコラボレーションを使用可能にしているとき
は、コラボレーションは、タイムアウト値 (応答による保管された処理フローの再
開が可能な期間) とともに要求のフロー・コンテキストを保存したり、要求を送信
したりできます。

サンプル・データ・フロー
図 6 は、アプリケーション間 (Web サーバーおよびブラウザーなど、他のエンティ
ティー) でデータをやり取りするための一般的なアクセス要求対話、パブリッシ
ュ・アンド・サブスクライブ対話、および要求/応答対話で使用される、IBM

WebSphere InterChange Server システム・コンポーネントのハイレベル表示を示して
います。

データはハブにある InterChange Server を通るフロー内を移動し、ローカル・ネッ
トワーク上のアプリケーション、インターネット・ファイアウォールの外側のコネ
クター・エージェントとともに構成されたアプリケーション、および Web サーバ
ーやブラウザーなどの外部エンティティーと交換されます。

フローは、アクセス要求やイベント、またはあらゆるタイプの外部および内部プロ
セスによって開始されます。フローが開始されると、コラボレーションは要求/応答
対話を使用して、ローカルやリモートのアプリケーションまたは他のエンティティ
ーとのビジネス・プロセスを完了します。

このダイアグラムで、1 つのコネクターはアプリケーション・イベントをパブリッ
シュし、もう 1 つのコネクターはコラボレーションと宛先 Web サーバー間の要求/

応答対話を行っている状態が示されています。この図は、可能な構成の一例にすぎ
ません。ほとんどのコネクターは、イベントのパブリッシュとコラボレーション要
求への応答の両方を実行するように構成できます。

このダイアグラムには示されていませんが、インターネット上でデータを交換する
ために、コネクターがローカルに構成されたテクノロジー・サーバー (TPI サーバ
ーや E メール・サーバーなど) と対話する構成も可能です。

また、コネクター・エージェントとそれに関連するアプリケーションはローカルに
設置する必要がありません。リモート・エージェント・テクノロジーを使用するこ
とによって、リモート URL ロケーションにあるコネクター・エージェントは、イ
ベントのパブリッシュとコラボレーション要求への応答の両方を実行できます。
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図 7 は、可能ないくつかのデータ・パス上で交換されるデータのタイプを示してい
ます。

ICS System

InterChange Server

/
Bean

/

Web

Web
J2EE

JMS

JMS

/

図 6. ビジネス・データ・フロー
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数字は、データ・パスの特定の順序を 1 つのみ示しています。この例では、外部
Web ブラウザーからサーバー・アクセス・インターフェースを経由してコラボレー
ションに到達し、コラボレーションのビジネス・プロセスの完了後、外部 Web サ
ーバーに送信されます。
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図 7 のサンプルでは、次の処理が行われます。

1. クライアント・プログラムがサーバーと通信し、アクセス要求をコラボレーシ
ョンに送信します。クライアント・プログラムは、HTTP/HTTPS プロトコルを

14
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InterChange Server

/
Bean

(XML) (XML)

Web

Web
J2EE

JMS

JMS

HTTP/S IIOP

1 8

IIOP
XML

4

5
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9

10

1113

3

12

2

図 7. ビジネス・データ・フローの例
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使用して Web サーバーと通信する Web ブラウザーや、RMI/IIOP を使用して
J2EE アプリケーション・サーバー上で J2EE 方式の呼び出しを行う J2EE ク
ライアントの場合があります。

2. 呼び出しが、IBM WebSphere InterChange Server システムと通信するよう構成
された適切なサーバー側コンポーネント (Web サーバーの場合はサーブレッ
ト、J2EE アプリケーション・サーバーの場合は EJB) によって処理されます。
コンポーネントは、作成されるビジネス・オブジェクトと、呼び出しによって
起動されてサーバー・アクセス・インターフェースに呼び出しを送信するコラ
ボレーションを指定します。

3. サーバー・アクセス・インターフェースが呼び出しを受信し、それを適切なデ
ータ・ハンドラー (この例では XML データ・ハンドラー) に渡します。デー
タ・ハンドラーはデータをビジネス・オブジェクトに変換し、それをサーバ
ー・アクセス・インターフェースに戻します。

4. サーバー・アクセス・インターフェースがビジネス・オブジェクトを指定され
たコラボレーションに渡します。

5. コラボレーションは、(a) ビジネス・オブジェクトに対してビジネス・プロセス
を実行し、(b) 同時にビジネス・オブジェクトをサーバー・アクセス・インター
フェースに戻して、元のクライアント・ブラウザーまたはアプリケーションに
転送されるようにします。ビジネス・オブジェクトには、プロセスの結果とし
て生成されたビジネス・データまたは例外通知が含まれます。

6. この例で、コラボレーションのビジネス・ロジックは、ビジネス・オブジェク
トを要求としてテクノロジー・コネクターに送信するよう指定します。テクノ
ロジー・コネクターは、データをインターネット経由で外部 Web サーバーに
送信するために使用されます。

また別のシナリオでは、コラボレーションがテクノロジー・コネクターではな
くアプリケーション・コネクターにビジネス・オブジェクトを送信する場合が
あります。アプリケーションはローカルに置くことができますが、リモート・
エージェント・テクノロジーが使用されている場合には、アプリケーションと
そのコネクター・エージェントはハブから離してインターネット上に置くこと
ができます。

7. この例では、XML コネクターがビジネス・オブジェクトを XML 文書に変換
し、それを Web サーバーに送信します。

8. Web サーバーが応答を XML コネクターに送信します。

9. XML コネクターが応答をビジネス・オブジェクトに変換し、それをコラボレー
ションに送信します。

10. コラボレーションがそのビジネス・オブジェクトにビジネス・プロセスを実行
します。

11. コラボレーションがビジネス・オブジェクトをサーバー・アクセス・インター
フェースに送信します。

12. サーバー・アクセス・インターフェースがビジネス・オブジェクトを適切なデ
ータ・ハンドラーに送信し、そのフォーマットのデータを受信します。

13. サーバー・アクセス・インターフェースが IIOP プロトコルを使用して、デー
タをサーブレットに送信します。

14. サーブレットが HTTP/HTTPS プロトコルを使用して、データを元の Web ブラ
ウザーまたは他のエンティティーに送信します。
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コネクター
コネクターは、IBM WebSphere Business Integration Adapters 製品の一部として提供
されています。コネクターは IBM WebSphere InterChange Server システムに分散変
換サービスを提供し、コラボレーションと次のいずれかとの間でデータをやり取り
します。

v アプリケーション

v コネクターが使用する XML などのテクノロジー規格を理解するプログラマチッ
ク・エンティティー (例えば、リモート Web サーバー)

InterChange Server 環境では、コネクターは次の分散構造を持ちます。

v コネクター・コントローラーはコラボレーションと直接対話し、InterChange

Server プロセス内でコンポーネントとして実行します。

v クライアント・コネクター・フレームワークは InterChange Server から分離した
プロセスとして実行し、アプリケーション固有のコンポーネントとともに使う
と、アプリケーションやその他のプログラマチック・エンティティーと直接対話
します。本書では、クライアント・コネクター・フレームワークとアプリケーシ
ョン固有のコンポーネントを合わせてコネクター・エージェントと呼びます。

コネクターの 2 つの部分は、同一システム上でも 2 つの異なるシステム上でも実
行できます。コネクター・コントローラーは、InterChange Server の一部として実行
するため、このサーバーのあるシステム上に置きます。一方、コネクター・エージ
ェントは、そのアプリケーションとコネクター・コントローラーの両方と通信でき
るあらゆるシステム上に置くことができます。

コネクターとアプリケーション間の通信
アプリケーションの各バージョンには、それぞれ 1 つのコネクターがあります。コ
ネクターはアプリケーション・インターフェースを使用してアプリケーションと通
信するので、それぞれ一意のコネクターになります。アプリケーション・プログラ
ミング・インターフェース (API) がある場合、コネクターはそれを使用できます。
しかし、API を持たないアプリケーションのコネクターでも、ユーザー出口や E メ
ール・メッセージなど、アプリケーションが提供するあらゆる方式を使用できま
す。

コラボレーションに関連するアプリケーション・イベントを検出するために、コネ
クターはアプリケーションをポーリングしたり、アプリケーション・イベントのコ
ールバック通知機構 (ある場合) を使用します。また、コネクターはコラボレーショ
ンのコマンドでアプリケーションと対話したり、コラボレーションの直前の要求結
果を確認したりできます。

要素間のバインド
ビジネス・プロセスを実行するため、コラボレーションはコネクター、他のコラボ
レーション、および外部プロセスと通信して、サーバー・アクセス・インターフェ
ース経由でアクセス要求を受信できます。コラボレーションを構成するときには、
コラボレーションとこれらの要素間の通信を設定するためにバインドを行います。
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トリガーのバインド
コラボレーションのビジネス・プロセスを起動するには、構成時に、トリガー・イ
ベントや呼び出しを提供する要素をコラボレーションにバインドする必要がありま
す。

バインドは、コラボレーションのビジネス・プロセスに参加するあらゆる要素とコ
ラボレーション間で実行できますが、トリガーとしてバインドされるのは 1 つの要
素のみです。

イベントのためのバインド
コラボレーションがイベントによって起動されるようにサイトで構成する場合、ト
リガー・イベントをパブリッシュできるコネクターにコラボレーションをバインド
します。例えば、コラボレーションの Employee.Delete イベントが PeopleSoft コネ
クターからパブリッシュされるように指定できます。

この関係をより詳しく見てみるには、コネクターは、実際にはコネクター・コント
ローラー (コラボレーションと同様に InterChange Server に置かれる) とコネクタ
ー・エージェント (クライアント・コネクター・フレームワークとアプリケーショ
ン固有のコンポーネントが組み込まれ、InterChange Server から分離している) の 2

つで構成されていることを思い出してください。コネクター・コントローラーは、
バインド情報を保持し、コラボレーションがサブスクライブしているイベントのリ
ストをコネクター・エージェントに提供します。

コネクター・エージェントは、関係のあるアプリケーション操作が実行されると、
リストにあるイベントをコネクター・コントローラーにパブリッシュします。コネ
クター・エージェントがイベントをコネクター・コントローラーに送信するときに
は、コラボレーションの最終的な宛先については一切認識していません。

図 8 に示されているように、コネクター・コントローラーはコネクター・エージェ
ントとコラボレーション間を媒介します。

複数のコラボレーションが同一のイベントにサブスクライブする場合があります。
コネクター・コントローラーがイベントをパブリッシュするとき、同時にすべての
サブスクライバーにパブリッシュすることができます。

図 8. トリガー・イベントを提供するコネクター
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アクセス要求を受信するためのバインド
トリガーのためにコラボレーションをコネクターにバインドする代わりに、コラボ
レーションが外部プロセスからアクセス要求をトリガーとして受信するように指定
できます。

バインドの宛先
コラボレーションは、トリガー要素へのバインドに加えて、コラボレーションが要
求/応答対話を行う宛先要素へもバインドできます。宛先要素は、コネクターの場合
と他のコラボレーションの場合があります。1 つのコラボレーションを複数の宛先
要素にバインドできます。

ビジネス・オブジェクト
コラボレーションとコネクターは、InterChange Server を介したビジネス・オブジェ
クトの送受信によって対話します。

ビジネス・オブジェクトは、データ・エンティティー (1 つの動作単位として扱わ
れるデータの集合) を反映します。例えば、データ・エンティティーがフォームと
同等で、フォームのフィールドをすべて含める場合があります。フォームは通常、
アプリケーション内または Web 上で使用され、顧客、従業員、または送り状につ
いてのビジネス情報が取り込まれます。

ビジネス・オブジェクトは、コラボレーションの実行中に高速アクセスのためにメ
モリー内のキャッシュに入れられます。また、トランザクション状態の永続的スト
アにも格納され、障害後のサーバーの再始動の際に耐久力のあるリカバリー、ロー
ルバック、およびコラボレーションの再実行を提供します。

IBM WebSphere InterChange Server システムは、エンティティーに含まれる情報を
反映したビジネス・オブジェクトを作成します。本書では、データ・エンティティ
ーという用語はそこに含まれるビジネス情報の関連でしばしば使用されます。例え
ば、従業員エンティティー や顧客エンティティー などがあります。

このセクションでは、ビジネス・オブジェクトについて簡単に説明します。以降の
章では、ビジネス・オブジェクト、ビジネス・オブジェクトの内容、さらに IBM

WebSphere InterChange Server システムがビジネス・オブジェクトを管理および処理
する方法について説明します。

ビジネス・オブジェクトの役割
ビジネス・オブジェクトは、イベント、要求、または応答として動作できます。

イベント
ビジネス・オブジェクトは、アプリケーション内のデータ・エンティティーに関係
する操作であるアプリケーション・イベントの発生を報告します。アプリケーショ
ン・イベントは、そのデータ集合の値の作成、削除、または変更である可能性があ
ります。コネクターがアプリケーション・イベントを検出して、ビジネス・オブジ
ェクトを関連するコラボレーションに送信するとき、ビジネス・オブジェクトはイ
ベントの代わりを務めるので、IBM WebSphere InterChange Server システムではイ
ベントと呼ばれます。
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例えば、コネクターがコラボレーションのために新しい従業員エンティティーのア
プリケーションをポーリングすることがあります。アプリケーションが新しい従業
員エンティティーを作成する場合、コネクターはイベント・ビジネス・オブジェク
トをコラボレーションに送信します。

要求
要求は通常、次の 2 つの方法のうちどちらかで生成されます。

v コラボレーションはビジネス・オブジェクトを要求としてコネクターに送信で
き、コネクターがアプリケーション内のデータを挿入、変更、削除、または検索
するように指示します。例えば、図 5 の Service Billing コラボレーションでは、
コラボレーションは契約の検索および送り状の作成という 2 つのビジネス・オブ
ジェクトをコネクターに送信しています。両方とも要求です。

v コラボレーションが Retrieve 動詞をトリガーとして受け入れるように設計または
カスタマイズされている場合、サーバー・アクセス・インターフェースはビジネ
ス・オブジェクトを要求としてそのコラボレーションに送信できます。

応答
コネクターが要求の処理を終了すると、通常、応答を戻します。例えば、コネクタ
ーがアプリケーションから従業員データを検出する要求を受信すると、コネクター
は従業員データを含むビジネス・オブジェクトを送信します。

ビジネス・オブジェクトの構造
ビジネス・オブジェクトは、タイプ (名前)、処理命令 (動詞)、およびデータ (属性
値) を含んだ自己記述ユニットです。図 9 に、単純なビジネス・オブジェクトの例
として、タイプ、動詞、および属性値を示します。

次のセクションでは、これらのコンポーネントについて説明します。

ビジネス・オブジェクト・タイプ
各ビジネス・オブジェクトには、IBM WebSphere InterChange Server システム内で
識別するためのタイプ名があります。このタイプは、ビジネス・オブジェクト定義
によって定義されます。例えば、Customer、Employee、Item、Contract などのタイプ
があります。

Customer

Create

Como

David

Apt 2C

123 Fairchild

Mountain View

CA

94040

408

6321111

図 9. ビジネス・オブジェクト・コンポーネント

第 1 章 IBM WebSphere InterChange Server の概要 21



ビジネス・オブジェクトの動詞
ビジネス・オブジェクトの動詞は、属性値に対するアクションを指定します。動詞
は、ビジネス・オブジェクトの役割に応じてさまざまなタイプのアクションを表す
ことができます。表 1 は、3 つのビジネス・オブジェクトの役割をリストし、各役
割を持つビジネス・オブジェクトの動詞の意味を説明しています。

表 1. ビジネス・オブジェクトの動詞の意味

ビジネス・オブジェクト
の役割 動詞の意味

イベント アプリケーション内で発生したことを説明します。例えば、イベ
ントにおける Create 動詞は、ソース・アプリケーションが新し
いデータ・エンティティーを作成したことを表します。

要求 ビジネス・オブジェクトを処理するためにアプリケーションと対
話する方法をコネクターに伝えます。例えば Update 動詞は、コ
ネクターにデータ・エンティティーを更新させる要求です。

応答 直前の要求の結果を提供します。例えば、応答における Retrieve

動詞は、コネクターがアプリケーションから属性値を取得したこ
とを表します。

注: 命名規則は、ビジネス・オブジェクト・タイプ.動詞 の形式で特定のタイプのビ
ジネス・オブジェクトと特定の動詞を表すためのものです。例えば
Customer.Create は、Customer ビジネス・オブジェクトと Create 動詞を表しま
す。

ビジネス・オブジェクト属性値
ビジネス・オブジェクトには、Last Name、First Name、Employee ID、Invoice

Status などのデータ・エンティティーに関連するデータ・フィールドを表す属性値
が含まれます。

一部の属性には、データが含まれる代わりに、子ビジネス・オブジェクトまたは子
ビジネス・オブジェクトの配列が含まれます。 図 10 に、Contract ビジネス・オブ
ジェクトの構造を示します。 Contract 内の品目名の情報は、子ビジネス・オブジェ
クトの配列に含まれます。
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子ビジネス・オブジェクトまたは子ビジネス・オブジェクトの配列を含むビジネ
ス・オブジェクトは、階層ビジネス・オブジェクトといいます。属性にデータのみ
を含むビジネス・オブジェクトは、フラット・ビジネス・オブジェクトといいま
す。

アプリケーション固有のビジネス・オブジェクトおよび汎用ビジネ
ス・オブジェクト

IBM WebSphere InterChange Server システムには、アプリケーション固有と汎用と
いう 2 種類のビジネス・オブジェクトがあります。

v アプリケーション固有のビジネス・オブジェクトは、特定のアプリケーションま
たはプログラマチック・エンティティーのデータ・エンティティー属性とデー
タ・モデルを反映します。

v 汎用ビジネス・オブジェクトには、広範囲のアプリケーションに共通する一連の
ビジネス関連属性が含まれ、特定のアプリケーションのデータ・モデルに拘束さ
れません。

コネクター・エージェントが更新などのアプリケーション・イベントを (アプリケ
ーション固有のコンポーネントを介して) 検出すると、アプリケーションから適切
なデータ・エンティティーを検索して、それをアプリケーション固有のビジネス・
オブジェクトに変換します。

注: 本書では、Clarify_Contact や Oracle_Customer のようにアプリケーション名が
含まれたビジネス・オブジェクトは、アプリケーション固有のビジネス・オブ
ジェクトを指します。例えば Clarify_Contact ビジネス・オブジェクトには、

Contract

Create

ID

Customer ID

1

2

3

図 10. 子ビジネス・オブジェクトを持つビジネス・オブジェクト

第 1 章 IBM WebSphere InterChange Server の概要 23



Clarify アプリケーションが連絡先に関連して保管している一連の情報が含まれ
ます。別のアプリケーションでは、連絡先エンティティーに一連の異なる情報
が保管されていたり、異なる順序または形式で情報が保管されていたり、異な
る名前が付けられていたりする可能性があります。

コネクター・エージェントがアプリケーション固有のビジネス・オブジェクトの作
成を終了すると、そのビジネス・オブジェクトを InterChange Server 内のコネクタ
ー・コントローラーに送信します。

コネクター・コントローラーは、コラボレーションとコネクター・エージェント間
でビジネス・オブジェクトを交換します。コラボレーションは一般的にアプリケー
ションに中立なので、コネクター・コントローラーがコラボレーションとの間で交
換するビジネス・オブジェクトは汎用ビジネス・オブジェクトである必要がありま
す。汎用ビジネス・オブジェクトのビジネス・ロジックは特定のアプリケーション
の特定のバージョンにバインドされていないので、汎用ビジネス・オブジェクトを
使用するとコラボレーションの再使用可能性が高まります。

注: 汎用ビジネス・オブジェクトの名前には、企業名や製品名は含まれません。例
えば、Contact、Employee、Customer などです。

図 11 は、IBM WebSphere InterChange Server システム内で 2 種類のビジネス・オ
ブジェクトが置かれる場所を示しています。コラボレーションは汎用ビジネス・オ
ブジェクトを使用して対話し、コネクター・エージェントは特定のアプリケーショ
ン用に設計されたビジネス・オブジェクトをサポートします。

App A App B App C

InterChange Server

App A App B App C

図 11. 汎用ビジネス・オブジェクトとアプリケーション固有のビジネス・オブジェクト
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コネクターが複数のタイプのコラボレーションによって使用されているビジネス・
オブジェクトをサポートしている場合は、同じコネクターを使用して、これらのコ
ラボレーションを実行できます。

データ・マッピング
図 11 は、各アプリケーションとコラボレーションにあるさまざまなタイプのビジネ
ス・オブジェクトを示しています。したがって、IBM WebSphere InterChange Server

システムはビジネス・オブジェクトをそれぞれの形式に変換して、イベントやデー
タをアプリケーションとコラボレーション間でやり取りできるようにする必要があ
ります。あるタイプのビジネス・オブジェクトを別のタイプに変換するプロセスを
データ・マッピングといいます。データ・マッピングは、IBM WebSphere

InterChange Server システムがデータをやり取りするソースと宛先の間で同一のデー
タ・モデルが共有されていない場合には、常に必要です。

1 つのアプリケーションから別のアプリケーションにデータを直接マッピングする
カスタム・アプリケーション統合ソリューションとは違って、InterChange Server

Collaborations は、一般的に複数のアプリケーション固有のデータ・モデル間に汎用
ビジネス・オブジェクトを使用します。汎用ビジネス・オブジェクトは、共通のク
ロス・アプリケーション・データ・セットとして機能します。将来アプリケーショ
ンを変更する場合には、新規のコネクターを入手して、新規のアプリケーション固
有のビジネス・オブジェクトを汎用ビジネス・オブジェクトにマッピングするだけ
で済みます。これでコラボレーションは以前と同様に動作します。

コラボレーションがビジネス・オブジェクトを異なるアプリケーションに転送する
ときは、マッピングによってビジネス・オブジェクトを共通のデータ・セットに、
およびその逆に変換します。ビジネス・オブジェクトの変換は、次のように実行さ
れます。

v ビジネス・オブジェクトがコネクターからコラボレーションに渡されるときは、
アプリケーション固有から汎用へ

v ビジネス・オブジェクトがコラボレーションからコネクターに渡されるときは、
汎用からアプリケーション固有へ

例えば、Clarify_BusOrg データと SAP_CustomerMaster データを同期するコラボレ
ーションでは、マッピングは 2 回実行されます。

Clarify
Business Org

SAP Customer

Customer

1 :
Clarify Business Org

2 :
SAP Customer

図 12. マッピング変換
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コネクター・エージェントと InterChange Server 間で渡されるビジネス・オブジェ
クトのマッピングは、コネクター・コントローラーが管理します。ただし、デー
タ・マッピングを実際に行うには、システムが、マッピング・ツールである Map

Designer および Relationship Designer を呼び出します。これらのツールによって、
マッピング仕様の詳細を作成および修正したり、実行時にマッピングを実行したり
できます。

コネクター・コントローラーは、マッピングを必要とするビジネス・オブジェクト
を受信すると、マッピング機能を呼び出します。図 13 に、コネクター・コントロー
ラーからのマッピングの呼び出しを示します。

InterChange Server
InterChange Server は、コラボレーションのためのマルチスレッド化された Java ベ
ースの実行フレームワークです。InterChange Server は、自身の Java 仮想マシン
(JVM) で実行します。 InterChange Server は Windows と UNIX のシステム上で実
行します。このセクションでは、InterChange Server の以下のサービスや機能につい
て説明します。

v 27ページの『イベント管理サービス』

App A App B App C

InterChange Server

App A App B App C

図 13. マッピングの制御と実行
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v 『コネクター・コントローラー』

v 『リポジトリー』

v 『データベース接続サービス』

v 28ページの『データベース接続プール』

v 28ページの『高可用性』

v 29ページの『トランザクション・サービス』

v 31ページの『リカバリー機能』

イベント管理サービス
InterChange Server は、コラボレーションの実行時に受信するすべてのビジネス・オ
ブジェクトを永続的に保管します。これによって InterChange Server は、イベント
通知や呼び出しを失うことなく、予期しない終了またはコラボレーションの障害か
ら回復することができます。

コネクター・コントローラー
コネクター・コントローラーは、クライアント側のコネクターと InterChange Server

間のインターフェースを指します。コネクター・コントローラーは、ビジネス・オ
ブジェクトが IBM WebSphere InterChange Server システムをトラバースするときに
その経路を定め、クライアント側のコネクターとコラボレーションのリンクおよび
マッピング・プロセスの管理を行います。

コネクター・コントローラーを使用することにより、管理者は次のことを実行でき
ます。

v InterChange Server とコネクター・エージェント間の対話をトレースします。

v InterChange Server とコネクター・エージェント間の対話を使用可能および使用不
可にします。

v マッピングのタイプを指定して、コネクター・エージェントとの間でビジネス・
オブジェクトを送受信できるようにします。

リポジトリー
InterChange Server は、すべてのオブジェクトの構成情報および定義を、
InterChanger Server リポジトリーという永続的ストアに保持します。このリポジト
リーは、関連するデータベース内の表の集合から構成されます。これらの表には、
オブジェクト定義および構成情報が XML 文書の形式で保管されています。

データベース接続サービス
データベース接続サービスは、InterChange Server とリポジトリー間の対話を管理し
ます。図 14 に示すように、データベース接続サービスは、JDBC (Java Database

Connectivity) API を使用してリポジトリーと対話します。
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注: ODBC (Open Database Connectivity) ドライバーを持っているが固有の JDBC ド
ライバーを持っていないデータベースもあります。このようなデータベースの
場合、有効な JDBC-ODBC ブリッジを使用できます。

InterChange Server は多数のデータベース・ベンダーをサポートしており、新たなデ
ータベースの認証を継続します。現在サポートされているデータベースのリストに
ついては、「システム・インストール・ガイド (Windows 版)」または「システム・
インストール・ガイド (UNIX 版)」を参照してください。

データベース接続プール
IBM WebSphere InterChange Server システムの System Manager ツールを使用する
と、InterChange Server でデータベース接続プールを定義できます。ユーザー定義の
データベース接続プールによって、開発者がコラボレーションまたはマップから関
連するデータベースに直接アクセスできるようになります。この機能は、次のこと
をサポートします。

v 自動化されたデータベース接続ライフ・サイクルの管理

v SQL ステートメントおよびストアード・プロシージャー実行のための単純化され
た API

v コンテナー管理のトランザクション・ブラケット

高可用性
IBM WebSphere InterChange Server システムは、InterChange Server (ICS) に高可用
性 (HA) を提供するように構成できます。

Windows システムでは、HA 構成は Microsoft Cluster Server (MSCS) ソフトウェア
で実行します。HA 構成には、Microsoft 認証のクラスター・サーバー・マシンが 2

台必要です。2 台のサーバーは同一の InterChange Server システム構成でセットア
ップされ、MSCS ソフトウェア内でクラスター・システムとして指定されます。1

台のマシンは MSCS にプライマリー (障害が発生するまでアクティブなサーバー)

として構成し、もう 1 台はバックアップとして構成します。2 台のマシンは、外部
プロセスがアクティブ・サーバーにアクセスするために使用する、クラスター名と

InterChange Server

JDBC

...

図 14. データベース接続サービスおよびリポジトリー
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クラスター IP アドレスを共有します。プライマリー・サーバーおよびバックアッ
プ・サーバーはともに、アクティブ・サーバーが制御する共有 RAID ストレージ・
システムへのアクセス権を持ちます。

ハードウェア障害が検出されると、HA 構成はクラスター・バックアップ・システ
ム上で ICS のシャットダウン、自動マイグレーション、および ICS (ならびにサー
ド・パーティー製ソフトウェアと HA がサポートするコネクター) の再始動を実行
します。クラスター・バックアップ・サーバーはアクティブ・サーバーになり、プ
ライマリー・サーバーのクラスター名と IP アドレスを引き継ぎます。プライマリ
ー・サーバーの障害が修復されてフェイルバック (つまり、手動でプライマリー・
サーバーに処理を戻すこと) が開始されるまで、バックアップ・サーバーがシステ
ム処理を自動的に引き継ぎます。

HA 環境の概要については、「システム管理ガイド」を参照してください。HA 環
境用に ICS を構成する方法の詳細については、「システム・インストール・ガイ
ド」を参照してください。

トランザクション・サービス
いかなるアプリケーション統合ソリューションでも、データをあるアプリケーショ
ンから別のアプリケーションに移動させるときにはリスクに直面します。データが
アプリケーションおよびそのデータベースの保護領域を出て、ネットワーク経由で
別のアプリケーションに送られるときには、問題が発生する可能性は数多くありま
す。例えば、次のような問題が考えられます。

v ネットワークがダウンする。

v データを受信する前に、宛先アプリケーションが破損する。

v 宛先アプリケーションが新規データを処理する機会を得る前に、エラーが発生す
る。

人事、給与計算、および製品別原価計算という 3 つのアプリケーションを含むコラ
ボレーションがあるとします。各アプリケーションには、従業員給与が格納されて
います。図 15 に、従業員の昇給を処理するためのクロス・アプリケーション・ビジ
ネス・ロジックをハイレベル表示で示します。
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ある従業員が昇給すると、担当者が人事アプリケーションに新規給与を入力しま
す。コラボレーションは自動的に給与計算アプリケーションの従業員給与を更新
し、製品別原価計算アプリケーションのプロジェクト費用を調整します。

システム・エラーによって給与更新が製品別原価計算アプリケーションに伝達され
ない場合、データ不整合が生じます。従業員給与の値がアプリケーションごとに異
なるので、製品原価が誤って計算されます。

従来は、入念なクロスチェックが必要でした。これを行わないと、誰かが問題に気
が付くまでデータは誤ったままでした。しかし、IBM WebSphere InterChange Server

システムは、エンタープライズ・データを信頼できるよう厳密に制御された高度な
サービスを提供するので、コラボレーションを一種のトランザクションであるかの
ように実行できます。

トランザクション・コラボレーション
トランザクションの特性は、アプリケーション全体でデータの整合性が重要である
コラボレーションにとって理想的であり、目的を達成できます。他のトランザクシ
ョンのように、トランザクション・コラボレーションには一連のステップが含まれ
ます。エラーが発生すると、InterChange Server はトランザクションのようにロール
バックを実行して、完了した各ステップを元に戻すことができます。

ただし、コラボレーションと従来のトランザクションは、次の点で大きく異なりま
す。

v コラボレーションのアクションは分散しており、関係するデータベースを中央制
御することはできません。

v イベントに応答するコラボレーション (パブリッシュ・アンド・サブスクライ
ブ・モデルなど) は長期存続型です。つまり、こうしたコラボレーションが実行
中にアプリケーション・データを分離するのはアプリケーション・ユーザーに悪
影響を与えるので、非同期に実行します。

;

図 15. 3 つのアプリケーションによる従業員給与の処理
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v アプリケーションはコラボレーションによるデータ変更を保管することにより、
分散したクロス・アプリケーション形式の持続性を提供します。ただし、コラボ
レーションをロールバックする必要がある場合、直前に保管した操作を取り消す
必要があります。

この結果、トランザクション・コラボレーションをサポートするために InterChange

Server が使用する手法は、従来のトランザクションをサポートするために使用する
手法とは異なります。コラボレーションに関するトランザクション・レベルは、
InterChange Server がトランザクションのセマンティクスを強化する度合いを定義し
ます。

リカバリー機能
InterChange Server 環境は、障害後のリブートに ICS が要する時間を改善する機
能、すべてのフローが回復する前に ICS で他の作業を行えるようにする機能、およ
び失敗したイベントの再実行依頼を制御する機能を備えています。

v 非同期リカバリー

InterChange Server は、コラボレーションとコネクターが回復するのを待たずにブ
ートを完了します。つまり、コラボレーションとコネクターは、InterChange

Server のブート後に非同期に回復できます。これによって、コネクターとコラボ
レーションが回復中である一方で、System Monitor や「未解決のフローを管理」
ダイアログなどの System Manager トラブルシューティング・ツールを使用でき
るようになります。

v 据え置きリカバリー

この機能の使用はオプションであり、コラボレーション・オブジェクト・プロパ
ティーを使用して構成します。この機能を使用可能にすると、ICS の障害が発生
すると、コラボレーションのプロセス中の作業フローの回復は、サーバーがリブ
ートするまで据え置かれます。このため、これらのフローに関連するメモリー使
用量を節約できます。サーバーのリブート後、System Manager の「未解決のフロ
ーを管理」ダイアログを使用してイベントを再実行依頼できます。

v 転送中状態でサービスの呼び出しを持続

非トランザクション・コラボレーションが宛先アプリケーションに重複してイベ
ントを送信するのを回避するため、障害の発生時に、リカバリーに自動的に転送
中のすべてのサービス呼び出しを再実行依頼させたくない場合があります。この
場合には、障害およびリカバリーが発生したときにコラボレーションが転送中の
すべてのサービス呼び出しを持続するように、コラボレーションを構成します
(サーバーの障害に先立って実行します)。InterChange Server が回復するとき、サ
ービス呼び出しを処理していたフローは転送中状態を維持するので、「未解決の
フローを管理」ダイアログを使用して個々の未解決のフローを調査したり、それ
らのフローを再実行依頼するときに (またはする場合には) 制御したりできます。

v イベント・デリバリーの保証機能

JMS 対応のコネクター (JMS をトランスポート機構として使用するコネクター)

では、リカバリー状態でイベント・デリバリーを保証するには、次の機能が有効
です。

– コンテナー管理下のイベント機能
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コンテナー管理下のイベント機能は、JMS イベント・ストアを使用する JMS

対応のコネクターに対して有効です。この機能により、システム破壊やリカバ
リーが発生したときに、イベント・ストアとコネクター・フレームワーク間で
処理が行われていたイベントが、1 度だけコネクター・フレームワークに配信
されます (2 度配信されることはありません)。この機能はオプションで、コネ
クター・プロパティーを介して構成されます。なお、この機能は、コネクター
が JMS をトランスポート機構として使用している場合にのみ有効です。

– 重複イベントの除去機能

重複イベントの除去機能は、JMS 対応のコネクターに対して有効です。この機
能は、コネクターのアプリケーション固有コードに固有のイベント ID を使用
することにより、デリバリー・キューへのイベントのデリバリーが重複しない
ようにするものです。この機能はオプションで、コネクター・プロパティーを
介して構成されます。なお、この機能は、コネクターが JMS をトランスポー
ト機構として使用している場合にのみ有効です。

通信トランスポート・インフラストラクチャー
InterChange Server 環境のモジュラー・アーキテクチャーは、多様なサイト構成に適
応する分散システムを構成します。InterChange Server 環境のアーキテクチャーによ
って、ネットワーク上の複数のマシンとの分散対話、およびインターネット・ファ
イアウォールを越えた分散対話が可能になります。

ネットワーク上の分散
ネットワーク上の分散 InterChange Server コンポーネント間の対話は、Common

Object Request Broker Architecture (CORBA) およびメッセージング・テクノロジー
(ネイティブ WebSphere MQ メッセージングや Java Message Service (JMS) など)

により可能になります。

さまざまな構成が考えられます。CORBA は、コネクター・エージェントと ICS 間
の要求/応答対話や管理通信に使用できます。ネイティブ WebSphere MQ は、パブ
リッシュ・アンド・サブスクライブ操作におけるイベントのデリバリーを実行しま
す。一方、Java Message Service は、コネクター・エージェントと ICS 間のすべて
の通信および対話に使用できます。

CORBA
Common Object Request Broker Architecture (CORBA) は、ネットワーク上の分散オ
ブジェクトのための規格およびインターフェースを定義します。オブジェクト・リ
クエスト・ブローカー (ORB) はライブラリーのセットであり、クライアント・ア
プリケーションとオブジェクト・サーバーが通信に使用するコンポーネントでもあ
ります。 InterChange Server は IBM Java ORB 製品を使用します。

ORB によって、InterChange Server からクライアント、コネクター・エージェン
ト、および System Manager にアクセスできるようになります。InterChange Server

は ORB のネーム・サービスに登録し、そこからクライアントがサーバーとの対話
を検出および開始するのに必要な情報を取得します。クライアントとサーバーは、
ORB のインターフェース定義言語 (IDL) によってオブジェクト対オブジェクトの
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対話を実行します。トランスポート・レベルでは、クライアントとサーバーは
Internet Inter-ORB Protocol (IIOP) を使用して通信します。 ORB ベースの通信は、
通常、次の目的で使用します。

v サーバー・アクセス・インターフェースは、ORB ベースの通信を使用して呼び出
しを処理します。

v 要求/応答対話において、コラボレーションとコネクターは ORB ベースの通信を
使用してビジネス・オブジェクトを交換します。

v コネクター・エージェントは、ORB ベースの通信を使用して次のことを実行しま
す。

– 始動時に、InterChange Server と対話する場合に自身の初期構成を取得しま
す。

– 操作中に、コネクター・コントローラーから指示を受け取ると、自身の状況の
報告、一時停止、停止、または再開を実行します。

v オプションで、ORB ベースの通信は、パブリッシュ・アンド・サブスクライブ対
話におけるイベントのデリバリーにも使用されます。

IIOP 要求/応答プロトコルでは、通信が即時に成功または失敗するので、コンポーネ
ントが通信するために両方のプログラムが実行されている必要があります。一方、
InterChange Server 環境における要求/応答対話では、コネクター・プロパティーを
使用してストア・アンド・フォーワード・モードの設定を行えるため、コネクタ
ー・エージェントが使用できないときにコネクター・コントローラーがコラボレー
ションの要求に対してどのように応答するかを指定できます。

v プロパティーを true に設定した場合は、コネクター・エージェントが使用不可の
場合でもコネクター・コントローラーはいかなるコラボレーション要求も失敗し
ません。要求は、コネクター・エージェントが操作可能になるまでブロックされ
ます。これにより、コネクター・エージェントが操作可能になるまで、コラボレ
ーションは要求のフロー処理の完了を待機することになります。

v false に設定した場合、コネクター・エージェントが使用不可の場合に、コネクタ
ー・コントローラーはすべてのコラボレーション要求に失敗します。コラボレー
ションは、失敗した要求処理のためのビジネス・ロジックによって要求の処理を
完了します。

図 16 は、InterChange Server 用として IBM Java ORB を構成するコンポーネント
を示します。InterChange Server コンポーネントが ORB ドライバーにアドレッシン
グするさまざまな言語には、それぞれ異なるコンポーネントが存在しますが、C++

および Java のコンポーネントは単一システムのように互いに通信します。IBM

Transient Naming Server はネーミング・サービスを提供します。
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これらの ORB コンポーネントは分離する必要がありません。サイトによっては、
すべての ORB コンポーネントが同一マシン上に存在する場合があります。

メッセージング・テクノロジー
メッセージングは、プログラムが非同期に離散的データ単位を交換する通信スタイ
ルを形成します。メッセージング・トランスポートを使用するプログラムは、接続
を確立したりメッセージを待つ必要がありません。それぞれのプログラムがメッセ
ージング・サービスと対話することによって、メッセージを非同期に送受信しま
す。メッセージング・サービスは、宛先プログラムが使用不可の場合にメッセージ
を保管して、使用可能になるまで再試行することにより、デリバリーを保証しま
す。

InterChange Server 環境でサポートされているメッセージング・システムには、ネイ
ティブ IBM WebSphere MQ メッセージングと Java Messaging Service (JMS) ソフ
トウェアの両方が含まれます。一般的に、メッセージング・システムはパブリッシ
ュ・アンド・サブスクライブ対話でのイベント・デリバリーに使用され、ORB は要
求/応答対話に使用されます。ただし、JMS を両方のタイプの対話に使用する場合も
あります。

JMS がデリバリー・トランスポート機構である場合は、長期存続ビジネス・プロセ
ス機能によってデータの永続性が与えられます。この機能が使用されているとき
は、コラボレーションの要求によって開始されたプロセスはタイムアウト値ととも
に待ち状態で置かれるため、指定されたデータ応答を受信した時点でこのプロセス
が再開されます。この機能を使用するには、コラボレーション・テンプレートの作
成時にこの機能を使用可能にしておく必要があります。

インターネット上の分散
InterChange Server システムは、コネクター・コントローラー/コネクター・エージ
ェント対話をインターネット・ファイアウォールを越えて分散させるためにセキュ
ア・ソケット・レイヤー (SSL) 通信をサポートしています。

ORB :
InterChange Server

ORB :

IBM Java ORB

IBM Java ORB

ORB :
System Manager

IBM Java ORB

IBM Transient
Naming
Server

図 16. WebSphere InterChange Server システムの ORB コンポーネント
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実装はハブ・アンド・スポーク関係をとります。ハブとは IBM WebSphere

InterChange Server システムを完全インストールしたサイトであり、スポークとはフ
ァイアウォールを越えてハブとデータを交換するリモート・サイトです。スポー
ク・サイトは、リモート・コネクター・エージェントを必要としますが、IBM

WebSphere InterChange Server システム全体を必要とはしません。

次の 2 つの代替構成を使用します。

v SSL を使用した WebSphere MQ

v HTTP/HTTPS を使用した WebSphere MQ Internet Pass-Thru

InterChange Server の保護
WebSphere Business Integration システムは、保護される必要のある重要なビジネ
ス・データを使用する分散システムです。転送中またはディスクに保管されたデー
タを、無許可の第三者が表示または変更するのを防ぐ必要があります。システムで
のデータの保護には、必ず認証、メッセージ保全性、およびプライバシーの 3 つの
セキュリティー・サービスが関係します。認証は、許可されていると主張するユー
ザーを検証することです。認証によるアクセス制御は、認証済みユーザーが誰であ
るか、およびそのユーザーに付与されている許可が何であるかに基づいて、システ
ムの部分に対するアクセスを制限します。メッセージ保全性は、データが変更され
ていないことを保証します。プライバシーは、許可ユーザーのみがデータを表示で
きることを保証します。保全性、プライバシー、および認証は、暗号化により実現
できます。一方、RBAC は、ユーザー ID とパスワードを設定することにより実現
できます。

暗号化
3 つのセキュリティー・サービスのほかに、InterChange Server の保護に関係する 3

つのセキュリティー機構があります。これらの機構のうち、2 つの機構は、暗号化
によるデータのエンコードに関係します。これらは対称暗号化および非対称暗号化
です。対称暗号化では、暗号化アルゴリズムまたは鍵を使用してデータをエンコー
ドします。データのエンコードとデコードでは、同じ鍵が使用されます。あるプロ
セスがデータを暗号化し、別のプロセスがそのデータを暗号化解除する必要がある
分散システムでは、無許可ユーザーが鍵を使用してデータにアクセスできないよう
にするために、セキュアな方法で鍵を共用および交換する必要があります。鍵を共
用できるようにすることが、対称暗号化における重要なポイントです。

非対称暗号化の機構は、鍵を共用または交換するために一般的に使用されている方
法です。この方法では、データは鍵ペアを使用して暗号化および暗号化解除されま
す。鍵ペアの一方の鍵は秘密に保持される秘密鍵であり、鍵ペアのもう一方の鍵は
他の人に共用および配布される公開鍵です。公開鍵を使用して暗号化されたデータ
は、鍵ペアの対応する秘密鍵によってのみ暗号化解除できます。送信側は受信側の
公開鍵を使用してデータを暗号化します。このため、適切な受信側のみが自身の秘
密鍵を使用してそのデータを暗号化解除できます。非対称暗号化は低速なため、デ
ータの暗号化には使用されません。その代わり、秘密鍵を非対称的に暗号化および
暗号化解除するために使用され、この秘密鍵を使用して、データが対称的に暗号化
されます。システムでのプライバシーを確保するために重要となるのが鍵の強度で
あるため、このプロセスにより、セキュリティーと速度の最適な組み合わせが実現
されます。
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秘密鍵は、データのディジタル署名を作成するためにも使用されます。ディジタル
署名は、送信側の識別 (認証) と、送信されたデータの保全性 (メッセージ保全性)

を検査するために使用できます。ディジタル署名を作成するために、ハッシュとい
う処理でデータが小規模な固定長のメッセージ・ダイジェストに変換されます。こ
れがマップ (メッセージ・ダイジェスト) を作成する片方向の機能です。メッセー
ジ・ダイジェストは送信側の秘密鍵を使用して暗号化され、これによりディジタル
署名が作成されます。ディジタル署名はデータに追加され、受信側に送信されま
す。受信側は公開鍵を使用してディジタル署名を暗号化解除してメッセージ・ダイ
ジェストに戻し、これにより署名が検証されます。なぜなら、公開鍵は、送信側の
みが所有している秘密鍵を使用して暗号化されたデータのみを暗号化解除できるか
らです。その後、受信側はデータをハッシュしてメッセージ・ダイジェストを作成
し、これを送信されたメッセージ・ダイジェストと比較します。両方のメッセー
ジ・ダイジェストが同じであれば、受信側は、送信側が署名した後にデータが変更
されていないことを確認できます。

重要なビジネス・データを保護するために、InterChange Server には、次のセキュリ
ティー機能が組み込まれています。

v エンドツーエンド・プライバシー (エンドツーエンド・セキュリティーとも呼び
ます) は、ソース・アダプター・プロセスから InterChange Server を介して宛先
アダプター・プロセスに流れるデータを保護します。エンドツーエンド・プライ
バシーでは、非対象および動的セキュリティーを使用して認証、保全性、および
プライバシーに対応します。

v 役割ベースのアクセス制御は、認証済みユーザーが誰であるか、およびそのユー
ザーに付与されている許可が何であるかに基づいて、システムの部分に対するア
クセスを制限します。役割ベースのアクセス制御は、アクセス制御および認証を
扱います。

エンドツーエンド・プライバシー
アダプター・プロセスと InterChange Server は、メッセージを送信することにより
通信します。メッセージは双方向であり、InterChange Server とアダプター・プロセ
スは、どちらもメッセージの送受信を行うことができます。SSL は、ノード間、ま
たはリンク・レベルのセキュリティーを提供します。メッセージは、ノード間を移
動する際は保護されますが、ノードでディスクに保管されている時は保護されませ
ん。メッセージおよびデータは平文であり、無許可ユーザーがこれらを表示したり
変更したりすることができます。エンドツーエンド・プライバシーでは、発信元の
ノードから送信されたメッセージが中間ノードを経由して宛先ノードに到達するま
での間、メッセージを保護することができます。非対象および動的セキュリティー
を使用すると、転送中のメッセージが保護され、処理を待つ間、ディスク上のキュ
ー・マネージャーで保管されている間も保護されます。メッセージは、暗号化やエ
ンドポイント認証など、さまざまなレベルのセキュリティーで保護されます。エン
ドポイント認証は、通信におけるエンドポイント (InterChange Server やアダプター
など) が、ディジタル署名を使用して、自分の身元が、自分が主張しているもので
あることを証明するときに発生します。

非対称および動的セキュリティー
分散システムでは、送信側と受信側の両方が、通信の通話者になり得ます。通信が
保護される必要がある場合、着信メッセージと発信メッセージのセキュリティー・
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レベルが同じであれば、これは対称セキュリティーとみなされます。このタイプの
セキュリティーは、サーバーとアダプターの間に密結合を作成します。SSL は、対
称セキュリティーの代表的な形式です。

サード・パーティー製セキュリティー製品の多くは、Secure Sockets Layer (SSL)

セキュリティー・プロトコルに基づいています。SSL は、TCP/IP 接続に関して、デ
ータ暗号化、サーバー認証、メッセージの保全性、およびオプションでクライアン
ト認証を提供します。通常、SSL は対称セキュリティーを使用する密結合されたシ
ステムに関連するため、データが重要かどうかに関係なく、すべてのデータが暗号
化されます。SSL では、非セキュアなデータとセキュアなデータを区別することが
できません。着信メッセージと発信メッセージとのセキュリティー・レベルが違っ
てもよい場合、これは非対称セキュリティーとみなされます。例えば、あるユーザ
ーがサーバーから大きな文書を受信する前にユーザー ID とパスワードを使用して
サーバーで認証する必要があるとします。ユーザー ID およびパスワードは、転送
中に無許可ユーザーによって見られないように暗号化する必要がありますが、転送
中の文書を暗号化する必要はありません。SSL を使用する場合、ユーザー ID およ
びパスワードの両方、並びに大きな文書が暗号化されます。大きな文書を暗号化す
ると、サーバーのパフォーマンスに影響を与える可能性があります。

非対称セキュリティーを使用する場合、ユーザーからのメッセージ・フローではユ
ーザー ID およびパスワードを暗号化するように設定し、サーバーからユーザーへ
のメッセージ・フローでは暗号化を行わないように設定することができます。ユー
ザーからのユーザー ID およびパスワードは暗号化によって保護され、一方、ユー
ザーに大きな文書を送信する前にこの文書を暗号化する必要がないので、サーバー
のパフォーマンスは高まります。非対称セキュリティーでは、通信の通話者間のセ
キュリティー・パラメーターに対する動的更新も使用可能です。SSL などの非対称
セキュリティーを使用する場合、セキュリティー・パラメーターは、通信開始時に
設定されます。セキュリティー・パラメーターに対する変更は、新しい通信セッシ
ョンが開始されるまで有効にはなりません。非対称セキュリティーを使用する場
合、通信の各通話者が個々のセキュリティー・パラメーター定義を所有しているた
め、セキュリティー・パラメーターに対する変更を動的にすることができます。一
方の通話者のセキュリティー・パラメーターに対する変更は、現在のセキュリティ
ー・セッションを中断せず、他方の通話者に対する更新を要求します。非対称セキ
ュリティーは柔軟ですが、エンド・ノードと直接結合していても、弱く (または間
接的に) 結合している中間ノードでは許可されていないソースによってデータが操
作されてしまうぜい弱性があります。

エンドツーエンド・プライバシーを使用すると、アプリケーション層でセキュリテ
ィーを設定し、アプリケーションに出入りする前にメッセージを保護できます。こ
のタイプのセキュリティーにより、中間ノードにメッセージがあるときに許可され
ていないソースがメッセージにアクセスする危険性を回避できます。エンドツーエ
ンド・プライバシーにより、メッセージ・タイプごとにセキュリティーのレベルを
変えることもできます。

セキュリティーのレベル
セキュリティーのレベルは、個々のアダプターおよび InterChange Server につい
て、それぞれのメッセージ・タイプごとに構成されます。次の 4 つのセキュリティ
ー・レベルがあります。

第 1 章 IBM WebSphere InterChange Server の概要 37



なし セキュリティー・レベルは設定されず、アダプターまたは InterChange

Server からのメッセージは標準どおりに送信されます。これはデフォルトの
セキュリティー・レベルです。

保全性 送信側 (アダプターまたは InterChange Server) は、メッセージにディジタ
ル署名を追加します。受信側は、送信側の公開鍵を使用して署名を検証しま
す。送信側の秘密鍵を使用できるのは送信側だけであり、送信側だけがこれ
を使用して署名を生成できるので、受信側は署名を検証することにより、送
信側を認証します。署名はデータのメッセージ・ダイジェストであり、受信
側がメッセージ・ダイジェストを生成して、これがメッセージと一緒に送信
されたメッセージ・ダイジェストと一致することを確認すると、メッセージ
の保全性が保証されます。データが変更されていないことを検証するプロセ
スでは、送信側の身元も検証されるため、保全性には認証も暗黙的に含まれ
ます。

プライバシー
送信側はメッセージを完全に暗号化します。受信側はメッセージを暗号化解
除して、その後の処理にメッセージを渡します。アダプターまたは
InterChange Server が「プライバシー」を構成してメッセージを送信する場
合、送信側は秘密鍵を生成し、秘密鍵を使用してメッセージを暗号化し、受
信側の公開鍵を使用して秘密鍵を暗号化し、暗号化された秘密鍵をメッセー
ジに組み込み、それからメッセージを送信します。受信側は、自身の秘密鍵
を使用して秘密鍵を暗号化解除し、暗号化解除された秘密鍵を使用してメッ
セージを暗号化解除し、その後の処理にメッセージを転送します。

秘密鍵は、受信側の公開鍵を使用して暗号化されます。暗号化された秘密鍵
は、受信側の秘密鍵でのみ暗号化解除できます。受信側の秘密鍵を使用でき
るのは受信側だけなので、メッセージはセキュアになります。

保全性とプライバシー
送信側は、『保全性』で説明したように各メッセージにディジタル署名を追
加し、次に、『プライバシー』で説明したようにメッセージを完全に暗号化
します。

InterChange Server とアダプターは、自身の鍵ストアを保持します。鍵ストアは、パ
スワード保護されたファイルであり、公開鍵と秘密鍵をセキュアに保管するために
使用します。InterChange Server は、自身の公開鍵と秘密鍵のペア、およびインスト
ールされているすべてのアダプターの公開鍵が格納された鍵ストアを保持します。
個々のアダプターは、自身の公開鍵と秘密鍵のペア、InterChange Server の公開鍵、
自身が通信するすべてのプロセスの公開鍵が格納された鍵ストアを保持します。

個々のアダプターおよび InterChange Server について、セキュリティーのレベル
と、保護するメッセージのタイプを組み合わせることができます。例えば、
InterChange Server からの管理メッセージについて保全性を構成し、SAP アダプタ
ーからのビジネス・オブジェクト・メッセージについてプライバシーを構成し、E

メール・アダプターからのメッセージにはセキュリティーを設定しないことができ
ます。

メッセージ・タイプ
アダプターまたは InterChnage Server からの保護されるメッセージのタイプは次の
4 つです。
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すべてのメッセージ (すべて)
アダプターまたは InterChange Server からのすべてのメッセージが保護され
ます。

管理メッセージ (管理)
アダプターまたは InterChange Server からのすべての管理メッセージが保護
されます。

すべてのビジネス・オブジェクト (BO)
アダプターまたは InterChange Server からのすべてのビジネス・オブジェク
ト・メッセージが保護されます。

個々のビジネス・オブジェクト (BO 仕様名)
保護するビジネス・オブジェクト仕様の名前を指定することにより、アダプ
ターまたは InterChange Server からの特定のビジネス・オブジェクト・メッ
セージが保護されます。

エンドツーエンド・プライバシーを使用してメッセージを保護する場合、管理者
は、保護するメッセージのタイプおよび必要なセキュリティー・レベルを決定した
上で、InterChange Server および個々のアダプターの両方を構成する必要がありま
す。InterChange Server に対してエンドツーエンド・プライバシーを構成した場合、
これは InterChange Server から送信されるメッセージにのみ適用されます。個別の
アダプターに対してエンドツーエンド・プライバシーを構成した場合、これはその
アダプターから送信されるメッセージにのみ適用されます。エンドツーエンド・プ
ライバシーをオンにする前に、既存のすべてのイベントをシステムから除去する必
要があります。既存のイベントは、エンドツーエンド・プライバシーを構成してい
る間は適切に処理されません。エンドツーエンド・プライバシーの構成方法の詳細
については、「システム管理ガイド」を参照してください。

役割ベースのアクセス制御
無許可ユーザーがシステムにアクセスするのを防止するには、ユーザー ID とパス
ワードが、基本的なセキュリティー要件に対応します。ユーザー ID はシステムに
アクセスする必要のあるユーザー (個人またはプロセス) に対して発行されます。ユ
ーザーを認証することは、そのユーザーがシステムのすべての部分に対してアクセ
スできなければならないことを意味するわけではありません。システムには、選択
されたユーザーのみがアクセスできる重要な、つまり機密性の高い部分と、すべて
のユーザーがアクセス可能な部分がある可能性があります。アクセス制御は、認証
済みユーザーが誰であるか、およびそのユーザーに付与されている許可が何である
かに基づいて、システムの部分に対するアクセスを制限することを意味します。個
々のユーザーに対してさまざまなコンポーネントへのアクセスを許可することが可
能ですが、このような方法で許可を管理するのは、管理者にとって時間がかかる作
業です。役割ベースのアクセス制御は、InterChange Server へのアクセスを求めるユ
ーザーを認証した上で、ユーザーに割り当てられた役割に基づいて、個々のコンポ
ーネントへのユーザーのアクセスを制限します。

役割
役割は、いくつかの機能的関連を持つ 1 人以上のユーザーの集合です。役割に基づ
いて許可を割り当てることにより、管理の負担が大幅に削減されます。管理者は、
保護される必要のあるそれぞれの操作ごとに、その操作の実行を許可された役割を
定義します。許可された役割のメンバーであるユーザーだけが、その操作の実行を
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許可されます。役割に許可を割り当てると、その役割許可が役割のセキュリティ
ー・ポリシーとして参照されます。ユーザーには、複数の役割を割り当てることが
できます。

操作すなわちアクションに役割が割り当てられていない場合、そのアクションは保
護されておらず、すべての認証済みユーザーがそのアクションを実行できます。保
護されたアクションへのアクセスを許可された役割がユーザーに割り当てられてい
る場合にのみ、ユーザーはそのアクションの実行を許可されます。

InterChange Server には、定義済みの管理者役割がデフォルトの役割として組み込ま
れています。管理者役割のメンバーは、サーバー上でのすべての操作 (ユーザーの
作成、役割の作成、役割への許可の付与など) を実行する許可を持っています。管
理者は、組織の構造をより適切に反映する追加の役割を作成することができます。
例えば、ある組織では、異なるグループによって開発されたコンポーネントへのア
クセスを制限するために、Finance Developers や Redevelopers などといった複数の
開発者役割がある可能性があります。ユーザーは、複数の役割に所属することがで
きます。デフォルトの役割は削除できません。

管理者は、システムを照会して、システムに現在ログインしているユーザーを調べ
ることができます。1 人のユーザーは、同時に最大で 20 個のセッションにログイ
ンできます。管理者は、現在ログインしている任意のユーザーの特定のセッション
をログアウトすることができます。また、管理者は、あるユーザーが開いているす
べてのセッションをログアウトすることもできるので、ユーザーがログアウトする
のを忘れた場合、管理者がユーザーの代わりにログアウトすることができます。ユ
ーザーがすでに 20 個のセッションを開いている場合、ログインしようとすると例
外がスローされます。管理者は、ユーザーのパスワードを再設定することもできま
す。

ゲスト・ユーザーがデフォルトのユーザーとして事前定義されており、ゲストのパ
スワードが割り当てられています。デフォルトのユーザーは削除できません。ゲス
トがログインできるセッションの数に制限はありません。

InterChange Server 管理者は、コンポーネントに割り当てられた許可であるセキュリ
ティー・ポリシーを security.xml としてインポートまたはエクスポートすることが
できます。適切な役割を持つユーザーは、System Manager およびコマンド行ツール
repos_copy を使用して、役割定義および役割メンバーシップに関する情報をファイ
ルにエクスポートしたり、ファイルからインポートすることができます。このファ
イルの名前は、RoleMembership.xml です。ユーザーおよびパスワードは、バイナリ
ー・ファイルにエクスポートしたり、バイナリー・ファイルからインポートするこ
とが可能であり、このバイナリー・ファイルは別のサーバーにインポートすること
ができます。パスワードをエクスポートすることには、セキュリティー上のリスク
があります。このファイルは、オペレーティング・システムのセキュリティーによ
って保護されているディレクトリーにエクスポートする必要があり、インポート後
に削除する必要があります。

デフォルトのセキュリティー・ポリシーでは、管理者役割を持つユーザーのみが、
InterChange Server のサーバーの開始と停止、セキュリティーの管理、構成ファイル
のエクスポート、および構成ファイルの配置を行うことができます。新規コンポー
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ネントに対するデフォルトの許可では、認証済みユーザーは、すべてのアクション
を実行できることになっています。デフォルトでは、コンポーネントは保護されて
いません。

役割ベースのアクセス制御は、InterChange Server のインストール時に自動的には構
成されません。役割ベースのアクセス制御を構成する方法については、「システム
管理ガイド」を参照してください。役割ベースのアクセス制御をオンに設定する前
に、少なくとも 1 人のユーザーを管理者役割に追加する必要があります。
InterChange Server でリポジトリー実装を使用する場合は、ユーザーを作成して管理
者役割に追加する必要があります。役割ベースのアクセス制御がオンに設定されて
いる場合、管理者役割に属するユーザーが 1 人もいない状態でサーバーが開始され
ると、サーバーはエラー・メッセージをログに記録して、役割ベースのアクセス制
御をオフにした状態で開始されます。サーバーを開始するためにユーザー ID およ
びパスワードは必要なく、すべてのユーザーがすべての操作に対してアクセス権を
持ちます。役割ベースのアクセス制御がオンに設定されている場合は、サーバーを
開始するためにはユーザー ID とパスワードが必要であり、すべての許可またはア
クセス・チェックが機能します。

監査
監査により、管理者は、ログイン、ログアウト、ユーザー/役割/許可の管理などのセ
キュアな操作を実行したユーザーを追跡できるようになります。収集される監査デ
ータには、日時、ユーザー ID、実行した操作、および操作の状況 (成功、アクセス
否認、例外発生など) があります。監査ログは、通常の Interchangesystem.log ファ
イルには書き込まれません。これは、セキュアでない your_ics_dir_name/log/audit

directory ディレクトリーにある別のファイルに書き込まれます。監査ログ・ファイ
ルには、無許可ユーザーがこのファイルを表示できないように、オペレーティン
グ・システムによって保護される必要のある情報が含まれています。ログ・ファイ
ルのサイズおよび新規ログ・ファイルを作成する頻度は、構成可能です。ファイル
の名前は、ログ・ファイルがファイル・サイズ設定値を越えて新規ログ・ファイル
を作成する必要の生じた頻度に応じて決まります。頻度のオプションには、毎日、
毎週、および毎月があります。デフォルト値は毎週です。監査ログ・ファイル名の
形式は、以下のようになります。

Daily file: icsaudit_yyyymmmdd_nnn.log
Weekly file: icsaudit_yyyymmmwx_nnn.log

Where x = 1,2,3.... Week numbers
Monthly file : icsaudit_yyyymmm_nnn.log

ここで、yyyy は年、mmm は月、dd は日、wx は週番号を表します。nnn は
001......999 であり、ログ・ファイルがファイル・サイズ設定値を超えたために 1 つ
の期間内に複数のファイルを作成する必要がある場合に使用されます。監査できる
操作には、以下が含まれます。

v ログインおよびログアウト

v サーバーの開始および停止、セキュリティー、役割およびユーザーの管理、モニ
ター、失敗したイベントの表示、MMS - 配置/エクスポート/削除/コンパイル/構
成ファイルのエクスポート/構成ファイルの配置

v コラボレーション・オブジェクトの開始/停止/一時停止/シャットダウン/実行
(AccessFramework 呼び出し)、トランザクション状況の解決、失敗したイベントの
サブミット、失敗したイベントの削除、LLBP フローの取り消し
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v コネクターの開始/停止/一時停止、エージェントのシャットダウン、失敗したイベ
ントのサブミット、失敗したイベントの削除

v マップの開始および停止

v 関係の開始および停止

v ベンチマークの開始および停止

ユーザー・レジストリー
ユーザー・レジストリーは、ユーザー名およびパスワードを保管するシステムで
す。デフォルトでは、ユーザーおよびパスワードは、ローカルの WBI リポジトリ
ーに保管されます。userRegistry 構成パラメーターを使用して、InterChange Server

が Lightweight Directory Access Protocol (LDAP) ディレクトリーをユーザー・レジ
ストリーとして使用するように構成できます。LDAP は、エンタープライズ・ディ
レクトリー・サービスにアクセスするためのプロトコルです。エンタープライズ・
ディレクトリーは、複数のアプリケーション間で共用できる情報を保管するために
使用されます。例えば、すべてのエンタープライズ・アプリケーションで必要なユ
ーザー情報には、ユーザー名、パスワード、および E メール・アドレスなどがあり
ます。この情報を個々のアプリケーションの専有データベースに保管し、データを
複写する場合、同期を保つのが困難です。新しい従業員が会社に加わったときは、
それぞれのアプリケーションでその従業員用のユーザー ID およびパスワードを作
成する必要があります。しかし、ディレクトリー・サービスを使用すると、ユーザ
ー ID とパスワードはこのディレクトリーで一度作成するだけで済み、エンタープ
ライズ・アプリケーションはこの情報を再利用できます。

プロバイダーがユーザー・リポジトリーとして LDAP ディレクトリーを使用するよ
うにするにはプロバイダーを LDAP に設定し、ユーザー・レジストリーとしてロー
カルの WBI リポジトリーを使用するようにするには REPOS に設定します。WBI

リポジトリーを使用してユーザーおよびパスワードを保管する場合は、それ専用の
個別のデータベースを使用することを強くお勧めします。ユーザー・レジストリー
をホスティングするデータベースの URL を指定することができます。これは、構
成ファイル interchangesystem.cfg 内の USER_REGISTRY という名前の階層プロパ
ティーです。構造は既存の REPOSITORY プロパティーと同じであり、データベー
スの URL、ユーザー名、およびパスワードを指定できます。このプロパティーは、
サーバーの構成ツールを使用して編集できます。LDAP を使用する場合も WBI デ
ータベースを使用する場合も、1 つのエンタープライズごとに 1 つのユーザー・レ
ジストリーを設定し、InterChange Server の複数のインスタンスがユーザーやパスワ
ードをインポートおよびエクスポートする必要なしに同じユーザー・レジストリー
を共用できるようにすることをお勧めします。InterChange Server は、RFC 2798 に
記述されている InetOrgPerson スキーマを使用して、LDAP ディレクトリーのユー
ザー名およびパスワードを使用できます。InetOrgPerson は、各スキーマを固有に識
別するために IETF によって割り当てられたオブジェクト ID (OID)

2.16.840.1.113730.3.2.2 を持っています。InterChange Server は、ディレクトリー内
のディレクトリー・ツリー構造について何の推測も行いません。ユーザーは、ユー
ザーおよび役割の両方の構成の一部として基本識別名 (baseDN) を指定できます。
この baseDN は、すべての検索および更新のルートとして使用されます。

42 テクニカル入門



コンポーネントおよびアクションの保護
保護可能なコンポーネントおよびアクションのリストを以下に示します。

表 2. 保護可能なコンポーネント

保護可能なコンポーネント 保護可能なアクション

InterChange Server v 開始

v シャットダウン

v セキュリティー - 役割およびユーザーの
管理

v モニター

v 失敗したイベントの表示

v MMS - 配置

v MMS - エクスポート

v MMS - 削除

v MMS - コンパイル

v MMS - 構成ファイルのエクスポート

v MMS - 構成ファイルの配置

コラボレーション・オブジェクト v 開始

v 停止

v 一時停止

v シャットダウン

v 実行 (Access Framework 呼び出し)

v トランザクション状況の解決

v 失敗したイベントのサブミット

v 失敗したイベントの削除

v LLBP フローの取り消し

コネクター v 開始

v 停止

v 一時停止

v エージェントのシャットダウン

v 失敗したフローのサブミット

v 失敗したフローの削除

マップ v 開始

v 停止

関係 v 開始

v 停止

ベンチマーク v 開始

v 停止
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要約
この章では、IBM WebSphere InterChange Server システムの主要なコンポーネント
について説明しました。覚えておくべき重要な点は次のとおりです。

v コラボレーションはコネクターおよびサーバー・アクセス・インターフェースと
対話して、分散ビジネス・プロセスを作成します。コラボレーションには、ビジ
ネス・プロセス・ロジックが含まれます。コネクターは IBM WebSphere

InterChange Server システムとアプリケーション環境をブリッジして、アプリケー
ション全体にビジネス・プロセス・ロジックを実装できるようにします。サーバ
ー・アクセス・インターフェースと XML コネクターを使用すると、ビジネス・
プロセス・ロジックをインターネット上に拡張できます。

v コラボレーションを含むすべての対話は、ビジネス・オブジェクトの交換によっ
て実行します。サーバー・アクセス・インターフェースが呼び出しを受信する
か、コネクターがアプリケーション・イベントについての情報を受信すると、ビ
ジネス・オブジェクトが作成され、コラボレーションに送信されます。

v ビジネス・オブジェクトには、汎用とアプリケーション固有があります。コラボ
レーションは汎用ビジネス・オブジェクトを処理し、コネクターはアプリケーシ
ョン固有のビジネス・オブジェクトを処理します。

v InterChange Server は、コラボレーション実行の中枢です。InterChange Server に
は、リポジトリー、コネクター・コントローラー、イベント管理サービス、デー
タベース接続サービス、およびトランザクション・サービスが含まれます。

v System Manager は、各 InterChange Server に保管されているオブジェクトの表
示、構成、および実行の制御を行います。

v コンポーネントは分散しています。コラボレーション/コネクター・プロトコル、
メッセージング、および ORB によって、コンポーネント間が結ばれます。

v InterChange Server のメッセージは、エンドツーエンド・プライバシーを使用して
保護することができます。InterChange Server は、役割ベースのアクセス制御を使
用して保護することができます。

次の章では、コラボレーションについて詳しく説明します。
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第 2 章 InterChange Server で使用するツール

InterChange Server で使用できるのは、以下の Toolset です。

v 『WebSphere Business Integration Toolset』

v 47ページの『開発ツール』

v 48ページの『管理ツール』

WebSphere Business Integration Toolset
WebSphere Business Integration Toolset は、InterChange Server とともに使用できる
管理および開発ツールを提供します。WebSphere Business Integration Toolset は、
Windows 2000 および Windows XP でのみサポートされます。管理ツールには、以
下が含まれます。

v System Manager

v System Monitor

v Flow Manager

v Log Viewer

v Relationship Manager

管理ツールと管理タスクの詳細については、「システム管理ガイド」を参照してく
ださい。

開発ツールには、以下が含まれます。

v Map Designer

v Relationship Manager

v Process Designer

v Business Object Designer

v Connector Configurator

これらの開発ツールの詳細は、「WebSphere InterChange Server システム・インプリ
メンテーション・ガイド」および各種コンポーネントの開発ガイドを参照してくだ
さい。

WebSphere Business Integration Toolset ツールは Windows ショートカットを介して
アクセス可能であり、このためには、「スタート」 >「プログラム」>「WebSphere
Business Integration Toolset」を選択してから、管理ツールの場合は「管理」を、開
発ツールの場合は「開発」を選択します。

IBM WebSphere Business Integration Toolset は、IBM Tivoli License Manager

(ITLM) とともに使用できるように対応しています。これは、インベントリー機能の
サポートを提供します。ITLM を使用すると、ソフトウェアの利用料に関してさら
なる制御および柔軟性が提供され、顧客はマシンの全容量ではなく、ソフトウェア
の使用率に基づいてソフトウェアの対価を支払うことができます。ILTM は製品の
使用量を測定し、これを IBM に報告します。以下の機能が含まれます。
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v インベントリー・データの収集、並びに各サイトで使用およびインストールされ
ている製品に関する情報の抽出。

v さまざまな顧客または独立した組織によって購入された製品のソフトウェア調達
および契約情報、並びにライセンス条件に関する情報の保管と保守。

v 調達されているライセンス、インストールされているライセンス、および使用さ
れているライセンスの比較と、これらの 3 つの異なる視点から派生した情報の調
整。

v 課金およびインベントリー結果を編集して、各製品に必要な同梱のライセンスを
識別して必要な数のライセンスを調達すること。

v ソフトウェア製品が顧客とベンダーとの間の契約に従って使用されていることの
監視。

System Manager
System Manager インターフェースは Eclipse プラットフォームに基づいています。
Eclipse プラットフォームは、ツール作成用のオープン・ソースの統合開発環境で
す。Eclipse プラットフォームは、ユーザーが特定のタイプのリソースで作業できる
プラグインをツール開発者が作成するための開発キットとランタイムを提供しま
す。

注: System Manager は、Eclipse プラットフォームの IBM ブランド・バージョンで
使用できるプラグインとしてインストールされます。

System Manager には Eclipse ベースのパースペクティブ としてアクセスします。
System Manager パースペクティブは、システムの使用やツールへのアクセス全般に
役立つビューやエディターを提供し、さらに、開発する統合プロジェクトを展開す
るためのインターフェースも提供します。このパースペクティブには、以下のタス
クのサポートが含まれます。

v IBM WebSphere InterChange Server 開発ツールにアクセスする

v IBM WebSphere InterChange Server システムで使用される個々のモジュラー・コ
ンポーネントに対する構成タスクを実行する

v InterChange Server のインスタンスを処理する

v 統合コンポーネントのグループをユーザー・プロジェクトとして処理し、コンポ
ーネントをリポジトリーに展開する

v Business Integration システムとそのコンポーネントのパフォーマンス特性のベン
チマーク試験を実行する

System Manager のタスクにアクセスするには、メニューおよび対応するツールバー
を使用します。WebSphere Business Integration System Manager ビューを使用するこ
ともできます。System Manager の左端のパネルに表示される WebSphere Business

Integration System Manager ビューには、モジュラー統合コンポーネントのライブラ
リーのフォルダー形式のリスト (ビジネス・オブジェクト定義、データベース接続
プール、およびコラボレーション・テンプレートとオブジェクトなど) が表示され
ます。開発および構成タスクを実行するには、ライブラリー内のコンポーネントの
アイコンを右クリックします。
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System Manager からコラボレーション・テンプレート、ビジネス・オブジェクト定
義、マップ、および関係を作成するための GUI ツールにアクセスできます。一部の
開発ツールは System Manager を介さずにアクセスおよび実行できます。

使用可能な開発ツールの一部のリストについては、47 ページの『開発ツール』を参
照してください。

コンポーネント構成
System Manager を使用してモジュラー IBM WebSphere InterChange Server コンポ
ーネント (統合コンポーネントと呼ばれます) を操作できます。このコンポーネント
は IBM WebSphere InterChange Server 環境でビジネス・データを交換するために使
用されます。これらのコンポーネントには、コラボレーション、コネクター、ビジ
ネス・オブジェクト、マップ、関係、およびデータベース接続プールがあります。
System Manager から、コンポーネントに関連した以下の構成タスクを実行できま
す。

v コラボレーション・テンプレートからコラボレーション・オブジェクトを構成す
る。ポート・バインディングおよび InterChange Server での実行時に使用される
一般プロパティーなど。

v 標準コネクター・プロパティーおよび特殊コネクター・プロパティーのリポジト
リー定義を表示および改訂し、コネクターが使用するビジネス・オブジェクトと
マップを指定するためのツールにアクセスする。

System Manager および InterChange Server モード
統合コンポーネントの開発時には、System Manager のサーバー・モード選択機能を
使用して、作成したコンポーネント定義および構成をリポジトリーにロードする形
式と範囲を制御できます。サーバー・モード選択機能は、開発の設計、テスト、お
よび実動の各段階で使用できます。サーバー・モードの使用に関する詳細は、
「WebSphere InterChange Server インプリメンテーション・ガイド」を参照してくだ
さい。

開発ツール
コラボレーション、コネクター、ビジネス・オブジェクト、マップ、および関係を
作成および変更することができます。開発ツールは、システムが実働状態になる前
に開発環境でシステム・コンポーネントの作成と構成に使用されます。これらのツ
ールの詳細は、「WebSphere InterChange Server インプリメンテーション・ガイド」
および各種コンポーネントの開発ガイドを参照してください。表 3 には、開発環境
で使用可能なソフトウェア・ツールの一部を説明とともにリストしています。

表 3. 開発ツール

対象読者 ツール 説明

コラボレーション開発
者

Process Designer コラボレーション・テンプレートの定義に使用するグラフィッ
ク・ツール。 Process Designer の詳細、およびコラボレーショ
ンの開発方法については、「コラボレーション開発ガイド」を参
照してください。
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表 3. 開発ツール (続き)

対象読者 ツール 説明

コラボレーションおよ
びマップ開発者

Test Environment および
Virtual Test Connector

開発したビジネス・インテグレーション・インターフェースをテ
ストする環境を提供します。コネクターのエミュレーション、必
要なコンポーネントの開始、ビジネス・オブジェクト・データの
検査を実行するためのグラフィカル・インターフェースを提供し
ます。Test Environment の詳細、およびコラボレーション、マッ
プ、コネクターのテスト方法については、「WebSphere

InterChange Server インプリメンテーション・ガイド」を参照し
てください。

コネクター開発者 Connector Configurator アプリケーション固有のプロパティーをコネクター定義に追加
し、プロパティー値を設定し、ビジネス・オブジェクトとマップ
にコネクター定義を構成するために使用します。 Connector

Configurator の詳細、およびコネクターの開発方法については、
「コネクター開発ガイド (Java 用)」または「コネクター開発ガ
イド (C++ 用)」を参照してください。

マップ開発者 Map Designer データ形式変更を指定するグラフィック・ツール。Map Designer

の詳細、およびマップの開発方法については、「マップ開発ガイ
ド」を参照してください。

マップ開発者 Relationship Designer 複数タイプのオブジェクト間の関係を定義するグラフィック・ツ
ール。これらの関係はマッピングにおいて重要です。例えば、あ
るビジネス・オブジェクトと異なるタイプのビジネス・オブジェ
クト間の関係を指定することが必要です。Relationship Designer

の詳細、および関係の開発方法については、「マップ開発ガイ
ド」を参照してください。

ビジネス・オブジェク
ト開発者

Business Object Designer ビジネス・オブジェクト定義の作成 (手動または Object

Discovery Agents (ODA) を使用した作成) に使用するフォーム・
ベースのインターフェース。Business Object Designer の詳細、
およびビジネス・オブジェクト定義の設計方法については、「ビ
ジネス・オブジェクト開発ガイド」を参照してください。

ビジネス・オブジェク
ト開発者

Object Discovery Agent

Development Kit (ODK)

Object Discovery Agent (ODA) の作成を容易にする API。ODA

はデータ・ソースに固有のビジネス・オブジェクト要件を識別
し、これらの要件に基づいて定義を生成します。Business Object

Designer の詳細、および Object Discovery Agent (ODA) の開発
方法については、「ビジネス・オブジェクト開発ガイド」を参照
してください。

すべての開発者 ベンチマーク・ウィザー
ド

ベンチマーク・ツールを使用すると、さまざまな IBM

WebSphere コンポーネント、インターフェース、およびシステ
ムをテストしてスループットを測定できます。ベンチマーク・ツ
ールは System Manager を使用してアクセスできます。ベンチマ
ーク・ウィザードの詳細については、「Benchmarking Guide」を
参照してください。

管理ツール
System Manager から一部の管理ツールにアクセスできます。System Monitor にアク
セスして統合コンポーネントの状態を管理することもできます。管理ツールと管理
タスクの詳細については、「システム管理ガイド」を参照してください。
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第 3 章 コラボレーション

InterChange Server 環境では、コラボレーションという用語は、コードと複数のアプ
リケーション間の対話を促進するビジネス・プロセス・ロジックを含むソフトウェ
ア・モジュールを指します。単純なコラボレーションはいくつかのステップのみか
ら構成され、複雑なコラボレーションはいくつかのステップと他のコラボレーショ
ンから構成されます。

コラボレーションは、複数のアプリケーションにわたって分散させることができ、
同期および非同期のサービス呼び出しの処理を行います。また、コラボレーション
は、長期存続ビジネス・プロセスをサポート可能です。この章では、コラボレーシ
ョンの概要、構成、およびコラボレーションとの対話方法について説明します。

この章では、コラボレーション、およびコラボレーションの表示、変更、作成に使
用するコンポーネントの概要について説明します。この章は次のセクションから構
成されます。

v 『コラボレーションのテンプレートとオブジェクト』

v 50ページの『コラボレーション処理』

v 52ページの『コラボレーションと並行処理』

v 52ページの『コラボレーション・グループ』

v 52ページの『ポート』

v 55ページの『シナリオ』

v 56ページの『ビジネス・プロセス・ロジック』

v 58ページの『コネクターとアプリケーションとの対話』

v 60ページの『コラボレーションの開始』

v 60ページの『要約』

IBM WebSphere InterChange Server コラボレーション・ツールを使用したコラボレ
ーション・テンプレートの作成方法の詳細については、「コラボレーション開発ガ
イド」を参照してください。

コラボレーションのテンプレートとオブジェクト
コラボレーションをインストールするときは、コラボレーション・テンプレートを
インストールします。コラボレーション・テンプレートにはコラボレーションのす
べての実行ロジックが含まれますが、テンプレートを実行することはできません。
コラボレーションを実行するためには、まずテンプレートからコラボレーション・
オブジェクトを作成する必要があります。コラボレーション・オブジェクトは、コ
ネクターまたは他のコラボレーション・オブジェクトにバインドし、その他の構成
プロパティーを指定することによって構成すると、実行可能になります。

注: InterChange Server で使用可能な Toolset には、Process Designer と呼ばれるコ
ラボレーション設計ツールがあります。このツールを使用すると、コラボレー
ション・テンプレートをカスタマイズおよび作成できます。
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1 つのコラボレーション・テンプレートを使用して、複数のコラボレーション・オ
ブジェクトを作成することができます。例えば、Contact Manager コラボレーション
を使用して、フロント・オフィスとバック・オフィスのアプリケーションを統合す
るとします。企業内でフロント・オフィス・アプリケーションに Clarify を使用し
ている部門と Siebel を使用している部門があり、両部門ともバック・オフィス・ア
プリケーションに SAP を使用している場合、ContactManager コラボレーション・
テンプレートから 2 つのコラボレーション・オブジェクトを作成できます。

これで、2 つのコラボレーション・オブジェクトがそれぞれのソース・アプリケー
ションのコネクターにバインドされていながら、宛先アプリケーションの同一コネ
クターにバインドされるように構成できます。

注: 本書では、動作、設計、および機能を説明するときに「コラボレーション」と
いう用語を使用します。「コラボレーション・テンプレート」および「コラボ
レーション・オブジェクト」という用語は、通常、構成プロセスまたはリポジ
トリーに関連して区別が必要な場合にのみ使用します。

コラボレーション処理
コラボレーションは、ビジネス・オブジェクトを受け取ることによって起動される
と、処理フローを開始します。トリガーとなるのは以下のいずれかです。

v パブリッシュ・アンド・サブスクライブ対話において、コネクターによってパブ
リッシュされたイベントから受け取るビジネス・オブジェクト (第 1 章で説明)

Siebel SAP
ContactManager

Clarify SAP
ContactManager

ContactManager

図 17. テンプレートからのコラボレーション・オブジェクトの作成

SAP

Siebel SAP
ContactManager

Siebel Clarify

Clarify SAP
ContactManager

図 18. コラボレーション・オブジェクトの構成
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v サーバー・アクセス・インターフェースを介して受け取るアクセス要求 (第 1 章
で説明)

v コネクターから受け取るサービス呼び出し (この章で説明)

サービス呼び出し処理および長期存続ビジネス・プロセス
コラボレーションは、サービス呼び出しデータ・フローの内容を指定された期間保
持できるため、サービス呼び出しプロセスを同期的に待機させることなくコネクタ
ーと対話できます。指定された期間にサービス呼び出しに対する適切な応答を受け
取ると、データ・フローを再開し、処理を続行します。この機能はコラボレーショ
ンの長期存続ビジネス・プロセスと呼ばれ、コラボレーション・テンプレートの作
成時に使用可能にすることができます。

InterChange Server 実装におけるコラボレーションは、以下のタイプのサービス呼び
出しをサポートできます。

v コラボレーションからの同期アウトバウンド

v コラボレーションからの非同期アウトバウンド

v コラボレーションへの非同期インバウンド

同期アウトバウンド・サービス呼び出し
同期アウトバウンド・サービス呼び出しでは、同期要求/応答機構が使用されます。
このサービス呼び出しは、要求を送信した後に、応答が届いて処理されるまでプロ
セスを完了できません。

同期サービス呼び出しでは、差し戻しがサポートされます。また、長期存続ビジネ
ス・プロセスのタイムアウト値もサポートされます。

非同期アウトバウンド・サービス呼び出し
非同期アウトバウンド・サービス呼び出しでは、コラボレーションは要求を送信し
ますが、応答を受け取るまで待機せずに処理を継続できます。

非同期アウトバウンド・サービス呼び出しでは、差し戻しはサポートされますが、
長期存続ビジネス・プロセスのタイムアウト値はサポートされません。

非同期インバウンド・サービス呼び出し
非同期インバウンド・サービス呼び出しでは、コラボレーションは受信イベントを
受け取るまで待機し、このサービス呼び出しを長期存続ビジネス・プロセスととも
に使用します。非同期インバウンド・サービス呼び出しを作成すると、タイムアウ
ト値を取得します。このサービス呼び出しがタイムアウトの期限が切れる前に受信
イベントを受け取らなかった場合は、例外が発生します。

非同期インバウンド・サービス呼び出しは、コラボレーション・テンプレートの
「長期存続ビジネス・プロセスのサポート」オプションを使用可能にしている場合
にのみ使用できます。この機能は、コネクターとのデータ交換のみに使用されま
す。

非同期インバウンド・サービス呼び出しでは、差し戻しはサポートされません。

第 3 章 コラボレーション 51



コラボレーションと並行処理
コラボレーションは、ビジネス・オブジェクトを受け取ることによって起動される
と、処理フローを開始します。デフォルトでは、コラボレーションは 1 つのフロー
の処理が完了してから、次のトリガー・ビジネス・オブジェクトのフローを処理し
ます。

ただし、イベントにより起動された複数のフローを並行して処理するようにコラボ
レーションを構成することができます。このようにコラボレーションを構成する
と、コラボレーションはビジネス・オブジェクト依存関係を持つフローを識別し順
番に処理しますが、競合しないフローについては並行処理を許可します。

コラボレーション・グループ
コラボレーション・オブジェクトは、別のコラボレーション・オブジェクトにバイ
ンドさせてコラボレーション・グループを形成することができます。コラボレーシ
ョン・グループは、離散した複数のコラボレーションの能力を利用して、関連する
ビジネス・プロセスを統合します。

コラボレーション・グループ内のコラボレーション間の関係は、1 つのコラボレー
ションが他のコラボレーションにビジネス・オブジェクトを提供しているという事
実によってのみ制限されます。コラボレーション・グループは、チェーンや Web

など任意の数のトポロジーで接続されます。

コラボレーション・グループは、データ分離機能の提供にも役立ちます。詳細は、
「コラボレーション開発ガイド」を参照してください。

ポート
コラボレーションは、ポートと呼ばれる外部へのインターフェースのセットを持っ
ています。コラボレーション・テンプレートでは、各ポートはコラボレーション・
オブジェクトが実行時に受信または作成するビジネス・オブジェクトを表す変数で
す。例えば、顧客サービス管理アプリケーションにおいてある事象 (case) の終結に
よって起動される、仮想の Service Billing コラボレーションを考えてみましょう。
このコラボレーションは、顧客レコード・アプリケーションから顧客の契約
(Contract) をビジネス・オブジェクトとして取り出し、契約にある情報を使用して会
計アプリケーションに送り状 (Invoice) ビジネス・オブジェクトを送信します。

このようなコラボレーションは、対話するコネクターに 1 つずつ、計 3 つのポー
トを使用します。図 19 に示すように、各ポートは特定のタイプのビジネス・オブ
ジェクトに関連付けられています。
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構成時に、管理者はテンプレートのポートを含むコラボレーション・オブジェクト
を作成します。管理者は、その特定のコラボレーション・オブジェクトのポートを
バインドして、各ポートをコネクターまたは別のコラボレーション・オブジェクト
に関連付けます。 Retrieve 動詞を受け入れるテンプレートを持つコラボレーション
では、ポートを外部 として構成できるので、トリガー・ビジネス・オブジェクトを
アクセス要求 (サーバー・アクセス・インターフェースの外部呼び出し) から受信で
きます。

ポートはバインドされたエンティティー間の通信を可能にするので、コラボレーシ
ョン・オブジェクトはビジネス・プロセスを起動するビジネス・オブジェクトを受
信でき、また要求および応答としてビジネス・オブジェクトを送受信できます。

図 20 に示す仮想コラボレーションでは、起動するポートが Case ビジネス・オブジ
ェクトを外部プロセスからの呼び出しとして受信するようバインドされ、他のポー
トは Contract ビジネス・オブジェクトおよび Invoice ビジネス・オブジェクトを使
用するコネクターにバインドされています。

例えば、コンピューターの場合はさまざまなハードウェア・インターフェースがあ
ります。コンピューターにスピーカーやモニターなどの周辺装置を接続するには、
コンピューターのインターフェースの形状に合うケーブルやワイヤーを接続しま

Invoice

Contact

Case

Service Billing

図 19. Service Billing コラボレーションのポート

Invoice

Contact

Case

1 2

Service Billing

図 20. コネクターにバインドされているポート
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す。コラボレーション・ポートの「形状」とは、ビジネス・オブジェクトが通過で
きるタイプを指します。コンピューター・ケーブルが形状の合うインターフェース
にしか接続できないように、管理者がポートをバインドできるのは、特定のタイプ
のビジネス・オブジェクトをサポートするコネクターに限られます。

同一タイプのビジネス・オブジェクトをサポートするポートを持つ 2 つのコラボレ
ーションは、バインドできます。図 21 は、Item ビジネス・オブジェクトをサポー
トするポートでバインドされた 2 つのコラボレーション・オブジェクトを示してい
ます。

ポート名は、ポートでサポートされる、コラボレーションのビジネス・オブジェク
トの役割を示すことがよくあります。例えば、コラボレーションが顧客情報を受信
して契約情報を生成する場合、そのポートは「InCustomer and OutContract」と呼ぶ
ことができます。

動的サービス呼び出し
コラボレーションは、明示的バインディングによりサービス呼び出しをインプリメ
ントします。これは、コラボレーション・テンプレートからコラボレーションを開
発する際に、既知の宛先 (コネクターや別のコラボレーションなど) に接続するよう
にコラボレーションのサービス呼び出しを構成する必要があることを意味します。
明示的バインディングは静的であり、これは、ポートの割り当てが変更された場
合、コラボレーション・オブジェクトを使用できるようにするには、コラボレーシ
ョン・オブジェクトを InterChange Server に再配置する必要があることを意味しま
す。また、コラボレーションは、すべてのポートがバインドされるまで配置できま
せん。

InterChange Server には、動的サービス呼び出しを使用可能にする API が組み込ま
れています。これにより、コラボレーションは、コラボレーション開発時に事前定
義されなかった、明示的にバインドされていない宛先に対するサービス呼び出しを
行うことができます。動的サービス呼び出し API はコンシューマーに関する必要な
詳細情報をすべて取得するため、コラボレーションは多数のコネクターと相互作用
することが可能であり、コネクターの数とタイプは動的に変更することができま
す。動的サービス呼び出しを受信するためのコラボレーションを作成するときは、
System Manager ツールでポートをバインドする際にインバウンド・ポートを外部ポ
ートとしてバインドし、コラボレーションが外部ポートを介してトリガー・ビジネ
ス・オブジェクトを受信できるようにする必要があります。API は、クライアント
の名前やタイプなど、クライアントに関する基本的な情報を渡すことができます。

Order

A

Order

B

図 21. 2 つのコラボレーション・オブジェクトのバインド
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また、API は、ソース・アダプター情報を使用して、サービス要求の送信先を判別
することもできます。動的サービス呼び出し API は同期です。

動的サービス呼び出し API を使用すると、ツールの必要なしに動的サービス・バイ
ンディングが可能になります。API および関連するパラメーター・セットをコラボ
レーション・テンプレート内で使用する場合、既存のコラボレーションに対する変
更と影響は最小限ですみます。API 自体は、例外を処理したり、障害時の振る舞い
を定義することはないので、これらの問題は、コラボレーション・テンプレートで
処理する必要があります。また、API は、トランザクション・サポートの補正など
のサービス品質を提供しません。API の詳細については、「コラボレーション開発
ガイド」を参照してください。

動的サービス呼び出しでは、以下のサポートは制限されるか、またはサポートされ
ません。

v あるコラボレーションから別のコラボレーションへの動的サービス呼び出しで
は、2 つのコラボレーション間に明示的ポート・バインディングがないため、コ
ラボレーション・グループは形成されません。

v 動的サービス呼び出しは補正をサポートしないため、動的サービス呼び出しのロ
ールバック・セマンティクスはありません。

v LLBP コラボレーションは、コネクターに対する動的サービス呼び出しを行うこ
とのみ可能であり、トランスポート・タイプとして JMS を使用する必要があり
ます。LLBP コラボレーションは外部ポートにバインドすることができないた
め、動的サービス呼び出しを受信できません。

シナリオ
コラボレーション内では、1 つ以上のシナリオに、ビジネス・プロセスを実装する
「コード」が含まれます。各シナリオは、特定のタイプのイベントを表す特定のタ
イプのビジネス・オブジェクトを受信したときに応答する内容を指定します。シナ
リオには、コラボレーションの処理作業がすべて含まれます。

コラボレーションとシナリオの関係は、従来のプログラムとルーチンの関係に似て
います。プログラマーは、いくつもの方法でプログラムのロジックをルーチンによ
って、分解することができます。例えばプログラムには、さまざまな入力引き数、
またはそれぞれが異なる入力引き数を処理する複数のルーチンを含めることができ
ます。

同様に、コラボレーション開発者は 1 つまたは複数のシナリオを使用して、コラボ
レーションの作業を実行できます。例えば、従業員を同期化させるコラボレーショ
ンは、次のどちらの方法でも設計できます。

v Employee.Create、Employee.Delete、および Employee.Update のイベント通知を 1

つのシナリオが処理する。

v Employee.Create、Employee.Delete、および Employee.Update をそれぞれ別のシナ
リオが処理する。

図 22 に、これら 2 つの方法を示します。
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シナリオはそれぞれ個別に実行されますが、個々のシナリオを個別に構成および管
理する必要はありません。コラボレーションを構成すると、コラボレーションのす
べてのシナリオがその設定を継承します。

ビジネス・プロセス・ロジック
シナリオには、コラボレーションのビジネス・プロセス・ロジックが含まれます。
非常に単純な例として、図 23 はある仮想シナリオのロジックを示しています。コラ
ボレーションは、変更を宛先アプリケーションに移動させることによって、ソー
ス・アプリケーション内の従業員情報の変更を複製します。このシナリオは、Create

動詞を明確に処理します。

1

Employee Create

Employee Delete

Employee Update ...

Employee.Create

Employee.Delete

Employee.Update

図 22. コラボレーションのシナリオ
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図 23 では、シナリオのトリガーは Employee.Create イベント通知ビジネス・オブジ
ェクトです。Employee.Create ビジネス・オブジェクトが受信されると、シナリオが
開始します。まず、シナリオは従業員情報が宛先アプリケーションにすでに存在す
るかどうかをチェックします。

従業員情報がすでに宛先アプリケーションに存在する場合、シナリオは停止しま
す。従業員情報がまだ存在しない場合、シナリオは Employee.Create 要求ビジネ
ス・オブジェクトを宛先アプリケーションのコネクターに渡します。検証ステップ
により、操作が正常に終了したことが確認されます。

実際のシナリオのビジネス・プロセス・ロジックは、通常はさらに多くのステップ
から構成され、それぞれのステップがコラボレーションによるアクションを実装し
ています。次に挙げるのは、コラボレーションに含まれるアクションのタイプの例
です。

v 受信するビジネス・オブジェクトのタイプ、属性値、または動詞を取得する。

v 値なしで、または既存のビジネス・オブジェクトを複製して、新規のビジネス・
オブジェクトを作成する。

v 属性値を定数または別の属性値と比較する。

?

:
Employee.Create

図 23. シナリオのハイレベル表示
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v 2 つのビジネス・オブジェクトを比較して、等しいかどうか調べる。

v ビジネス・オブジェクトをコネクターまたは別のコラボレーションに送信して、
操作を要求する (操作結果の処理)。

v コラボレーションの構成可能なプロパティーの値を 1 つ取得する。

v 情報メッセージ、警告メッセージ、またはエラー・メッセージを記録する。

コネクターとアプリケーションとの対話
コラボレーションはポートを介して、コネクター、アクセス・インターフェース、
および他のコラボレーションと対話します。コラボレーションはポートを介して、
トリガーの受信、要求の送信、および応答の取得を行います。これらはアプリケー
ション操作との間で変換されます。

図 24 には、図 23 で示したシナリオを簡単な例として使用し、コラボレーションが
パブリッシュ・アンド・サブスクライブ対話によって操作を進める方法を示しま
す。図 24 では、宛先アプリケーションに従業員情報が含まれない場合にとられる単
一の実行経路のみが示されています。図 24 のグレーの矢印パスは、コネクター B

がコラボレーション要求をアプリケーション API への要求に転送し、アプリケーシ
ョン応答をコネクター B 自身のコラボレーションへの応答に転送するときに、コネ
クター B が行う変換を示します。
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この図で、コネクターとはコネクター・エージェントおよびコネクター・コントロ
ーラー機能の両方を表します。

図 24 には、次のプロセスを示します。

1. アプリケーション A が新規の従業員レコードを作成すると、コネクター A が
それを検索します。

2. コネクター A は Employee.Create ビジネス・オブジェクトを作成し、このイベ
ント通知をコラボレーションに送信します。これがコラボレーションで受信され
ると、シナリオが開始されます。

3. シナリオは、宛先アプリケーションで同一の従業員情報を検索することによっ
て、従業員情報が新規のものかどうかを調べます。この検索のために、シナリオ
は Employee.Retrieve 要求をコネクター B に送信します。

4. コネクター B は、従業員情報の検索を試みますが、その従業員がアプリケーシ
ョン B に存在しないことがわかります。コネクターはコラボレーションに障害
状況を戻します。

5. シナリオは Employee.Create 要求の送信を開始します。コネクター B が
Employee.Create 要求を受信すると、アプリケーション B の API を使用して新
規の従業員を作成します。

?

:
Employee.Create A

A

Employee.Create

Employee.Retrieve

Employee.Create
B

A

図 24. 実行時の処理
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6. コネクター B が操作の成功を示す成功状況を戻します。

7. シナリオが成功状況を受信し、終了します。

コラボレーションの開始
設計時に、コラボレーション開発者は、コラボレーションで受信されると各シナリ
オが実行されるビジネス・オブジェクトを指定します。コラボレーションを構成し
て使用可能にすると、コラボレーションが始動します。コラボレーションは、シナ
リオを開始するすべてのビジネス・オブジェクトにサブスクライブし、待機しま
す。

コネクター・エージェントが、サブスクライブされたビジネス・オブジェクトの 1

つにコントローラーを送信すると、次のようになります。

1. コネクター・コントローラーがビジネス・オブジェクトをコラボレーションに渡
します。

2. コラボレーションがアプリケーション・シナリオを呼び出し、実行を開始しま
す。

コラボレーションを構成して使用可能にすると、明示的に使用不可にしない限り、
再度使用可能にする必要はありません。InterChange Server がシャットダウンして再
始動する場合、直前にアクティブだったすべてのコラボレーションも再始動されま
す。

要約
この章では、コラボレーションのいくつかの機能について説明しました。覚えてお
くべき重要な点は次のとおりです。

v コラボレーション・テンプレートからコラボレーション・オブジェクトを作成
し、それをコネクターおよび他のコラボレーション・オブジェクトにバインドし
て、実行できるようにします。

v コラボレーションは、ポートを介して間接的にビジネス・オブジェクトを表しま
す。コラボレーション・オブジェクトは、各ポートをビジネス・オブジェクト定
義およびコネクター、別のコラボレーション・オブジェクト、または外部呼び出
しにバインドすることにより構成します。

v シナリオによって、コラボレーションのビジネス・プロセス・ロジックが実装さ
れます。シナリオは、ビジネス・オブジェクトを受信すると実行される、イベン
ト・ハンドラーです。シナリオが実行されると、ビジネス・オブジェクトがコネ
クターに送信され、コネクターからビジネス・オブジェクトが受信されます。

v コラボレーションを実行可能にするには、コラボレーションを構成および始動し
ます。コラボレーションは、シナリオを起動できるタイプのビジネス・オブジェ
クトにサブスクライブします。サブスクライブされたビジネス・オブジェクトを
受信すると、コラボレーションは適切なシナリオを実行します。

次の章では、ビジネス・オブジェクトについて詳しく説明します。
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第 4 章 ビジネス・オブジェクト

ビジネス・オブジェクトは、データおよびアクション要求とともにコラボレーショ
ンとコネクターの間を移動して、ビジネス・プロセスの内容をアプリケーションか
ら別のアプリケーションに伝えます。この章では、ビジネス・オブジェクトの構造
およびコンポーネントについて説明します。この章は次のセクションから構成され
ます。

v 『ビジネス・オブジェクト定義とビジネス・オブジェクト』

v 62ページの『ビジネス・オブジェクト定義のコンポーネント』

v 64ページの『アプリケーション固有のビジネス・オブジェクトの詳細』

v 67ページの『変更オプション』

v 67ページの『要約』

ビジネス・オブジェクト定義とビジネス・オブジェクト
1ページの『第 1 章 IBM WebSphere InterChange Server の概要』では、ビジネ
ス・オブジェクト定義とビジネス・オブジェクトのインスタンスを区別せずに、ビ
ジネス・オブジェクトについて説明しました。ここでは、その相違点を説明しま
す。

v ビジネス・オブジェクト定義は、IBM WebSphere InterChange Server が取り扱う
各エンティティーの情報のタイプと配列、およびサポートする動詞を指定しま
す。ビジネス・オブジェクト定義は、InterChange Server リポジトリーに格納され
ます。

v ビジネス・オブジェクトとは、実際のデータを含んだ、定義のインスタンスのこ
とです。ビジネス・オブジェクトは実行時に作成され、リポジトリーには格納さ
れません。

図 25 に、ビジネス・オブジェクト定義とビジネス・オブジェクト間の関係を示しま
す。
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コネクター・エージェントおよびコラボレーション・シナリオは、両方ともビジネ
ス・オブジェクト定義を使用してビジネス・オブジェクトを作成します。

ビジネス・オブジェクト定義のコンポーネント
1ページの『第 1 章 IBM WebSphere InterChange Server の概要』 では、ビジネ
ス・オブジェクトのコンポーネントをタイプ、属性値、動詞のように簡単な用語で
説明しました。このセクションでは、ビジネス・オブジェクト定義の主要なコンポ
ーネントについて詳細に説明します。

全般的に、ビジネス・オブジェクト定義は名前で識別されます。名前は Customer、
VantiveCase、Invoice など、ビジネス・オブジェクト定義のタイプを表します。アプ
リケーション固有のビジネス・オブジェクトには、コネクター・エージェントが処
理するときに役立つアプリケーション固有情報も含まれます。また、すべてのビジ
ネス・オブジェクトには、次のセクションで説明する属性や動詞も含まれます。

属性
ビジネス・オブジェクト定義の属性は、Last Name、Employee ID、Case Number、
Amount、Date Initiated などのエンティティーに結びついた値を表します。実行時
に、属性に実際のデータが入ります。

Contact

Create
Retrieve
Update
Delete

Entity Name
Entity ID
Reference ID
Reference Name
Cust_Phone_Cntry
Cust_Phone_No
Cust_Fax_Cntry
Cust_Fax_No
Type
Status
IndustryString
Primary_Addr?
Address_Line1
Address_Line2
Address_Line3
City
State
Region
Postal_Code1
Postal_Code2
Country

: Create

Type Contact

Jane's Car Wash
50059
Null
Null
01
415-333-4444
01
415-666-7777
Regular
Active
Retail Sanitation
Yes
200 Airport Blvd
Null
Null
Burlingame
CA
WE
94010
3111

String
String
String
String
String
String
String
String
String
String
String
String
String
String
String
String
String
String
String
String
String USA

図 25. ビジネス・オブジェクト定義およびビジネス・オブジェクト
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例えば、Employee ビジネス・オブジェクト定義には、従業員の名前、住所、従業員
ID、その他の関連情報の属性が含まれます。ビジネス・オブジェクトの属性は、フ
ォームのフィールドまたはデータベース表の列に類似しています。

また属性は、契約の項目の配列や送り状の部品参照など、子ビジネス・オブジェク
トまたは子ビジネス・オブジェクトの配列を参照する場合もあります。

ObjectEventId 属性
ObjectEventId 属性は必須属性であり、すべてのビジネス・オブジェクト内で最後の
属性です。コネクターがイベントをパブリッシュするとき、ビジネス・オブジェク
ト定義の ObjectEventId 属性を使用し、作成中の特定のビジネス・オブジェクト・
インスタンスを識別する一意の値を保管します。

ObjectEventId 属性の値はシステムによって生成および処理されます。システムはこ
の値を使用して、システム全体における特定のイベントのフローを識別および追跡
します。開発者は、コネクター・エージェントまたはデータ・ハンドラーを使用し
て ObjectEventId 属性をマップしたり取り込んだりすることはできません。

単純属性タイプと複合属性タイプ
属性タイプが String、Boolean、Double、Float、Integer などの基本データ型の場合、
属性値はデータベースのフィールド値のような離散的なデータ項目です。このよう
な属性は、単純属性と呼ばれます。例えば、LastName、CustomerID、PartNumber、
AssignedTo、Price などです。

属性タイプが別のビジネス・オブジェクト定義名 (複合タイプ) である場合、属性値
は子ビジネス・オブジェクトまたは子ビジネス・オブジェクトの配列です。このよ
うな属性は、複合属性と呼ばれます。例えば、Customer、Contract、Oracle_Contact

などです。

属性プロパティー
いくつかのプロパティーは、属性が表す値を定義します。ここでは可能性のあるプ
ロパティーをすべては示していないが、図 26 にビジネス・オブジェクト定義内の属
性プロパティーの位置を示します。
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特定の属性に対するプロパティーのセットは、属性タイプが基本か複合かに依存し
ます。つまり属性のプロパティーは、属性が単一ユニットのデータと子ビジネス・
オブジェクトのどちらを参照するかによって異なります。

動詞
動詞は、ビジネス・オブジェクトのデータに対して行うアクションを示します。ビ
ジネス・オブジェクト定義には動詞のリストが含まれます。1 つのビジネス・オブ
ジェクトに含まれる動詞は 1 つのみです。ビジネス・オブジェクト定義に関連した
最も一般的な動詞は、Create、Retrieve、Update、Delete です。動詞の意味は、ビジ
ネス・オブジェクトの役割によって異なります。動詞は、アプリケーション・イベ
ントの記述、呼び出しの作成、要求の作成、直前の要求結果の確認などを実行でき
ます。

注: 物理的な削除要求をサポートしないアプリケーションもあります。このような
アプリケーションに対応するため、IBM WebSphere InterChange Server システ
ムは同等の論理削除を実行します (通常、非アクティブ状態にする更新を実行し
ます)。さらに、アプリケーションが物理的な削除をサポートしている場合で
も、要求をアプリケーションに送信するときに Delete 動詞を Update 動詞に変
換するように IBM WebSphere InterChange Server システムを構成できます。

アプリケーション固有のビジネス・オブジェクトの詳細
アプリケーション固有のビジネス・オブジェクトには、コネクター・エージェント
と特定のアプリケーション間でやり取りされるデータが含まれます。そのため、各
アプリケーション固有のビジネス・オブジェクト定義には、それぞれのアプリケー
ションのデータ・モデルおよびコネクター・エージェントのアクセス方式が反映さ
れます。

2 つのアプリケーション固有のビジネス・オブジェクトが類似のアプリケーショ
ン・エンティティーを参照する場合でも、属性の編成方法やアプリケーション固有
情報に相違が現れます。

?

?

図 26. 属性プロパティー
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属性の編成
アプリケーションは、同一の情報を異なる方法で編成することがよくあります。例
えば、アプリケーション A は連絡先用に電話番号と FAX 番号を 4 つのフィール
ドに格納していますが、アプリケーション B はこれらの番号を 2 つのフィールド
に格納しています。

アプリケーション A ビジネス・オブジェクトとアプリケーション B ビジネス・オ
ブジェクトのビジネス・オブジェクト定義は、この差異を反映して異なる属性を持
ちます。

アプリケーション固有情報
アプリケーション固有のビジネス・オブジェクトが異なるのは、各ビジネス・オブ
ジェクトにコネクター・エージェントのための処理命令 (アプリケーション固有情
報) を任意で組み込むことができるためでもあります。アプリケーション固有情報
は、コネクター・エージェントがビジネス・オブジェクトを処理するために必要な
あらゆる情報から構成されます。

ビジネス・オブジェクト定義には、ビジネス・オブジェクト全体、各属性、および
各動詞に適用されるアプリケーション固有情報を含めることができます。ビジネ
ス・オブジェクト定義内のアプリケーション固有情報が表示される各場所で、コネ
クターがアプリケーションとの対話に使用する情報が提供されます。

ビジネス・オブジェクトのアプリケーション固有情報
ビジネス・オブジェクトのアプリケーション固有情報は、コネクター・エージェン
トがビジネス・オブジェクト全体を処理するときに使用する情報を提供します。

属性のアプリケーション固有情報
属性に適用するアプリケーション固有情報は、アプリケーション内での属性値の位
置を示すことがよくあります。コネクター・エージェントがアプリケーションへの
API 呼び出しを構築して属性値を検索または入力するときに、この情報を使用しま
す。

FAX

FAX

A

FAX

B

図 27. 2 つのアプリケーションでの電話データ
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アプリケーション固有情報は、アプリケーションごとに異なる形式をとります。コ
ネクター・エージェントは、アプリケーションの形式およびフィールド名によって
属性の位置を参照できる場合もありますが、参照がより複雑になる場合もありま
す。

表 4 は、Customer ビジネス・オブジェクトのアプリケーション固有情報の 2 つの
例を示しています。

表 4. サンプル属性のアプリケーション固有情報

属性
サンプル・アプリケーション 1

のアプリケーション固有情報
サンプル・アプリケーション 2

のアプリケーション固有情報

Customer ID CUST:CID cust:site_id::3::
Customer name CUST:CNAM cust:name::3::
Status CUST:CSTAT cust:status::1:0:Status
Industry CUST:CIND cust:industry_type::3::Industry

値には次の意味があります。

v サンプル・アプリケーション 1 の値は、CUST 表内のフィールドを指定します。

v サンプル・アプリケーション 2 の値は、次の形式を使用してアプリケーション・
データベース内の表、フィールド、および関係を指定します。

table:field:relation:type:default-value

ここで、type は、1 (int)、2 (float)、または 3 (string) を表します。

例外的に、属性のアプリケーション固有情報が必要ない場合があります。例えば、
アプリケーションの中にはデータ単位の指定が直接的で使いやすいものがありま
す。アプリケーションが表 5 に示すようなサンプル・フィールドを識別することを
考えてください。

表 5. サンプル・アプリケーション ID

属性 値を持つフィールドのアプリケーション ID

Customer ID XCustomerID
Customer name XCustomerName
Status XStatus
Industry XIndustry

表 5 に示した例では、変換規則が規則的 (X を追加するか除く) なので、コネクタ
ー・エージェントが属性とアプリケーションの ID を容易に関連付けられます。こ
のため、このアプリケーションのビジネス・オブジェクトの属性は、アプリケーシ
ョン固有情報を必要としないこともあります。

動詞に関するアプリケーション固有情報
ビジネス・オブジェクト定義には、サポートされている動詞のアプリケーション固
有情報を含めることができます。アプリケーション固有情報は、動詞がアクティブ
な場合、ビジネス・オブジェクトを処理する方法をコネクター・エージェントに指
示します。
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変更オプション
汎用ビジネス・オブジェクト定義またはアプリケーション固有のビジネス・オブジ
ェクト定義は変更できます。場合によっては、その両方の変更が必要になります。
例えば、コラボレーションがいくつか追加のアプリケーション・データを処理する
ように変更するには、両方のタイプのビジネス・オブジェクト定義を変更して属性
を追加し、それぞれのビジネス・オブジェクトがデータを転送するようにする必要
があります。ビジネス・オブジェクト定義を変更する場合、マッピング・コンポー
ネントも変更する必要があります。

要約
この章では、IBM WebSphere InterChange Server システムにおけるビジネス・オブ
ジェクトの定義と使用について説明しました。覚えておくべき重要な点は次のとお
りです。

v ビジネス・オブジェクト定義とは、データの操作を起動するアプリケーション・
データおよび動詞のセットのタイプと配列を定義する仕様のことです。ビジネ
ス・オブジェクトとは、実際のデータと動詞を含んだ、定義のインスタンスのこ
とです。

v 同じタイプのエンティティーを持つアプリケーション固有のビジネス・オブジェ
クトが異なるのは、アプリケーション・モデルが異なるためです。この違いは、
属性の配列と数、およびアプリケーション固有情報に顕著に現れます。

v ビジネス・オブジェクト定義には、動詞と属性が含まれます。基本データ型の属
性はデータを参照し、複合データ型の属性は子ビジネス・オブジェクトを参照し
ます。

v ビジネス・オブジェクト定義内では、関連するアプリケーション・データがアプ
リケーション固有情報に含まれます。コネクター・エージェントはアプリケーシ
ョン固有情報を使用して、アプリケーションとの対話を促進します。

v サイトでデータ・フローを変更する必要がある場合、アプリケーション固有およ
び一般の両方のビジネス・オブジェクトを変更できます。
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第 5 章 コネクター

コネクターは、1 つのアプリケーション (または Web サーバーなどのプログラマチ
ック・エンティティー) と 1 つ以上のコラボレーションを媒介します。コネクター
は、SAP R/3 バージョン 4 などのアプリケーションや、データ・フォーマットまた
はプロトコル (XML や EDI) などのテクノロジーに固有の場合もあります。コネク
ターがコラボレーションと通信するときは、次の 2 つの形式をとります。

v アプリケーション・イベント通知。特定のアプリケーションのコネクターがコラ
ボレーションに渡します。

v 要求処理。コネクターがコラボレーションに代わり実行します。

コネクターは、ローカル・ネットワークにあるアプリケーション、およびインター
ネット・ファイアウォールの外部にあるリモート・アプリケーションに構成できま
す。

大部分のコネクターには共通する動作があり、異なるのはアプリケーションやアプ
リケーション固有のビジネス・オブジェクトと対話する方法のみです。この章で
は、コネクターの共通の動作と相違点の両方について説明します。この章は次のセ
クションから構成されます。

v 『コネクターの始動』

v 71ページの『イベント通知』

v 77ページの『要求処理』

v 80ページの『並行処理機能』

v 80ページの『ビジネス・オブジェクトの構成とデコンストラクション』

v 83ページの『コネクターの構成』

v 84ページの『コネクターの開発』

v 85ページの『要約』

多くのアプリケーションおよびテクノロジーのコネクターが WebSphere Business

Integration Adapters 製品の一部として提供されています。WebSphere Business

Integration Adapter には、コネクター自身およびそのメッセージ・ファイルと構成ツ
ールが含まれますが、そのコネクターに固有のビジネス・オブジェクトの作成およ
び処理を行うための機構が含まれることもあります。ただし、カスタム・コネクタ
ーを作成したり、既存のコネクターを変更する必要があるときは、コネクターの動
作についての詳細な知識が必要になります。カスタム・コネクターの作成方法の詳
細については、「コネクター開発ガイド (Java 用)」または「コネクター開発ガイド
(C++ 用)」を参照してください。

コネクターの始動
InterChange Server システムのコネクターには以下のコンポーネントがあり、コネク
ターを実行するにはこれらの各コンポーネントを始動する必要があります。

© Copyright IBM Corp. 1997, 2004 69



v コネクター・コントローラーは、InterChange Server と同時に始動します。コネク
ターの構成がすでに完了しているときは、コネクターのコントローラーが
InterChange Server によって自動的に作成されます。

v コネクター・エージェントは、コマンド行またはショートカットを使用して明示
的に始動する必要があります。ただし、異常シャットダウンや障害の後にコネク
ター・エージェントが自動的に再始動されるように、オプションで構成できま
す。

コネクター・エージェントは、始動時および実行中は常に、特定の InterChange

Server と通信します。コネクター・エージェントを始動するときには、InterChange

Server の名前を指定します。コネクター・エージェントは最初に InterChange Server

にアクセスして、自身の構成設定と、サポートするよう構成されているビジネス・
オブジェクト定義を要求します。

コネクター・エージェントを始動するときには、InterChange Server を実行していな
くても構いません。ただし、コネクター・エージェントの初期化に必要な情報を取
得するまでは、有効な作業を実行できません。InterChange Server を実行しないでコ
ネクター・エージェントを始動すると、コネクター・エージェントはサーバーへの
アクセスを繰り返し試みます。

コネクター・エージェントがアプリケーションに接続するには、InterChange Server

リポジトリーから自身の構成を受け取り、ビジネス・オブジェクト定義をダウンロ
ードする必要があります。また、サポートする必要があるコラボレーション・イベ
ント・サブスクリプションのリストも取得します。

以下の図は、コネクター・エージェントの始動の 3 つのステップを示しています。

ORB

InterChange Server

1 3

2

図 28. コネクターの始動
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コネクター・エージェントは、次の順序で始動タスクを実行します。

1. InterChange Server にアクセスして、構成情報とビジネス・オブジェクト定義を
取得します。

2. アプリケーションに接続します。

3. コネクター・コントローラーにアクセスして、サブスクリプションのリストを取
得します。

コネクターは、自身のビジネス・オブジェクト定義と特定の構成プロパティー (ア
プリケーションのユーザー名やパスワードなど) を始動時にのみダウンロードしま
す。他のプロパティー (コネクター・トレースを制御するプロパティーなど) の値
は、動的に変化します。

イベント通知
多くの (すべてではない) コネクターは、コラボレーションとパブリッシュ・アン
ド・サブスクライブ対話を行い、イベント通知を使用してそれらのコラボレーショ
ンのイベントを起動します。InterChange Server Collaborations にトリガー・イベン
トを提供するアプリケーションのコネクターは、これらのイベントについて認識
し、関連するデータをサブスクライブしているコラボレーションに送信する必要が
あります。以下の図は、イベント通知に関連したコネクターの対話を示していま
す。

InterChange Server

コネクター・エージェントがイベントを検出および取得する方法は、コネクターご
とに異なります。しかし、コネクター・エージェントがイベントをコネクター・コ
ントローラーに送信する方法、およびコネクター・コントローラーがイベントをコ
ラボレーションに送信する方法は、すべてのコネクターで共通です。

図 29. コネクター内のイベント通知
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次のサブセクションでは、次の項目を中心に、大半のコネクターの操作に関する一
般的概念について説明します。

v コネクターがアプリケーション・イベント通知機構を使用する方法

v コネクターがイベントを検出および処理する方法

この記述は、特定のコネクターの特定の実装について説明するわけではありませ
ん。

アプリケーションのイベント通知メカニズムのセットアップ
コネクターにとって、アプリケーション・イベントとは、ビジネス・オブジェクト
定義に関連するアプリケーション・エンティティーのデータに影響を及ぼすすべて
の操作を指します。アプリケーション・イベントには、他のタイプもあります。例
えばマウスのクリックは、アプリケーションのウィンドウ・システムまたはフォー
ム・インターフェースに対するイベントです。ただしコネクターは、作成、更新、
削除など、アプリケーションのデータ・ストアの内容に影響を及ぼすデータ・レベ
ルのイベントにのみ反応します。

アプリケーションの中には、使いやすいイベント管理および構成可能なイベント・
テキストを提供して、明示的にトラップしたりイベントを報告するものもありま
す。また、離散的で報告可能なイベントの概念を持たず、何かが起きたときにデー
タベースを黙って更新してしまうアプリケーションもあります。

ほとんどのコネクターでは、実装者がいくつかのアプリケーション構成を実行し
て、イベント通知機構をコネクターの使用のために設定する必要があります。イベ
ント通知機構は、アプリケーションで実行される操作の番号付きリストです。リス
トには、アプリケーション・イベント・キュー、E メール受信箱、データベース表
などの物理形式が含まれます。

コネクターが使用するイベント通知機構はどのようなものでしょうか。以降のセク
ションでは、いくつかの一般的なアプローチについて説明します。

アプリケーションにイベント・サポートがある場合
アプリケーションがイベントに基づく場合は、クライアント・アプリケーションが
使用するためのイベント通知インターフェース (コネクターなど) を持っていると考
えられます。また、実装者は、アプリケーションにイベント報告テキストを構成で
きます。このようなアプリケーションにとって、コネクターのイベント通知機構の
設定は通常のアプリケーション設定タスクです。

例えば、あるアプリケーションで、特定タイプのイベントが発生したときに実行す
るスクリプトをインストールでき、スクリプトは通知をイベント受信箱に入れられ
るとします。このアプリケーションのコネクターをインストールするには、コネク
ターのユーザー・アカウントを作成し、追跡するイベントを扱うスクリプトを書き
込むか取得します。次にスクリプトをインストールし、各スクリプトを起動するイ
ベント・タイプを指定して、受信箱を作成します。完了すると、コネクター・エー
ジェントは定期的に受信箱の内容を検索し、新規イベントをチェックします。

以下の図は、イベント受信箱を含むアプリケーション構成を示しています。
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特定の操作が発生したときに、E メール・メッセージを作成したりイベント・キュ
ーに書き込むことができる内部ワークフロー・システムを持つアプリケーションも
あります。図 31 に、ビジネス・オブジェクトとイベントが定義されているビジネ
ス・オブジェクト・リポジトリーを持つアプリケーションを示します。この図で、
Customer はアプリケーション・ビジネス・オブジェクトを示し、Create、Delete、お
よび Update はビジネス・オブジェクトに関連するイベントのタイプを示します。

Customer.Update などのビジネス・オブジェクト・イベントが発生すると、ワークフ
ロー・システムに送信されます。ワークフロー・システムは、エントリーをアプリ
ケーション・データベースのイベント表に配置します。

図 30. イベント通知でのイベント受信箱の使用例
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アプリケーションにイベント・サポートがない場合
コネクターがアプリケーション・イベントと対話する方法で適切なのは、アプリケ
ーションの API を介する方法です。API は、アプリケーションのデータ・モデルと
ロジックを強化するフレームワークを提供します。ただし、アプリケーション API

の中には、イベント通知のネイティブ・サポートを提供しないものもあります。

このようなアプリケーションからコネクターがイベント通知を受け取る 1 つの方法
は、アプリケーション・データベースとの対話です。例えば実装者は、行への更新
を検出するトリガーを Employee 表に設定できます。更新が発生すると、トリガー
は更新情報を特殊な表に挿入します。このイベント表内の新規の行は、イベント通
知を表します。コネクターは SQL 照会を使用して、この表から新規イベントを検
索できます。

図 32 に、この方法を示します。

Customer.Update

Create Delete
Update

Customer

図 31. 例: イベント通知でのアプリケーション・ワークフローの使用
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図 32 にあるアプリケーション・データベースには、Employee 表のレコード作成か
ら生じるトリガーがあります。アプリケーションが新規レコードを挿入するたび
に、トリガーはイベント表に行を作成します。行には、新規従業員レコード (姓お
よび従業員 ID)、システム時刻、およびイベント・タイプ Create というキー値が含
まれます。

イベントの検出
コネクター・エージェントは、イベント通知機構で新規イベントをポーリングする
ことによって、アプリケーション・イベントを認識します。ポーリング方式は完全
にアプリケーション固有で、コネクターが使用するイベント通知機構に基づいてい
ます。

ポーリングは構成可能です。System Manager を使用してコネクターを構成したとき
は、次のことを行うことができます。

v コネクター・エージェントがポーリングする頻度の調整

v コネクター・エージェントがポーリングする時間の指定

コラボレーションがアプリケーション・イベントを要求しない場合、コネクター・
エージェントはアプリケーションにポーリングする必要はありません。特定のアプ
リケーションがコラボレーションに参加していてもイベントのソースではない場
合、ポーリング頻度を「no」に設定することによって、コネクター・エージェント
のポーリングを停止できます。

イベントの処理
イベントを検出すると、コネクター・エージェントは次のことを実行します。

v アプリケーション・イベントと、そのイベントを表すビジネス・オブジェクト定
義および動詞の関連付け

v イベントへのサブスクリプションのチェック

v アプリケーション・データの検索

ID

Create

3344 Oak Street
294 Pine Ave
97 A Street
1264 Rhineland
3 Ash street

12345
67890
83920
39482
33993

Aleph
Bays
Camph
Deck
Ellis

Alek
Betty
Cal
Debbie
Edgar

Camph
Ellis

83920
33993

971022
971022

Create
Create

14:20:33
22:00:00

図 32. 例: イベント通知でのデータベースの使用
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v ビジネス・オブジェクトのコネクター・コントローラーへの送信 (必要に応じて)

v イベントのアーカイブ (オプション)

アプリケーション・イベントをビジネス・オブジェクト定義と関連付
ける方法
コネクター・エージェントがイベントを検索するときには、そのイベントにコラボ
レーションがサブスクライブしているかどうかを判別する必要があります。ただ
し、コラボレーションがビジネス・オブジェクト・タイプ.動詞 の形式でイベントを
サブスクライブするので、コネクターはまずイベントを表すビジネス・オブジェク
ト定義と動詞を決定する必要があります。

表 6 に示されているように、コネクター・エージェントはイベント・テキストを使
用して、イベントをビジネス・オブジェクト定義と動詞に関連付けます。

表 6. イベント・テキストとビジネス・オブジェクト形式

アプリケーション・イベント
内のデータ型 例 使用法

アプリケーション・エンティ
ティー・タイプ

Customer、Part、Item 関連付けられたビジネス・オ
ブジェクト定義の決定

発生した動作 Create、Update、Delete ビジネス・オブジェクトのア
クティブな動詞の決定

例えば、コネクターは次のイベント・テキストを Employee.Create ビジネス・オブ
ジェクトに関連付けることができます。

1997.10.19.12:50.22 employee created lname=”como” id=”101961”

このイベント・テキストには、次の内容が含まれます。

v イベントを一意的に識別するのに役立つタイム・スタンプ

v アプリケーション・エンティティー「employee」

v 動作「created」

v コネクター・エージェントが残りの従業員情報の検索に使用できるキー値、従業
員の姓および ID

この例は単純ですが、他のタイプのイベント・テキストは、コネクター・エージェ
ントによる処理をさらに要求する可能性があります。

サブスクリプションのチェック
コネクター・エージェントがイベントをビジネス・オブジェクト定義と動詞に関連
付けると、内部のサブスクリプション・リストをチェックして、そのイベントにコ
ラボレーションがサブスクライブしているかどうかを検索します。コネクター・コ
ントローラーは、サブスクリプションが変更するたびにコネクター・エージェント
を更新するので、サブスクリプション・リストは常に最新のものです。

イベントが現在のサブスクリプションと一致しない場合、コネクター・エージェン
トは警告メッセージをログに記録し、イベントを破棄します。
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ビジネス・オブジェクトの作成
イベントにサブスクリプションがある場合、コネクター・エージェントはビジネ
ス・オブジェクトを作成し、キー値を使用してアプリケーション・データを検索し
て、ビジネス・オブジェクトに加えます。80 ページの『ビジネス・オブジェクトの
構成とデコンストラクション』では、ビジネス・オブジェクトを作成するプロセス
について説明します。

コネクター・コントローラーへのビジネス・オブジェクトの送信
コネクター・エージェントは、使用中のトランスポート (メッセージングまたは
CORBA) によってビジネス・オブジェクトをコネクター・コントローラーに送信し
ます。コネクター・エージェントが認識しているのは、ビジネス・オブジェクトに
サブスクリプションがあるということのみで、どのコラボレーション (単数または
複数) がサブスクライバーなのかは認識していません。コネクター・コントローラ
ーは、コラボレーションへのデリバリーを行います。

イベントのアーカイブ
アプリケーション・イベント・アーカイブは、トラブルシューティングやレコード
の保存に有効です。イベント・アーカイブには、各イベントについての次のような
状況情報が含まれます。

v InterChange Server に正常に送信されました

v イベントにサブスクリプションがありません

v 処理に失敗しました

アプリケーションがイベント・アーカイブ機能を提供する場合、一般的にコネクタ
ーはそれを使用します。イベント・アーカイブ機能をサポートしないアプリケーシ
ョンのコネクターは、独自のイベント・アーカイブ機能を持つ場合があります。例
えば、コネクターのイベント通知機構が 図 32 のようなデータベース機構である場
合、データベースのトリガーは削除されたイベントをアーカイブ表にコピーできま
す。

要求処理
コネクターは、コラボレーションから要求を受け取ったり、アプリケーションの代
わりに要求を作成したりすることができます。例えば、コラボレーションはコネク
ターに対して、契約の削除、部品の更新、顧客の作成という要求を、それぞれ
Contract.Delete、Part.Update、Customer.Create というビジネス・オブジェクト形式で
送信できます。

コネクター・コントローラーがコラボレーションの要求を受信すると、その要求を
コネクター・エージェントに転送します。コネクター・エージェントはビジネス・
オブジェクトをアプリケーション要求 (通常は API への呼び出しのセット) に変換
し、結果を戻します。

図 33 に、コラボレーション要求の処理に関するコネクターの対話を示します。
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注: イベント通知にパブリッシュ・アンド・サブスクライブ対話が使用されるのに
対して、コラボレーションがビジネス・オブジェクトを特定のコネクターに送
信するには、要求/応答対話を使用します。

コネクター・エージェントが要求を受信すると、次の 3 タイプの情報に基づいて要
求の処理方法を決定します。

v ビジネス・オブジェクトの動詞

v 動詞のアプリケーション固有情報

v ビジネス・オブジェクト定義自身に含まれ、ビジネス・オブジェクトの構築およ
び破棄に使用されるメタデータ

これらの要素は、以降のトピック内で説明します。

動詞ベースの処理
コネクター・エージェントは、ロジックおよびアプリケーションの API に基づい
て、要求内の Create、Retrieve、Update、または Delete 動詞に反応します。2 つの
コネクター・エージェントが同一タイプの要求を異なる方法で処理する場合があり
ますが、結果は論理的に同じになります。

一部のコネクターでは、要求に含まれる動詞に関係なく、ビジネス・オブジェクト
での操作の実行に 1 つの方法のみを要求します。しかし、多くのコネクターでは、
各動詞にそれぞれ異なる方法が要求されます。

コネクター・エージェントが要求を受信すると、ビジネス・オブジェクトのアクテ
ィブな動詞に合うメソッドをアプリケーションから呼び出します。例えば、コネク
ター・エージェントが AppAEmployee.Update ビジネス・オブジェクトを受信する
と、AppAEmployee オブジェクトの Update メソッドを呼び出します。Update メソ
ッドは、更新を実行するためにアプリケーションと対話します。

Web

InterChange Server

図 33. 要求の処理のためのコネクターの対話
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図 34 には、いくつの動詞がメソッドを処理する様子を示しています。

図 34 のコネクターが Customer.Create、Item.Retrieve、または Contract.Delete 要求を
受信すると、それぞれ DoCreate、DoRetrieve、または DoDelete メソッドを呼び出し
ます。

動詞ベースのアプリケーション固有情報
ビジネス・オブジェクト定義において、アプリケーション固有情報は追加の入力デ
ータを、ビジネス・オブジェクトのインスタンスを処理するコネクター・エージェ
ントに提供します。各動詞は、アプリケーション固有情報を持つことができます。
アプリケーション固有情報の形式および内容は、完全にコネクター固有のもので
す。

例えば、あるビジネス・オブジェクト定義内の Retrieve 動詞のアプリケーション固
有情報は、そのコネクター・エージェントの Retrieve メソッドに特別な入力引き数
を提供します。

例として、MyApp アプリケーションに 3 つの情報形式があるとすると、
InventoryItem に関する情報は次のように表示されます。

v InventoryItem-New

v InventoryItem-Change

v InventoryItem-Remove

MyApp コネクター・エージェントが在庫品目に対して操作を行うときには、その操
作に合った形式を参照する必要があります。InventoryItem ビジネス・オブジェクト
定義内の各動詞に関連したアプリケーション固有情報フィールドには、形式名を保
管できます。

InterChange Server

DoCreate() DoRetrieve() DoDelete()

Customer.Create Item.Retrieve Contract.Delete

図 34. 要求の処理
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動詞固有のメソッドおよびこれらのメソッドに対するアプリケーション固有の入力
データの組み合わせによって、コネクター・エージェントは固有の処理命令を取得
します。

並行処理機能
Java ベースの InterChange Server が持つマルチスレッド性により、コネクター・コ
ントローラーがコラボレーションにデリバリーするイベントは並行処理が可能で
す。

実装されているアプリケーションやコネクターによっては、コネクター・エージェ
ントが受信する要求でも並行処理を実行できます。どちらの場合も、複数のスレッ
ドまたは並列処理の使用によって実行します。この機能は、コラボレーションとア
クセス・クライアントのどちらから発信される要求にも適用できます。

並行処理を実装する方法は、コネクターのタイプと設計によって異なります。

v コネクター・エージェントが C++ で作成されている場合、本質的に単一スレッ
ド型です。ただし、C++ コネクター・エージェントは Connector Agent

Parallelism を使用することによって、並行処理できるようになります。Connector

Agent Parallelism とは、コネクター・エージェントの単一スレッド・マスター・
プロセスから複数のスレーブ・プロセスのインスタンスを作成することによって
並行処理を実行する機能です。この機能は、System Manager の構成可能な設定を
使用してアクティブまたは非アクティブにできます。

v コネクター・エージェントが Java で作成されている場合、Connector Agent

Parallelism 機能を使用しなくても、マルチスレッドによって並行処理する能力を
本質的に持っています。

v Java Connector Development Kit (JCDK) 自体はマルチスレッド型ですが、Java で
作成されたコネクター・エージェントの中には、単一スレッド処理を実行するよ
う設計されているものもあります。一般的に Java コネクター・エージェントが
このように設計されるのは、アプリケーションの API ライブラリーが、コネクタ
ー・エージェントを単一スレッドでのみ実行するよう制限している場合です。こ
のようなコネクターでは、Connector Agent Parallelism 機能を使用して、コネクタ
ー・エージェントの単一スレッド・マスター・プロセスから複数のスレーブ・プ
ロセスのインスタンスを作成することができます。

Connector Agent Parallelism を使用するには、アプリケーション自体が並行処理をサ
ポートできることが必要です。アプリケーションによっては、並行処理を実行でき
ないようにするアーキテクチャーや処理要件を持つ場合があります。

ビジネス・オブジェクトの構成とデコンストラクション
コネクター・エージェントは、ビジネス・オブジェクトを構築および破棄すること
によって、イベント通知タスクや要求処理タスクを完了します。

v コネクター・エージェントが InterChange Server に送信するイベントを検索する
とき、そのイベントを表すビジネス・オブジェクトを構築します。

v コネクター・エージェントがコラボレーションの要求を表すビジネス・オブジェ
クトを受信すると、ビジネス・オブジェクトを破棄してアプリケーション要求を
作成します。
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ビジネス・オブジェクト・メタデータおよびコネクターの動作
コネクターによる、アプリケーション・イベントからビジネス・オブジェクトへの
変換およびビジネス・オブジェクトからアプリケーション要求への変換は、ビジネ
ス・オブジェクトの設計時に定義されるデータ定義 (メタデータ) によって駆動され
ます。

コネクター・エージェントとビジネス・オブジェクト・メタデータは、協働するよ
うに設計されます。コネクター・エージェントとそのビジネス・オブジェクトの設
計は、特定の機能をソフトウェアとハードウェアのどちらを使用しても実装でき
る、コンピューター・デバイスの設計に類似しています。開発者は、主要な機能を
どこに実装するかを決定するために、パフォーマンス、拡張性、およびその他の問
題を考慮します。

同様に、コネクター・エージェントとそのビジネス・オブジェクト間の作業分配
は、コネクター開発者の設計判断によって決定します。IBM WebSphere InterChange

Server 設計原則では、ビジネス・オブジェクト・メタデータを使用して、コネクタ
ー・エージェントのハードコーディングされたロジックではなくコネクター・ロジ
ックを駆動することを推奨します。

属性のタイプ、サイズ、およびデフォルト値を指定するプロパティーに加えて、ビ
ジネス・オブジェクト定義はアプリケーション固有フィールドを使用して、ビジネ
ス・オブジェクトの処理方法について特定の指示をコネクター・エージェントに与
えます。

例えば、 61ページの『第 4 章 ビジネス・オブジェクト』で提示した、顧客を表す
ビジネス・オブジェクトの属性に関するアプリケーション固有情報の例を思い出し
てください。表 7 に、これらの例をいくつか示します。

表 7. アプリケーション固有情報の例

属性 アプリケーション固有情報

Customer ID CUST1:CID
Customer name CUST1:CNAM
Status CUST1:CSTAT

ビジネス・オブジェクトを処理するとき、コネクター・エージェントはその定義を
読み取り、アプリケーション固有情報を使用してアプリケーション要求を作成しま
す。

v Customer ID を取得するため、コネクター・エージェントは Form CUST1、Field

CID の値を取得します。

v Customer name を取得するため、コネクター・エージェントは Form

CUST1、Field CNAM の値を取得します。

v Customer status を取得するため、コネクター・エージェントは Form

CUST1、Field CSTAT の値を取得します。

ビジネス・オブジェクト定義内のアプリケーション固有情報およびその他のメタデ
ータは、コネクター・エージェントのアクションを決定するので、コネクター・エ
ージェントの動作はメタデータ主導型であるといえます。
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メタデータ主導型コネクター・エージェントの利点
メタデータ主導型コネクター・エージェントは、サポートするビジネス・オブジェ
クト・タイプの処理方法についてのハードコーディングされた指示を持たないの
で、柔軟性があります。コネクターの仕様に一致するかぎり、コネクター・エージ
ェントは新規ビジネス・オブジェクト定義を再コーディングや再コンパイルせず
に、自動的にサポートします。

メタデータ主導型コネクター・エージェントは、ビジネス・オブジェクト定義内の
新規または変更された属性もサポートします。コネクター・エージェントは、ビジ
ネス・オブジェクト定義の属性をループしながら、属性を自動的に処理します。

ビジネス・オブジェクト作成の例
コネクター・エージェントがビジネス・オブジェクト定義からビジネス・オブジェ
クトを作成する方法は、次のとおりです。

1. コネクター・エージェントがビジネス・オブジェクト定義属性を順にループし、
アプリケーション固有情報を使用して、API 呼び出しを用意するかアプリケーシ
ョン・エンティティーを取得するための照会を作成します。

2. コネクター・エージェントが要求をアプリケーションに送信し、結果を取得しま
す。

3. コネクター・エージェントが結果をループし、AppSpecificInfo の値を使用して、
各ビジネス・オブジェクト属性を表す取得値を判断します。

図 35 には、ビジネス・オブジェクト定義からビジネス・オブジェクトを作成してい
るコネクター・エージェントの例を示します。コネクター・エージェントは、キー
値である品目番号 123 を含むアプリケーション・イベントを取得しました。コネク
ター・エージェントは、Group、Description、Price、および ItemNum という 4 つの
属性を含むビジネス・オブジェクト定義から、Item ビジネス・オブジェクトを作成
する必要があります。
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品目番号 123 を使用して品目を識別することにより、コネクター・エージェントは
残りの属性値を検索します。アプリケーション固有情報は、必要なデータの形式お
よびフィールドを提供します。

例えば、FormXFieldB は Group データを識別します。コネクター・エージェント
は、品目 ID 123 に対する、Form X 内の Field B の値を要求します。次にコネク
ター・エージェントは戻された値「hardware」を使用して、ビジネス・オブジェクト
の Group 属性にその値を挿入します。

破棄のプロセスは、この逆の方法です。コネクター・エージェントはビジネス・オ
ブジェクト定義を使用して、受信したビジネス・オブジェクトに含まれるデータか
らアプリケーション要求を作成する方法を決定します。

コネクターの構成
コネクターを使用できるようにするには、コネクター定義を用意する必要がありま
す。コネクター定義には以下の情報が含まれます。

v コネクター・エージェントおよびコネクター・コントローラーによって使用され
るコネクター構成プロパティーの値

v コネクターがサポートするビジネス・オブジェクト

v 場合により、指定されたビジネス・オブジェクト間で使用される特定マップ

Connector Configurator ツールは、この情報を設定するためのタブを提供します。

: ItemNum

: Price

: Description

IItemNum=123
Group=    hardware
Description=
Price= $12.98

API

ItemNum=123
Get

FormXFieldB
FormXFieldC
FormXFieldD

: Group

Type=String
Key=False
Required=True
AppSpecificInfo=  FormXFieldB
MaxLength=128

図 35. コネクター内でのビジネス・オブジェクトの作成
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コネクター・プロパティー
コネクター・プロパティーには 2 つのタイプがあります。

v 標準プロパティー

標準プロパティーは、すべてのコネクターで使用できます。標準プロパティーに
は、次のものが含まれます。

– コネクター・エージェントがメッセージをローカルに記録するか、メッセージ
を InterChange Server に送信して一般ログ・ファイルに入れるかの指示

– コネクター・エージェントがローカルにログを記録するためのログ・ファイル
の場所

– アプリケーション・ログインおよびパスワード

v コネクター固有のプロパティー

コネクター固有プロパティーは、一般的に、特定のコネクター・エージェントが
アプリケーションとのセッションを確立するために必要な値です。さまざまなコ
ネクターのコネクター固有プロパティーには、次のようなものがあります。

– アプリケーションを実行するマシンの名前または IP アドレス

– アプリケーション・ゲートウェイ・システムの ID

– アプリケーション・データベースの名前

– イベント受信箱の名前

コネクター・プロパティーは、Connector Configurator ツールを使用して設定できま
す。特定の制約事項がある場合、コネクター・プロパティーは、コネクター・エー
ジェントがインストールされているマシンにあるローカル構成ファイルでも設定で
きます。コマンド行で設定できるコネクター構成プロパティーもあります。

関連付けられたマップ
コネクター・コントローラーは、マッピングが必要なビジネス・オブジェクトを受
信すると、マップ参照を使用します。特定の汎用ビジネス・オブジェクトとアプリ
ケーション固有ビジネス・オブジェクトの間でデータ変換が必要な場合は、この変
換を実行するマップを指定する必要があります。関連付けられたマップは、
Connector Configurator で指定します。

コネクターの開発
コネクターを開発または変更するときは、コネクター・エージェント自身と、それ
が使用するビジネス・オブジェクト定義を作成してから、コネクター・リポジトリ
ー定義を作成します。コネクター・コントローラーを作成したり変更したりする必
要はありません。コネクター・コントローラー・コンポーネントは InterChange

Server の内部要素であり、リポジトリーに定義された各コネクターごとに
InterChange Server によってインスタンスが作成されます。

コネクター開発には、コネクターと特定のアプリケーション間の関係の作成が含ま
れます。実際のコネクターのコーディングは、通常、かなり簡単なプロセスです。
最も困難な作業は、次のとおりです。

v アプリケーションのイベント通知メソッドの設計
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v アプリケーション固有のビジネス・オブジェクト定義の定義および汎用ビジネ
ス・オブジェクト定義へのマッピング

v アプリケーション固有のビジネス・オブジェクトとコネクター間の関係の定義

コネクター・アーキテクチャーの変更および開発についての詳細は、「コネクター
開発ガイド (Java 用)」または「コネクター開発ガイド (C++ 用)」を参照してくだ
さい。

要約
この章では、コネクターとその動作の概要について説明しました。覚えておくべき
重要な点は次のとおりです。

v コネクターには 2 つの主要な役割があります。それは、アプリケーション・イベ
ントをコラボレーションに通知することと、コラボレーションに代わってアプリ
ケーション要求を実行することです。

v イベント通知の役割では、コネクターはアプリケーションと対話して、アプリケ
ーション内の変更の検出、およびそれらの変更に関連するデータの処理を実行し
ます。

v コラボレーション要求の実装者としての役割では、コネクターは自身がサポート
するビジネス・オブジェクト動詞を実装するという固有の機能を使用します。

v コネクター・エージェントがアプリケーション・イベントを構築したり、ビジネ
ス・オブジェクトを破棄してアプリケーション要求を作成するとき、コネクタ
ー・エージェントはビジネス・オブジェクト定義内のアプリケーション固有情報
およびその他のメタデータによって駆動されます。

次の章では、マッピングの仕組みについて詳しく説明します。
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第 6 章 データ・マッピング

データ・マッピングとは、IBM WebSphere InterChange Server システムが、アプリ
ケーション固有のビジネス・オブジェクトから汎用ビジネス・オブジェクトに、ま
たは汎用ビジネス・オブジェクトからアプリケーション固有のビジネス・オブジェ
クトにデータを渡すプロセスです。マッピングによって、IBM WebSphere

InterChange Server システムはアプリケーションごとに異なるデータ・モデルを処理
できるようになります。

注: コラボレーションが、複数の場所にインストールされた同一 アプリケーション
の間で情報を転送する場合、それぞれのインストール場所で異なるカスタマイ
ズが行われていない限り、マッピングは必要ありません。

データ・マッピングは IBM WebSphere InterChange Server システムの実行時に発生
し、実行時に先立って作成したマップを使用します。

この章では、マッピング・プロセス、およびマップと関係の表示、変更、作成のた
めに使用するコンポーネントの概要について説明します。この章は次のセクション
から構成されます。

v 『InterChange Server システムでのマッピングの使用方法』

v 89ページの『マップ・コンポーネントおよびツール』

v 90ページの『マッピング変換』

v 92ページの『マップを使用したコネクターの構成』

v 92ページの『要約』

IBM WebSphere InterChange Server マッピング・ツールを使用したマップの作成の
詳細については、「マップ開発ガイド」を参照してください。

InterChange Server システムでのマッピングの使用方法
マッピングによって、コラボレーションは 1 つのアプリケーションのビジネス・オ
ブジェクトからデータを取り出し、それを変換して異なるアプリケーションのビジ
ネス・オブジェクトを生成できます。マッピング・プロセスにおいて、コラボレー
ションはコネクター、アクセス・インターフェース、またはその両方と対話しま
す。

IBM WebSphere InterChange Server システムは、複数のビジネス・オブジェクト間
のデータ・マッピングに対して、次の機能を含む広範囲のサポートを提供します。

v ソース・ビジネス・オブジェクトの 1 つ以上の属性のデータ値を、宛先ビジネ
ス・オブジェクトの 1 つ以上の属性に変換します。

v 等価だが異なって表され、直接変換できない複数のデータ・エンティティー間の
関係を確立および維持します。

v 照会実行用のデータベースやサード・パーティー製のマッピング製品などの外部
マッピング・リソースにアクセスできるようにします。
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IBM WebSphere InterChange Server 環境では、通常、マッピングはアプリケーショ
ン固有のビジネス・オブジェクトと汎用ビジネス・オブジェクトの間で実行されま
す。IBM WebSphere InterChange Server システムは、アプリケーション固有のビジ
ネス・オブジェクトを他のアプリケーション固有のビジネス・オブジェクトに直接
的にはマップしません。その代わり、汎用オブジェクトが 2 つのアプリケーショ
ン・データ・モデルの媒介として動作して、マップされた情報を 1 つのデータ・モ
デルから (コネクターかサーバー・アクセス・インターフェースのどちらかを経由
して) コラボレーションに運びます。次に、マップされた情報をコラボレーション
から別のデータ・モデルのコネクターに運びます。

図 36 に、実行時のデータ・マッピングが発生する状態を、仮想の Employee

Management コラボレーションを例にして示します。Employee Management コラボ
レーションがソース・コネクターから従業員ビジネス・オブジェクトを受信する
と、従業員ビジネス・オブジェクトを宛先コネクターに送信します。(この例で、コ
ラボレーションはコネクターからビジネス・オブジェクトを受信します。コラボレ
ーションがアクセス・インターフェースからビジネス・オブジェクトを受信する場
合、類似のマッピング・プロセスが実行されます。)

図 36 は、次の順序で示されています。

1. App A コネクター・エージェントが App A Employee ビジネス・オブジェクト
を作成し、コネクター・コントローラーに送信します。

2. コネクター・コントローラーが App A Employee ビジネス・オブジェクトをマ
ッピングのために InterChange Server に渡します。要求には、コネクター構成で
指定されたマップ名に基づく、InterChange Server が使用する必要があるデー
タ・マップの名前が含まれます。

App A App B

App A App B

InterChange Server

1

App A
Employee Employee

App B
Employee

App A
Employee

App B
Employee

Employee

1

2 3 4 5 6 7

8

図 36. 実行時のデータ・マッピング
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3. マップが汎用 Employee ビジネス・オブジェクトをコネクター・コントローラー
に戻します。

4. コネクター・コントローラーが、汎用 Employee ビジネス・オブジェクトへのサ
ブスクリプションを持つコラボレーションをチェックします。この例では、コラ
ボレーション 1 がサブスクリプションを持っているので、コネクター・コント
ローラーはビジネス・オブジェクトをコラボレーション 1 に渡します。

5. コラボレーションは処理を実行した後、別の汎用 Employee ビジネス・オブジェ
クトを出力として作成し、コネクター・コントローラーに送信します。

6. コネクター・コントローラーが汎用ビジネス・オブジェクトを InterChange

Server に渡して、App B Employee ビジネス・オブジェクトへのマッピングを要
求します。

7. マップがアプリケーション固有のビジネス・オブジェクトをコネクター・コント
ローラーに戻します。

8. コネクター・コントローラーが App B ビジネス・オブジェクトを App B コネ
クター・エージェントに渡し、App B コネクター・エージェントがビジネス・
オブジェクト内のデータを App B に渡します。

以上の例では、2 つのマップを使用しました。1 つはコラボレーションが使用する
App A Employee ビジネス・オブジェクトから汎用 Employee ビジネス・オブジェ
クトへのマップ、もう 1 つは汎用 Employee ビジネス・オブジェクトから App B

Employee ビジネス・オブジェクトへのマップです。Employee データは、App A か
ら App B への 1 方向のみに移動しました。

Employee データを 2 つの異なるアプリケーション間で両 方向に交換する場合、次
の 4 つのマップが必要になります。

v App A のアプリケーション固有のビジネス・オブジェクトから汎用ビジネス・オ
ブジェクトへの、コラボレーションが使用するマップ

v 汎用ビジネス・オブジェクトから App B のアプリケーション固有のビジネス・
オブジェクトへのマップ

v App B のアプリケーション固有のビジネス・オブジェクトから汎用ビジネス・オ
ブジェクトへのマップ

v 汎用ビジネス・オブジェクトから App A のアプリケーション固有のビジネス・
オブジェクトへのマップ

マップ・コンポーネントおよびツール
IBM WebSphere InterChange Server システムには、共通のデータ・フォーマット変
更状況の処理方法を含む Java マッピング API が含まれます。 IBM WebSphere

InterChange Server マッピングの 2 つの主要コンポーネント (マップおよび関係定
義) を作成するために、グラフィカル設計ツールが提供されています。

v マップには、1 つ以上のソース・ビジネス・オブジェクトから 1 つ以上の宛先ビ
ジネス・オブジェクトへの属性の変換方法を指定する Java コードが含まれま
す。マップは、異なるアプリケーションとの変換を希望するすべてのビジネス・
オブジェクトに必要です。ビジネス・オブジェクトを変更するときは、関連する
マップも変更する必要があります。通常、変換するソース・ビジネス・オブジェ
クトごとに 1 つのマップを作成します。
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マップの作成およびコンパイルを行うには Map Designer ツールを使用します。

v 関係定義は、IBM WebSphere InterChange Server システムにおける複数のデー
タ・エンティティー間の関係を確立するものです。マップ内の関係定義は、類似
の目的を持っているがアプリケーションごとに形式が異なるデータにおいて、ビ
ジネス・オブジェクト属性を変換するために最も頻繁に使用されます。ほとんど
のマップは、1 つまたは少数の関係定義を使用します。

Relationship Designer ツールは関係定義の作成のために使用し、表スキーマは実
行時の関係インスタンス・データの保管のために使用します。

マップと関係定義は、ともに InterChange Server のリポジトリーにあります。ビジ
ネス・オブジェクト定義のように、関係定義は作成されたインスタンスの仕様また
はテンプレートとして機能します。ビジネス・オブジェクトのインスタンスとは違
って、関係インスタンスは永続的であり、関係ごとに特別な表に保管されます。

システムが要求を受信して指定されたビジネス・オブジェクトに変換するときは、
関連するマップを実行して、変換の目的によっては関連する関係定義のインスタン
スを 1 つ以上作成します。マップの実行中に作成された関係インスタンスには、関
連する属性の実行時データが含まれます。このデータは関係表に保管されます。

マッピング・ツールの動作についての詳細は、「マップ開発ガイド」の第 1 章を参
照してください。

マッピング変換
マップはソース・ビジネス・オブジェクトと宛先ビジネス・オブジェクトを関連付
けます。また、変換される属性それぞれに 1 つずつ、一連の変換ステップが含まれ
ます。各変換ステップには、属性の値を計算する Java コードが含まれます。

データ・マップでは、ソース属性から宛先属性への変換が単純な場合と、等価だが
異なって表され、直接変換できないデータ・エンティティー間で、関係の確立およ
び維持を要求できる場合があります。

単純な変換
単純なデータ変換の場合、属性の構造が異なるとしても、ソース属性と宛先属性の
値は明確に対応し、類似の意味を持ちます。

単純なマッピングには、次のアクションが含まれます。

v 1 つのソース属性値を 1 つ以上の宛先属性値にコピーします。

v 1 つのソース属性値を複数の宛先属性値に分割します。

v 複数のソース属性値を 1 つの宛先属性値に結合します。

v 宛先ビジネス・オブジェクトに等価の属性がないソース属性値を無視します。

91ページの図 37 に、これらの操作のいくつかを行う単純なマッピングの例を示し
ます。
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関係変換
属性の中には、単純な変換を実行できないものもあります。異なるアプリケーショ
ンが、等価で類似する目的の情報を含むが、形式または値に互換性のない属性を持
っている場合があります。例えば、Country 属性に、あるアプリケーションは 2 文
字コード (US、FR、EG など) を使用し、別のアプリケーションは数表示 (1、2、3

など) を使用していることがあります。

異なるアプリケーション間でこのような属性を関連付けるには、関係定義を作成し
て、ソース属性と宛先属性のデータを関連付けます。

関係の種類
関係定義を作成するときには、関係に含まれる参加者 (ビジネス・オブジェクトま
たはその他のデータ・エンティティー) をリストし、各参加者のタイプ (ビジネス・
オブジェクト定義の名前または Data) を指定します。定義に関連している参加者の
タイプと各参加者のインスタンス数に基づいて、関係は次のカテゴリーに分類され
ます。

v 一致関係は、複数のビジネス・オブジェクト間、または 1 対 1 に基づいたその
他のデータ間の関係を確立します。すべての関係インスタンスにおいて、各参加
者に 1 つのインスタンスのみが存在します。一致関係は一般的に、ID 番号や製
品コードなどビジネス・オブジェクトのキー属性を変換します。

v 非一致関係は、複数のビジネス・オブジェクト間、または 1 対多、多対多に基づ
いたその他のデータ間の関係を確立します。すべての関係インスタンスにおい
て、各参加者に 1 つ以上のインスタンスが存在します。非一致関係の例として
は、RMA 対 Order の変換があります。単一の RMA (Return Materials

Authorization) ビジネス・オブジェクトは、1 つ以上の Order ビジネス・オブジ
ェクトを抱えることができます。

v 参照関係は、ビジネス・オブジェクトの属性などのデータ間の関係を確立しま
す。データは 1 対 1、1 対多、または多対多に基づいて関連付けられます。参照
関係の参加者は、Data タイプです。参照関係は一般的に、既婚/独身や通貨コー
ドなどのコードを表す値を持つ非キー属性を変換します。

関係定義についての詳細は、「マップ開発ガイド」の第 1 章を参照してください。
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図 37. 単純なマッピング
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マップを使用したコネクターの構成
System Manager を使用してコネクターをインストールおよび構成するときは、コネ
クターがサポートする各ビジネス・オブジェクトを変換するために、InterChange

Server のリポジトリーに保管されている IBM WebSphere InterChange Server マップ
の名前を指定します。

コネクター・コントローラーがマッピングのためにビジネス・オブジェクトを送信
するとき、コネクター・コントローラーはマップを実行して、ビジネス・オブジェ
クトとマッピング情報を入力として送信します。

要約
この章では、ビジネス・オブジェクト・マッピングに関連する用語および概念につ
いて説明しました。覚えておくべき重要な点は次のとおりです。

v データ・マッピングはビジネス・オブジェクトを変換します。ビジネス・オブジ
ェクトがソース・アプリケーションからコラボレーションに送られるとき、マッ
ピングはアプリケーション固有のビジネス・オブジェクトを汎用ビジネス・オブ
ジェクトに変換します。ビジネス・オブジェクトがコラボレーションから宛先ア
プリケーションに送られるとき、マッピングは汎用ビジネス・オブジェクトをア
プリケーション固有のビジネス・オブジェクトに変換します。

v マップは、Map Designer および Relationship Designer ツールを使用して作成でき
ます。

v 単純なマッピングは Map Designer で実行できます。等価だが互換性のない形式
の属性を含むマッピングには、Relationship Designer を使用します。

ここまでのすべての章では、IBM WebSphere InterChange Server システムの基本機
能について説明しました。次の章では、一部のユーザーに関係のある拡張機能につ
いて説明します。
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第 7 章 トランザクション・コラボレーション

トランザクション・コラボレーションは、ビジネス・プロセスのためにデータの整
合性の保証を提供します。この章では、トランザクション・コラボレーションの機
能について説明します。この章は次のセクションから構成されます。

v 『トランザクション・モデル』

v 94ページの『トランザクション・コラボレーションとは』

v 100ページの『データ分離』

v 101ページの『トランザクション・レベル』

v 103ページの『リカバリー』

v 103ページの『トランザクション・コラボレーションと長期存続ビジネス・プロ
セス』

v 104ページの『要約』

トランザクション・モデル
このセクションでは、IBM WebSphere InterChange Server トランザクション・モデ
ルの基礎となる概念について簡単に説明します。データベースおよびトランザクシ
ョン処理についての知識をお持ちの方は、次のセクションに進んでください。

トランザクションは、作業論理単位を形成する、関連のある相互依存ステップの集
合です。複数のステップを 1 つのトランザクションにグループ化することによっ
て、ステップの集合全体が成功するときも失敗するときも、ステップの集合が 1 つ
のアトミック単位として処理されます。

図 38 に、update 1 と update 2 の 2 つの更新を含むデータベース・トランザクシ
ョンを示します。

トランザクションが実行されているとき、トランザクションは変更中のデータベー
スをロックして、他のトランザクションが変更のためにそのデータを使用できない
ようにします。外部の干渉からデータを分離することは、トランザクションに特有
の性質の 1 つです。

update 1
update 2

if update 2 fails, undo update 1
else commit

DBMS

図 38. データベース・トランザクション
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トランザクションの操作が成功した場合は、コミット操作で変更内容をディスクに
書き込むことによりトランザクションが完了します。コミット操作はトランザクシ
ョンのロックを解除し、他のトランザクションが更新済みのデータを使用できるよ
うにします。

実行途中でエラーが発生した場合、トランザクション全体の成功は不可能になり、
トランザクション全体が失敗します。トランザクションはデータベースに部分的な
結果を残すのではなく、すでに実行された変更をバックアウトして、データベース
をトランザクションが開始する前の値に戻します。このバックアウト・プロセス
は、ロールバックと呼ばれます。

もう 1 つのタイプのデータベース・トランザクションは 2 フェーズ・コミット
で、複数のデータベース上での分散使用に適しています。2 フェーズ・コミットは
トランザクション・モニターを使用して、並行更新を調整します。トランザクショ
ン・モニターは、最初にすべてのデータベースが必要な変更を実行できるかどうか
チェックします。すべてのデータベースが変更を実行できるとしても、トランザク
ション・モニターのシグナルがそれを表示するまで待機する必要があります。変更
を実行できないデータベースが 1 つでもある場合は、変更はまったく実行されませ
ん。

すべてのトランザクションはデータベース内でデータの整合性を維持する必要があ
りますが、2 フェーズ・コミット・プロトコルは個々のデータベースを越えてこの
要件の範囲を拡張します。一般的な例は資金の送金です。この場合、トランザクシ
ョン・モニターは、あるアカウントから引き出された資金が他のアカウントに振り
込まれたか、またはどちらのアカウントも変更されていないことを確認します。

トランザクション・コラボレーションとは
トランザクション・コラボレーションは、データ変更をロールバックできるコラボ
レーションです。データベース・トランザクションと同様に、トランザクション・
コラボレーションは全か無かの操作です。つまり、コラボレーション全体が成功す
るか、コラボレーション全体が失敗するかのいずれかです。さらに、トランザクシ
ョン・コラボレーションは、データ操作ロジックを損なう可能性のあるデータ分離
違反を検出してそれに反応できます。

トランザクション・コラボレーションは、データベース・トランザクションと 2 フ
ェーズ・コミット・プロトコルで確立している原則に基づいています。ただし、ト
ランザクション・コラボレーションには、データベース・トランザクションとは異
なるコラボレーション固有の特性 (任意の数のアプリケーションへの分散、非同
期、長期存続、アプリケーションの内部ではなく外部に置かれる、など) がありま
す。

トランザクション・コラボレーションと非トランザクション・コラボレーション
は、実行方法が異なります。トランザクション・コラボレーションは、InterChange

Server のトランザクション・サービスの制御下で実行します。トランザクション・
サービスは、実行、ロールバック、および分離チェックを制御します。

このセクションでは、トランザクション・コラボレーションのコンポーネントにつ
いて説明します。
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トランザクション・シナリオ
コラボレーション・テンプレートの「最小トランザクション・レベル」プロパティ
ーは、コラボレーションがトランザクションかどうかを決定し、すべてのシナリオ
に適用されます。テンプレートから作成されたすべてのコラボレーション・オブジ
ェクトは、最小トランザクション・レベルを継承します。

実際のトランザクション・ロジックは、シナリオ・レベルに適用されます。トラン
ザクション・コラボレーションにおいて、各シナリオはトランザクション・シナリ
オと呼ばれ、シナリオの開始はトランザクションを暗黙的に開始し、シナリオの正
常終了はトランザクションを暗黙的にコミットします。

各シナリオは、単一の実行コンテキスト内で実行されます。コラボレーションがコ
ラボレーション・グループの一部の場合、シナリオは別のコラボレーションを呼び
出して作業を実行し、戻すことがあります。呼び出されたシナリオは呼び出し元の
実行コンテキスト内で実行され、同一のトランザクションの一部となります。

サブトランザクション
シナリオ内のステップによってアプリケーションのデータが変更されるとき、ステ
ップは自身でアプリケーションのトランザクションを開始します。アプリケーショ
ン・トランザクションを引き起こすステップを、サブトランザクション・ステップ
といいます。これはトランザクション内のトランザクションで、大きなトランザク
ションはそれ自身がシナリオになります。

トランザクションの概念を示すため、この章では 図 39 のシナリオを使用します。
このシナリオは、価格設定管理コラボレーションの一部として更新を扱います。コ
ラボレーションは、ERP アプリケーションが製品の価格を変更すると、その変更を
顧客サービス・アプリケーションおよび製品構成アプリケーションに突き合わせま
す。図では、トランザクションの意味に関係ない処理の詳細をすべて省略していま
す。

シナリオにはアクション 1 (A1) からアクション 4 (A4) まで 4 つのステップがあ
り、A、B、および C の 3 つのビジネス・オブジェクトと対話します。ビジネス・
オブジェクト A は ERP システム内の特定の製品を表し、B は顧客サービス・アプ
リケーション内の同一製品を表し、C は製品構成アプリケーション内の同一製品を
表します。

注: BusinessObject.Attribute の形式では、ビジネス・オブジェクトの特定の属性を表
します。例えば A.Price は、ビジネス・オブジェクト A の Price 属性を表しま
す。

シナリオを左側に示します。右側のコメントには、製品マネージャーが ERP シス
テムにログインして製品価格を 700 ドルに変更したときに発生する内容が示されて
います。

注: 単純化するため、この章の図ではコネクターを省略します。
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シナリオをトランザクション処理するには、まずサブトランザクション・ステップ
を識別します。図 40 に、シナリオのサブトランザクション・ステップが A2 と A4

であることを示します。これは、A2 が顧客サービス・アプリケーション、A4 が製
品構成アプリケーションのトランザクションをそれぞれ引き起こしているからで
す。

Retrieve BA1

Retrieve CA3

Update B = AA2

Update C = AA4

A A
ERP

B

B A

C

C
A

A = $700

B = $200

B
$700

C = $200

C
$700

図 39. サンプル・シナリオ
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A1 や A3 のように要求の検索を実行するステップは、データの変更を伴わないの
で、サブトランザクション・ステップではありません。

差し戻しとロールバック
トランザクション・シナリオの障害への応答方法は、非トランザクション・シナリ
オの障害への応答方法とは異なります。非トランザクション・シナリオが失敗する
と、コラボレーションは単にエラーを記録して終了します。トランザクション・シ
ナリオが失敗すると、シナリオはロールバックして、関連するデータベース全体で
データを整合性のある状態にします。

ロールバックでの差し戻しの使用
エラーが発生したとき、サブトランザクションによってすでにアプリケーションで
の作業のコミットが実行されている場合があります。このため、他のアクションの
影響を取り消すアクションである差し戻しステップを使用して、ロールバックを実
行します。差し戻しステップは、ロールバック中にのみ実行されます。

ロールバック中、InterChange Server はすべての実行パスを逆方向にたどります。完
了したそれぞれのサブトランザクション・ステップに対して、サーバーが関連する
差し戻しを実行します。すべての実行済みトランザクション・ステップが差し戻さ
れると、ロールバックが完了します。ロールバック中にエラーが発生した場合、
InterChange Server は単にエラーを記録します。

差し戻しステップは、コラボレーション開発者が元のアクションを取り消すために
使用する任意のアクションから構成されます。表 8 に、コラボレーション開発者が
特定のアクションの差し戻しに使用する可能性のある共通の方法を、いくつかリス
トします。

update B

update C

Retrieve BA1

Retrieve CA3

Update B = AA2

Update C = AA4

A

図 40. トランザクション・シナリオのサブトランザクション・ステップ
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表 8. 差し戻しの例

アクション 差し戻し

ビジネス・オブジェクトを作成 ビジネス・オブジェクトを削除
ビジネス・オブジェクトを削除 ビジネス・オブジェクトを作成
ビジネス・オブジェクトを更新 以前の値を復元して、ビジネス・オブジェク

トを更新

一般的に、差し戻しは元のアクションによるデータ変更を元に戻す作業から構成さ
れますが、別の場合もあります。例えば、作成要求に対する差し戻しは、別の作成
要求であることがあります。この場合、レコードに監査ログが書き込まれます。し
たがって、差し戻しは論理的な取り消し操作であり、実際の取り消し操作であると
は限りません。

ロールバックの設計
コラボレーション設計者は、ロールバックを使用できるようにシナリオを設計する
必要があります。図 41 に、サンプル・シナリオがロールバックを許可するように変
更された状態を示します。

この例は、次のように変更されています。

v アクション・ステップ A1 と A3 は、それぞれ B1 と C1 を使用して B と C

の元の値を保管します。

v 差し戻しステップ C2 と C4 は、B と C の元の値を復元するという新規の差し
戻しステップです。

A2 の実行後に、シナリオにエラーが発生したとします。ロールバックの間、差し戻
しステップ C2 が B1 に保管された値を使用して、元の値を B に戻します。

B1 = Retrieve BA1

C1 = Retrieve CA3

Update B = AA2 Update B = B1

Update C = C1Update C = AA4

C2

C4

図 41. アクションと差し戻し
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実行時の図
以下の図は、サンプル・シナリオの実行例を示しています。図に示された実行時シ
ーケンスでは、アクション・ステップ A1、A2、および A3 が正常に実行されま
す。しかし、A4 の実行中にアプリケーションでエラーが発生します。シナリオが
A4 の正常状況ではなくエラーを受信すると、シナリオは失敗し、ロールバックが開
始されます。

ステップをさかのぼり、トランザクション・サービスは次のことを実行します。

v A4 はデータ変更を完了していないので、差し戻しの必要はありません。

v A3 は検索操作なので、差し戻しの必要はありません。

v A2 はデータ変更を完了し、定義された差し戻しを持っているので、差し戻し C2

が実行されます。

update B

update B

update C...

B1 = Retrieve BA1

START EXECUTION

START ROLLBACK

ROLLBACK COMPLETE

C1 = Retrieve C

Update B = B1

A3

Update B = AA2

Update C = AA4

C2

A

図 42. トランザクション・シナリオのロールバック
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データ分離
IBM WebSphere InterChange Server システムは、コラボレーションにいくつかのト
ランザクション実行レベルを提供します。より高度なレベルでは、InterChange

Server が分離違反を検出します。分離とは、トランザクションの実行中に、そのト
ランザクションがデータへの排他的アクセス権を持つことの保証です。トランザク
ションのデータはトランザクション内の操作間で変更されないので、トランザクシ
ョンのロジックの影響は予測可能です。

データベース・トランザクションまたは 2 フェーズ・コミットでは、データベー
ス・ロックによってトランザクション実行中の分離が保証されます。IBM

WebSphere InterChange Server 環境では、トランザクション・シナリオはステップ間
のデータをロックできません。各ステップがアプリケーション・トランザクション
を引き起こし、完了するとロックを解除するからです。ロックが解除されると、他
のプログラムは更新されたデータを表示したり変更したりできます。

シナリオで、同一のデータを複数回使用する必要がある場合があります。例えば、
複数のアクション・ステップで同一のデータを更新することがあります。また、シ
ナリオが失敗してロールバックする場合、差し戻しステップが直前のアクションで
設定されたデータに再度アクセスして、元の値に復元することがあります。

シナリオが複数回使用するデータにとって、あるステップが引き起こしたアプリケ
ーション・トランザクションの完了と別のステップが引き起こしたアプリケーショ
ン・トランザクションの開始との時間間隔は、ぜい弱な時間帯です。

図 43 に、同一のビジネス・オブジェクトを更新する 2 つのトランザクション・ス
テップ間のぜい弱な時間帯を示します。

ぜい弱な時間帯の間、データの分離は保証されません。他のトランザクションによ
って、シナリオがアクセスしていない間にデータの変更が行われると、シナリオの
結果にエラーが生じる場合があります。

B1 = Retrieve B

...

Update B = A

Update B = D

A

B

図 43. ぜい弱な時間帯
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コラボレーションによっては、分離を必要としないものもあります。例えば、デー
タを変更するプログラムにすぎないコラボレーションです。ただし、シナリオが他
のプログラムも変更を行うデータを変更する場合、分離違反が問題になります。

IBM WebSphere InterChange Server システムは、分離違反からの保護を必要とする
コラボレーションに分離チェックを提供します。コラボレーションが「最大限の努
力」または「緊急」トランザクション・レベルで実行されている場合、トランザク
ション・サービスとコネクターは協働して、データが複数のアクセスの間に損なわ
れていないか判断します。次のセクションでは、トランザクション・レベルおよび
各レベルで分離チェックが発生する状態について説明します。

トランザクション・レベル
コラボレーションのトランザクション・レベルは、システムがコラボレーション内
でシナリオを実行するときに使用する機構を決定します。

コラボレーション開発者がコラボレーションにトランザクションの実行が必要かど
うかを決定する場合、コラボレーションは開発段階でトランザクションになりま
す。必要だと決定すると、開発者は差し戻しステップをテンプレートのシナリオに
追加して、コラボレーションのトランザクション・レベルを指定します。すべての
コラボレーションは、次のトランザクション・レベルのうちのいずれかに指定され
ます。

v なし

v 最小限の努力

v 最大限の努力 (このレベルは長期存続コラボレーションの場合はサポートされな
いので注意してください)

v 緊急

System Manager は構成中に、コラボレーション・テンプレートの最小トランザクシ
ョン・レベルを表示します。これは、コラボレーション・オブジェクトがそのテン
プレートの継承から作成されるからです。

しかし、コラボレーション・オブジェクトが実際に実行するトランザクション・レ
ベルは、他の要素によって影響されます。構成時に、管理者はコラボレーション・
オブジェクトをコネクターまたはコラボレーション・オブジェクト、あるいはその
両方にバインドします。コネクターまたはコラボレーション・オブジェクトは、そ
れぞれ特定のトランザクション・レベルを持っており、コラボレーションはすべて
のバインディングがサポートするレベルで実行する必要があります。例えば、コネ
クターのトランザクション・レベルは、アプリケーションの機能に基づいて、コネ
クターが提供できるサポートのレベルを表します。コラボレーションは、コネクタ
ーのうち 1 つでもサポートしないレベルでは実行できません。

なし
トランザクション・レベルが「なし」のコラボレーションは、トランザクション・
コラボレーションではありません。コラボレーションの実行中にエラーが発生した
場合、エラー・メッセージが記録されます。
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コラボレーション・テンプレートに差し戻しステップが含まれていても、そのテン
プレートから作成されたコラボレーション・オブジェクトはトランザクション・レ
ベルなしで実行できます。例えば、コネクター・オブジェクトのバインディングが
より高度なトランザクション・レベルをサポートしない場合が考えられます。この
場合、差し戻しは無視されます。

最小限の努力
「最小限の努力」トランザクション・レベルのコラボレーションには、シナリオの
トランザクション・ステップに定義された差し戻しが含まれます。シナリオの実行
中にエラーが発生すると、InterChange Server はシナリオをロールバックし、実行済
みのトランザクション・ステップに対する差し戻しを実行します。

シナリオが異なるコラボレーション・オブジェクトを呼び出して作業の一部を実行
させた場合、つまりコラボレーションがコラボレーション・グループの一部である
場合、コラボレーション内で実行されたシナリオもロールバックします。

「最小限の努力」トランザクション・レベルは、次の条件下にあるコラボレーショ
ンに適しています。

v コミットされた作業を取り消すために、障害時のロールバックが重要である。

v コラボレーションのシナリオが、他のプログラムまたはコラボレーションが変更
を行わないデータを変更するので、分離チェックの必要がない。

最大限の努力
「最大限の努力」トランザクション・レベルで実行するコラボレーションは、分離
チェックを使用します。「最大限の努力」トランザクション・レベルは、データの
不整合から保護する必要のあるコラボレーションに適しています。

コラボレーションが分離チェックを使用して実行すると、次のことが実行されま
す。

v InterChange Server のトランザクション・サービスが、シナリオの実行中にシナリ
オが再アクセスしたデータを、コネクターとともに動作してチェックします。

v システムが、後続の操作を適用する前に、データの現在の状態と最後にチェック
した状態とを照合します。

– データが直前にチェックしたときと同じである場合、データは仮想分離され、
操作が続行します。

– データが直前にチェックしたときと同じでない場合、操作はエラーになりま
す。

分離チェックは適切なトランザクション・セマンティクスを提供しますが、
InterChange Server での新たなデータベース・アクセスや、コネクターと
InterChange Server 間のより一層の通信が必要になります。この追加のシステム作業
は、パフォーマンスに影響を与えます。このため、トランザクション・レベルを選
択するときは、パフォーマンスの問題とデータの整合性の問題を比較検討する必要
があります。

しかし、「最大限の努力」トランザクション・レベルでさえ、小さなぜい弱な時間
帯は存在します。分離チェックの開始とコラボレーションが操作を継続する時間の
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間、別のトランザクションがデータを変更する可能性があります。それでも、「緊
急」トランザクション・レベルをサポートするアプリケーション API は少数なの
で、「最大限の努力」トランザクション・レベルは、多くのアプリケーションの組
み合わせで使用できる最も高度なトランザクション・レベルです。

注: 「最大限の努力」トランザクション・レベルは長期存続コラボレーションの場
合はサポートされません。

緊急
「緊急」トランザクション・レベルは最も高度な分離保証ですが、これを使用でき
るのは、クライアント・アプリケーションにアトミック・テストの実行と操作の設
定を許可する API を持つアプリケーションのみです。このようなアプリケーション
とともに作動するコネクターは分離チェック中にデータをロックするので、他のプ
ログラムがシナリオのデータを変更する可能性がなくなります。現在、この機能を
提供するアプリケーションはごくわずかです。

リカバリー
あらゆるソフトウェア・プログラムは、予期せず実行を停止させるハードウェア・
イベントまたはソフトウェア・イベントによる中断のリスクを抱えています。
InterChange Server は、予期しない終了が発生した際に進行中のトランザクションを
リカバリーする堅固な機構を持っています。

InterChange Server が予期しない終了から復帰すると、終了時にアクティブ・トラン
ザクション状態だったコラボレーションをチェックします。次に、2 段階のリカバ
リーが開始します。

1. InterChange Server が、中断されたトランザクション・コラボレーションを再び
アクティブ化およびロールバックします (コラボレーションが長期存続ビジネ
ス・プロセス機能を使用する場合を除く)。この間、サーバーはコラボレーショ
ンに新規イベントを送達しません。

2. InterChange Server が、中断されたコラボレーションの元のトリガー・イベント
をイベント管理サービスから検索し、それを再送達します。コラボレーションが
実行し、イベントを再処理します。

リカバリーが完了すると、InterChange Server はコラボレーションでの新規イベント
の処理を許可します。

トランザクション・コラボレーションと長期存続ビジネス・プロセス
トランザクション・コラボレーションは、長期存続ビジネス・プロセス機能を使用
できます。長期存続ビジネス・プロセス機能は、コラボレーション・テンプレート
の作成時にオプションで使用可能にできます。この機能を使用可能にしているテン
プレートからコラボレーション・オブジェクトを作成した場合は、フローがサービ
ス呼び出し応答を待機している間に InterChange Server が破損すると、リカバリー
時にそのフローが、保管済みのコンテキストから継続されます。一方、その機能を
使用可能にしていないときは、InterChange Server が破損すると差し戻しロールバッ
クが起動されます。
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要約
この章では、トランザクション・コラボレーションの概要について説明しました。
覚えておくべき重要な点は次のとおりです。

v IBM WebSphere InterChange Server トランザクション・モデルは、DBMS 環境で
のトランザクションの使用から派生しています。ただし、IBM WebSphere

InterChange Server モデルはコラボレーションの固有の性質に適合しています。

v トランザクション・コラボレーションは、ロールバックを処理できるシナリオを
備え、InterChange Server のトランザクション・サービスの制御下で実行します。

v トランザクション・コラボレーションのシナリオが失敗すると、InterChange

Server はシナリオをロールバックし、完了したアクションの差し戻しを実行しま
す。

v 高度なトランザクション・レベルでは、システムは分離チェック機能も提供しま
す。

v トランザクション・コラボレーションのリカバリー機構は、システム障害やその
他の予期しないイベントの後でも、InterChange Server がコラボレーションを不明
のトランザクション状態のままにしないことを保証します。
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第 8 章 言語固有の振る舞いのサポート

WebSphere InterChange Server および WebSphere Business Integration Adapters

(WebSphere Business Integration 製品) は、双方向使用可能化 により、ヘブライ語や
アラビア語などの双方向言語をサポートします。双方向使用可能化は、WebSphere

Business Integration 製品にバンドルされているコンポーネント (コネクター、アダプ
ター・フレームワーク、コラボレーション、およびマップ) 内の双方向スクリプ
ト・データを正しく表示および処理するための機構です。WebSphere Business

Integration 製品はすべての双方向形式のデータを処理できますが、WebSphere

Business Integration 製品ドメイン内のデータは、Windows 標準の双方向形式 (論理
的に左から右) である 1 つの単一の双方向形式に設定されます。

この章では、WebSphere Business Integration 製品における双方向言語サポートおよ
び双方向言語サポートを使用可能化するために使用する処理の概要について説明し
ます。この章は次のセクションから構成されます。

v 『WebSphere Business Integration 製品でのロケール・サポート』

v 109ページの『双方向スクリプト・サポート』

v 113ページの『レイアウト変換および属性』

v 114ページの『WebSphere Business Integration 製品での双方向スクリプトの使用
可能化』

v 119ページの『設計上の制限』

WebSphere Business Integration 製品でのロケール・サポート
ロケール は、特定の国、言語、または地域に固有のデータの処理方法に関する情報
をまとめたユーザーの環境の一部です。通常、ロケールは、オペレーティング・シ
ステムの一部としてインストールされます。

ロケールにより、ユーザー環境に次の情報が提供されます。

v 言語および国 (または地域) に応じた次の国/地域別情報。

– データ・フォーマット:

- 日付: 曜日と月の完全な名前と省略名、および日付の構造 (日付の分離文字
を含む) を定義します

- 数: 3 桁ごとの区切りと小数点に使用する記号、および数値内に 3 桁ごとの
区切り記号を置くかどうかを定義します

- 時刻: 12 時制の場合の標識 (午前と午後の標識など)、および時刻の構造を
定義します

- 金額: 数字と通貨記号、および金額内でのこれらの記号の配置位置を定義し
ます

– 照合順序: 特定の文字コード・セットおよび言語でのデータのソート方法

– ストリングの取り扱い。大文字と小文字、比較、サブストリング、連結などの
操作
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v 文字エンコード: 文字 (アルファベット) から文字コード・セットの数値へのマッ
ピング。例えば、ASCII 文字コード・セットでは、文字 A を 65 としてエンコ
ードしますが、EBCIDIC 文字セットではこの文字を 43 としてエンコードしま
す。文字コード・セット には、1 つ以上の言語のすべての文字のエンコードが含
まれます。

ロケール名の形式は次のとおりです。

11_TT.codeset

ここで、11 は 2 文字の言語コード (通常は小文字)、TT は 2 文字の国および地域
コード (通常は大文字)、codeset は関連する文字コード・セットの名前です。名前
の codeset 部分はオプションです。通常、ロケールは、オペレーティング・システ
ムの一部としてインストールされます。

ロケールの設定
ロケール依存データを正しく処理できるようにするには、デフォルトのユーザー・
ロケールを双方向ロケール (アラビア語またはヘブライ語) に設定しておく必要があ
ります。ユーザーのデフォルト・ロケールを双方向ロケールに設定しないと、双方
向文字が正しく表示されません (詳しくは、「システム・インストール・ガイド
(Windows 版)」を参照してください)。ヘブライ語の場合の Windows ロケール設定
は、通常 iw_IL であり、アラビア語の場合は通常 ar_AE です。アラビア語の場合
の ASCII コード・セットは 1256 であり、ヘブライ語の場合は 1255 です (双方向
ロケールの設定方法について詳しくは、「システム・インストール・ガイド
(Windows 版)」を参照してください)。

ロケール依存データの処理
Java 仮想マシン (JVM) 内の Java ランタイム環境は、Unicode 文字コード・セット
でデータを表現します。Unicode には、ほとんどの既知の文字コード・セット (単一
バイトとマルチバイトの両方) のエンコードが含まれています。WebSphere Business

Integration 製品のほとんどのコンポーネントは Java で作成されています。したがっ
て、ほとんどの WebSphere Business Integration 製品コンポーネント間でデータを転
送する場合は、文字を変換する必要はありません。

外部アプリケーションと WebSphere Business Integration 環境の間でデータを転送す
る場合は、2 バイトの Unicode ではなく 1 バイトの文字になることがあるため、
形式どうしで適切な文字変換を行う必要があります。この事態に対処するために、
コネクターは国際化されて 2 バイトと 1 バイトの両方の文字セットをサポートし
ており、指定の言語にメッセージ・テキストを送達できるようになっています。統
合ブローカーは Unicode を使用するため、コネクターは、文字コード・セットを使
用するロケーションからブローカーにデータを転送するときに、1 バイトのコー
ド・セットから 2 バイトのコード・セット (Unicode) にデータを変換します。

ログ・メッセージおよび通知メッセージには 1 バイト・コード・セットのデータが
含まれるため、Unicode と 1 バイト・コード・セットの間で双方向テキストを正し
く変換するには、ロケールを適切に設定する必要があります。したがって、適切な
言語で適切な国または地域のためにエラー・メッセージおよび通知メッセージをロ
グに記録するには、使用している環境のロケール標準構成プロパティーを特定の双
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方向言語設定に構成してください。構成プロパティーについて詳しくは、「システ
ム・インストール・ガイド (Windows 版)」のロケールの設定のセクションを参照し
てください。

注: 必ずデフォルトのコード・ページを DOS プロンプトで正しく設定してくださ
い。コード・ページが正しく設定されていないと、表示されるデータが標準の
Windows エディターやビューアーで読み取れない場合があります (「システ
ム・インストール・ガイド (Windows 版)」のヘブライ語およびアラビア語の場
合の ASCII 設定の DOS プロンプト・コード・ページの変更のセクションを参
照してください)。

設計上の考慮事項
WebSphere Business Integration 環境では、エンコードは次の 3 つのレベルで処理さ
れます。

v コンテンツ・データ

v メタおよび構成データ

v ログおよびトレース・データ

コンテンツ・データのレベルでは、ビジネス・オブジェクトの実行時インスタン
ス・データを処理します。メタおよび構成のレベルでは、外部アプリケーションと
WebSphere Business Integration 環境の間の通信を確立して管理するためにコネクタ
ーが使用するデータを処理します。ログおよびトレース・データのレベルでは、さ
まざまなログ・ファイルおよびトレース・ファイルに記録される通知メッセージを
処理します。一部のアダプターは柔軟なエンコード・サポートを提供しています。
例えば、XML コネクターには、完全なエンコード・サポートを提供する XML フ
ァイル・ヘッダーのエンコード仕様を処理する機能があります。一方、SAP 用コネ
クターには、SAP クライアント API が提供する限定されたエンコード・サポート
しかありません。コンテンツ・レベルとメタおよび構成データ・レベルでは、コネ
クターに構成オプションが提供されている場合は、エンコード指定オプションによ
ってロケール設定が上書きされます。ログおよびトレース・データ・レベルでは、
デフォルトの DOS プロンプト・コード・セットを使用して出力データをエンコー
ドします。

コンテンツ・データ・エンコード
コネクター間でコンテンツ・データ・エンコードをサポートするための一般化され
たアプローチはありません。コネクターがコンテンツ・データ・エンコード・サポ
ートを処理するさまざまな手法を扱うために使用できる基本的なアプローチは 3 つ
あります。これらのアプローチは次のとおりです。

v ビジネス・オブジェクト・データの直列化および非直列化に使用するミドルウェ
アまたはサード・パーティーの API (SAP/PS クライアント API や RDBMS 用
JDBC ドライバーなど) によるエンコードの自動処理

v コネクターまたはデータ・ハンドラー用の適切な構成を持つ下位テクノロジーの
使用 (XML DH の XML ヘッダーの charset パラメーターや Email コネクター
での添付ファイルごとの MIME 文字指定の使用)

第 8 章 言語固有の振る舞いのサポート 107



v WebSphere Business Integration 製品での内部的なエンコードの処理可能化、およ
び JText コネクターで使用する MO_JTextConnector_Default メタ・ビジネス・
オブジェクトの DataEncoding 属性などの提供されている機構による指定

これらの 3 つのアプローチにより、アダプターによってコンテンツ・データを処理
する手段が提供されます (使用するアダプターに適用できるアプローチについて
は、アダプター・ガイドを参照してください)。

メタ構成データ・エンコード
多くの場合、メタ構成データのエンコード・サポートは、外部アプリケーションへ
の接続をセットアップするために使用するミドルウェア・アダプターのコードの機
能に依存します。

(アダプター・テンプレートまたはサポートされるビジネス・オブジェクト・テンプ
レートの一部として) WebSphere Tools で ASCII でエンコードされたメタおよび構
成データは、Unicode でリポジトリーに格納されます。実行時には、このデータを
ネイティブ Java API またはサード・パーティー API のいずれかの引き数として使
用して、外部ソースとの通信リンクを確立します。アダプター・コードで通信リン
クを確立するために使用するミドルウェアは、ネイティブの Java API やパッケー
ジ (Email や WebSphere MQ Connector など) をはじめ、サード・パーティー API

(PeopleSoft など) にすることもできます。さらに、ミドルウェアに複数のレイヤー
を持たせ、非 Windows システムの File System フォルダーや JText のようにアダ
プター Java コードを外部ソースから分離できます。File System フォルダーに
Windows プロセスからアクセスする場合は、Java API から出された呼び出しに対す
るサービスがソフトウェアによって間接的に提供され、ターゲット Windows File

System の代わりに非 Windows 区画をマウントできます。ネイティブ Java API、サ
ード・パーティー API、ミドルウェアのいずれも明示的なエンコード指定をサポー
トしていることが保証されないため、WebSphere Business Integration 製品は、メタ
および構成双方向データの場合は Unicode エンコードのみをサポートします。

ログおよびトレース・データ・エンコード
デフォルトでは、ログ・ファイルおよびトレース・ファイルに書き込まれる双方向
データのエンコードは、プロセスを起動する DOS プロンプトのコード・ページと
同じです。しかし、アラビア語およびヘブライ語の双方向ロケールに関連したデフ
ォルトの DOS プロンプトのコード・ページは、Windows オペレーティング・シス
テムでのこれらの言語に対する標準のコード・ページ (1256 および 1255) と異なり
ます。結果として、WebSphere Business Integration Java プロセスの DOS プロンプ
ト・コード・ページが変更されていない場合は、これらのプロセスによってログ・
トレース・ファイルに出力された双方向データは、双方向言語データの表示に標準
のコード・ページを使用するほとんどの Windows ビューアーでは正しく表示され
ません (詳しくは、「システム・インストール・ガイド (Windows 版)」の 『DOS

プロンプト・コード・ページの変更』を参照してください)。
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双方向スクリプト・サポート
WebSphere Business Integration 製品は、双方向スクリプトの言語に対する双方向言
語サポートを提供します。双方向スクリプトには、右から左に書かれるテキスト
と、左から右に書かれるセグメントの両方が含まれます (左から右に書かれるテキ
ストには、文中に埋め込まれる数字や、英語、フランス語、キリル文字の諸言語、
ギリシャ語などのローマ字ベースのスクリプトのテキストがあります)。

アラビア語およびヘブライ語は、双方向スクリプトを使用する主要な 2 つの言語グ
ループです。アラビア語スクリプト・グループには、アラビア語、ペルシア語、ウ
ルドゥー語などの言語が含まれます。ヘブライ語スクリプト・グループには、ヘブ
ライ語だけでなく、イディッシュ語やラディノ語も含まれます。いずれの言語にも
アルファベット (27 文字のみ) があるため、単一バイト・エンコード・スキームに
合わせることができます。

双方向言語の特性
双方向スクリプトと西洋諸言語のスクリプト (英語、フランス語、ドイツ語、ギリ
シャ語など) の間には、主に 2 つの特性の違いがあります。これらの 2 つの特性
は双方向性 と整形 です。

双方向性
双方向性は、次の 7 つの主要な概念から構成されます。

v セグメンテーション

v ネスト

v グローバル方向

v 双方向テキストの論理順序と物理順序

v テキスト・タイプおよび関連した再配列方式

v 対称スワッピング

v 翻訳後の GUI のウィジェット・ミラーリング

注: 下記に示す例では、いずれも大文字 (DCBA など) を使用してアラビア語または
ヘブライ語の文字を表しています。

セグメンテーション
セグメンテーションは、方向が異なるストリング内にテキストの一部を持つ
ストリングとして定義します。したがって、スクリプトは、右から左の方向
で構成される主要部分と、左から右の方向で構成されるその他の部分を持つ
ことができます。双方向セグメンテーションの例として、番地 Entrance B

25 Maple Street があげられます。この住所は、ヘブライ語では B

ECNARTNE 25 TEERTS ELPAM と書きます。この例では、ストリング・
テキストの主要部分 B ECNARTNE および TEERTS ELPAM の方向は右か
ら左ですが、番号 25 の方向は左から右です。

ネスト ある方向を持つテキスト・セグメントの中に、方向が反対の追加のセグメン
トも存在する場合に、このテキスト・セグメントをネストとして定義しま
す。ここでも番地 B ECNARTNE 25 TEERTS ELPAM を使用します。この
住所のネスト・レベルは 1 です。番地 TEERTS ELPAM は右から左の方向
に書かれていますが、その後で方向が反転し、番地 25 (方向は左から右) が
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正しく配置できるようになっています。番地の後、方向が再度反転し、B

ECNARTNE では右から左になっています。

グローバル方向
グローバル方向は書き順、読み順、段落方向とも呼ばれ、テキストの書き込
みを開始する画面、ウィンドウ、またはページの側を指定します。グローバ
ル方向は文脈にも依存します。つまり、テキストの意味は文脈によって変わ
ります。双方向スクリプトとして書かれた文を使用して文脈に依存する例を
示します。文は次のようになっています。

FRED DOES NOT BELIEVE taht yas syawla i.

この文では、左から右に読んだときの意味 (Fred does not believe I always

say that) と、右から左に読んだときの意味 (I always say that Fred does not

believe) が異なります。グローバル方向は文脈から常に明らかとは限らない
ため、アプリケーション開発者は、テキストがどのように読まれるか (左か
ら右か右から左か) を意識する必要があります。

物理および論理テキスト順序
双方向テキストは、論理順序または物理順序のいずれかで格納できます。ワ
ークステーション環境では、双方向テキストの入力および処理に適した方法
は論理順序です。論理順序によれば、テキストをローマ字テキストと同様に
処理できます。格納に論理順序を使用する場合は、グローバル方向とは方向
が逆のセグメントを反転する手段を提供する必要があります。例えば、グロ
ーバル方位が英語 (左から右) である場合は、アラビア語およびヘブライ語
のセグメントでは、本来の右から左の方向で表示されるように特別な処理が
必要になります。逆に、双方向テキストの入力および処理のためにメインフ
レームで双方向テキストを格納するために適した方法は物理順序です。した
がって、メインフレームおよびワークステーション環境から双方向テキスト
を統合する場合は、すべてのテキストのテキスト順序が同じレイアウトにな
るようにテキストを変換する必要があります。

双方向スクリプトでテキスト順序を使用する場合は、物理順序と論理順序も
重要です。物理順序はテキスト・セグメントの物理的な表現方法を指し、論
理順序はテキスト・スクリプト・セグメントの入力方法 (声に出して読む場
合の発音方法) を指します。状況によっては、一部のセグメントを論理順序
または物理順序のいずれかで再配列する必要もあります。例として次の文を
示します。

my wife’s name is ILIN

全体として、この文の方向は左から右です。読み手は、最初の文字が m で
次に y が続く (以下同様) テキストを読みます。物理順序では、文字 i お
よび s の後には ILIN を含むセグメントの文字 I が続きますが、ヘブライ
語では ILIN を NILI と発音するため、論理順序では名前セグメントの最初
の文字は I ではなく N になります。

テキスト・タイプ
テキスト・タイプは、特定のテキストを記録するために最適なアプローチで
す。つまり、テキスト・タイプごとに異なる記録手法が必要です。記録に使
用するテキスト・タイプには、ビジュアル、暗黙 (論理)、および明示の 3

種類があります。
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ビジュアル・テキスト・タイプは最も古い記録形式であり、単なる画面全体
のコピーです。この形式のテキスト・タイプでは、プログラマーが埋め込み
セグメントの位置とその処理について知っている必要があります。ほとんど
のレガシー・アプリケーションおよびそのファイルでは、このタイプのテキ
ストを使用します。

暗黙のテキスト・タイプによる記録では、ローマ字アルファベットの文字に
は固有の左から右への方向があり、アラビア語、ウルドゥー語、およびヘブ
ライ語のアルファベットには固有の右から左への方向があると想定します。
双方向性に適合させるために、暗黙テキスト処理のアルゴリズムを使用して
固有の方向特性に基づいてセグメントを認識し、自動的にセグメントを反転
できるようにします。暗黙テキスト・タイプの主な制限は、部品番号のよう
に数字と文字 (左から右と右から左) が混在するストリングを処理できない
ことです。

明示テキスト・タイプによる記録では、テキスト・ストリングに追加の制御
文字が埋め込まれていることを前提とします。これにより、明示アルゴリズ
ムに対してセグメント反転、整形、数表示の選択などの変換を指示します。
明示テキスト・タイプの制限は、埋め込み制御を処理するための自動処理が
必要になることです。暗黙テキスト・タイプと明示テキスト・タイプの橋渡
しをする特定の技法があります。この技法は、基本表示アルゴリズム とし
て Unicode 標準 BIDI アルゴリズムで定義されています。

対称スワッピング
対称スワッピングは、<、(、[、{ など、反対方向の意味を持つ対称的な文
字 >、)、]、} がある文字を処理できる機能です。グローバルにスワッピン
グすると、例えば A > B が B > A に変換されてしまうため、これらの文字
では問題が発生しやすくなります。対称スワッピングにより、この記号を B

< A に文字変換できます。

ウィジェット・ミラーリング

翻訳後の GUI のウィジェット・ミラーリングでは、GUI を言語の方向に合
わせてミラーリングします。例えば、ウィジェット・ミラーリングでは、メ
ニュー・ボタンおよびナビゲーション・ツリーを左ではなく、右に移動でき
ます。それ以外の場合は、フレームおよびウィンドウはミラーリングされま
せん。 112ページの図 44 に、ドロップダウン・メニューのウィジェット・
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ミラーリングを示します。

整形
整形は、多くの複雑な言語、特にアラビア語やヘブライ語などの筆写体の言語に見
られる特性です。相互につながった単語中で隣接する文字がある場合、書記システ
ムは筆写体となります。筆写体は、印刷よりも手書きに適しています。例えば、ア
ラビア語では、一部の文字のみを右側の文字につなぐことができます。さらに、単
語中の位置および隣接する文字との連結特性に応じて文字の形が異なる場合があり
ます。これらの点から、整形は双方向テキストを分かりやすくするために重要で
す。整形処理では、文字の抽象表現を適切な形状で置換することにより、文字を適
切な表示形式にレンダリングします。これを行うには、文字の基本型を使用し、形
状を指定せずに特定の筆写体文字を選択できるようにします。

次に、形状決定ルーチンで文字の適切な形状を選択します。このルーチンでは、ソ
フトウェアかユーザーのいずれかによって指示された文脈に応じて適切な形状を自
動的に (アルゴリズムによって) 選択できます。ほとんどの場合、筆写体言語のテキ
ストの基本形状が格納されます。整形を構成する特性は、ほかにも 2 つあります。
これらは文字の合成と固有の数字です。

文字の合成は、格納されているテキスト文字の番号と表示されるテキスト文字の番
号の対応関係として定義されます。対応関係を管理するために、合字や発音符など
の方法を使用します。合字は、複数の文字を、1 つの表示セルを占有する単一の文
字で表現できる場合に使用します。双方向スクリプトでの発音符は、子音字の特定
の方向 (上、中、下、近くのいずれか) に置いて母音を表すマークです。これらのマ
ークを格納するときには、物理的な位置を占有しますが、表示に使用する場合には
関連する子音字と同じセルを占有します。アラビア語では、現在スペーシング発音
符が別個の文字として実装されており、発音符が属する文字の後に置くことになっ
ています。

固有の数字も他の言語と使用方法が異なるため、特別な処理が必要です。例えば、
ヘブライ語では、数字はアラビア数字 (1、2、3、...0) を使用して表記します。しか
し、アラビア語、ペルシア語、ウルドゥー語などの筆写体言語では、固有の記号で
数字を表記します。筆写体言語で使用する数字のラベルは、ヒンディ数字かアラ

図 44. ウィジェット・ミラーリングされたウィンドウに表示された双方向ラベル
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ブ・インド数字のいずれかです。アラビア数字、ヒンディ数字、アラブ・インド数
字のいずれであっても、単純な数値は左から右に表記されますが、数式の表記は言
語ごとに異なります。例えば、アラビア語では数式を左から右に書きますが、ペル
シア語では右から左に書きます。このため、通常、数字はアラビア数字でエンコー
ドし、ユーザーまたは開発者の意図に応じて各国語固有の記号またはアラビア数字
で表示します。

レイアウト変換および属性
双方向スクリプトを使用可能にするには、次のような特別な注意が必要です。

v 『テキスト・レイアウト』

v 『レイアウト属性』

v 114ページの『レイアウト変換』

テキスト・レイアウト
双方向テキストではレイアウトが異なる場合があります。レイアウトは、テキスト
で使用するセグメントに応じて異なります。また、アラビア語スクリプトの場合
は、使用する文字の整形および数字の形状も異なります。異なるレイアウト間で変
換を行うには、変換機能 (レイアウト機能やレイアウト・サービス機能とも呼びま
す) が必要です。

レイアウト属性
双方向テキスト・レイアウトの特性を定義するには、一連の属性が必要です。双方
向属性は、テキストの実際のレイアウトおよび変換方法を確定するために必要で
す。これらの属性は、通常テキストの外部に存在し、外部リソース・ファイルに格
納されます。双方向属性には次の 5 つの属性があります。

v 方向

v テキスト・タイプ

v テキスト整形

v 対称スワッピング

v 数表示形状

方向 方向は、双方向テキストの書き込みを開始する表示領域 (ウィンドウ、フレ
ーム、ページ) の境界を指定します。この指定は、テキストの先頭文字の方
向に基づきます。方向は、右から左、左から右、またはコンテキスト依存に
することができます。)

テキスト・タイプ
テキスト・タイプは、テキスト・レイアウトの変換時に使用するアルゴリズ
ムの種類を指定します。使用できるアルゴリズムには、ビジュアル、暗黙、
明示の 3 種類があります。ビジュアル・アルゴリズムでは、埋め込まれて
いる既存の方向セグメントに無関係に、テキストの行全体を出現するとおり
にコピーします。暗黙アルゴリズムでは、文字の自然な方向 (例えばアラビ
ア語では右から左、英語では左から右) に基づいて方向セグメントを認識
し、それに応じてセグメントを反転します。明示アルゴリズムでは、方向セ
グメントを認識し、テキストに埋め込まれたビジュアル、明示、および方向
制御に基づいて反転します。
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テキスト整形
アラビア語スクリプトでは、単語中の位置や前後の文字の接続特性に応じて
文字の形状が変わるため、テキスト整形が重要になります。

対称整形
対称整形は、いつ (、>、[、{ などの特定の文字を )、<、]、} と交換し、
表示するテキストの論理的な意味を保存する必要があるかを指定します。

数表示形状
数表示形状は、アラビア語スクリプトに埋め込まれた数字を表示するとき
に、ヨーロッパ数字の形状を使用するかアラブ・インド数字の形状を使用す
るかを指定します。

双方向レイアウト属性に指定可能な値として一般的な組み合わせというものはあり
ません。既存のアプリケーションは、これらの値のさまざまな組み合わせでデータ
を処理します。したがって、双方向データ・ストリームをアプリケーションに渡す
場合は、アプリケーションが関連したテキスト属性を認識できることが重要です。

レイアウト変換
双方向テキストは、さまざまな環境 (プラットフォーム) やさまざまなレイアウトで
格納および処理されます。レイアウト間の変換を作成するには、レイアウト変換機
能が必要です。WebSphere Business Integration 製品は、Unicode BiDi アルゴリズム
に基づくレイアウト変換機能を使用します。このアルゴリズムについては下記を参
照してください。

http://www.unicode.org/reports/tr9/)

また、下記の IBM Java SDK 1.4.1 で実装されています。

http://www-106.ibm.com/developmentworks/java/jdk/bidirectional/JAVABIDI.htm

WebSphere Business Integration 製品での双方向スクリプトの使用可能
化

WebSphere Business Integration 製品での双方向スクリプトの使用可能化は、さまざ
まなレベルおよびさまざまなコンポーネント構成で行われます。双方向使用可能化
は、3 つのレベルで実現されています。

v WebSphere Toolset (Connector Configurator、BO Designer、System Manager など)

を使用して作成した双方向スクリプト文字の表示、タイプ入力、格納、および検
索

v コード・ページ変換の使用による (Unicode コード・セットと単一バイトコー
ド・セットの間での) 双方向文字の形式の変換

v 双方向テキスト変換を使用した Windows 双方向形式 (WebSphere Business

Integration 環境で使用する形式) と外部アプリケーションで使用する各種の双方
向形式の間の変換。

双方向スクリプト・データを処理できる WebSphere Business Integration 製品は、
Toolset、Adapter Framework、ICS broker、9 種のアダプター (JText、JDBC、
Email、XML、WebSphere MQ、SAP、PeopleSoft、Web services、Lotus Domino)、お
よび該当する ODA (JDBC、XML、WSDL) です。
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上記のコンポーネントのうち、第 1 レベルに属するものは WebSphere Business

Integration Toolset です。これらは、System manager などの Java ベースのツール、
Business Object Designer や Connector Configurator などの C++ ベースのツール、
Dashboard などの Web ベースのツールです。第 2 レベルに属するコンポーネント
は双方向対応アダプターです。第 3 レベルに属するコンポーネントは、双方向対応
アダプターおよび Adapter Framework です。

コネクター
コネクターは、アプリケーションと 1 つ以上のコラボレーションを媒介し
ます。アプリケーションからのコンテンツの双方向データを処理し、
Connector Configurator などの WebSphere Tools によって定義されるメタお
よび構成データを使用して、ネイティブの双方向形式を使用するアプリケー
ションと 1 つ以上のコラボレーションの間の通信を確立します。

Adapter Framework
Adapter Framework は、アプリケーションを 1 つ以上のコラボレーション
にリンクする構造を提供し、アプリケーションとコラボレーションの間での
コンテンツ・データの転送を処理します。Adapter Framework は双方向言語
に対応しており、コンテンツ・データの双方向形式の整合性を確保します。

Toolset
WebSphere Business Integration Toolset は、InterChange Server とともに使用
できる管理および開発ツールを提供します。Toolset のツールは、双方向ス
クリプト・データの処理に暗黙的に対応しており、双方向ロケール以外の追
加の構成を必要としません (詳しくは、「システム・インストール・ガイド
(Windows 版)」を参照してください。

次のセクションでは、次の各コンポーネントを使用可能にするための概要について
説明します。

v 『コネクターでの双方向スクリプトの使用可能化』

v 116ページの『Adapter Framework での双方向スクリプトの使用可能化』

v 116ページの『コラボレーションでの双方向スクリプトの使用可能化』

v 117ページの『マップでの双方向スクリプトの使用可能化』

コネクターでの双方向スクリプトの使用可能化
コネクターは、1 つのアプリケーション (または Web サーバーなどのプログラマチ
ック・エンティティー) と 1 つ以上のコラボレーションを媒介します。コネクター
は、SAP R/3 バージョン 4 などのアプリケーションや、データ・フォーマットまた
はプロトコル (XML や EDI) などのテクノロジーに固有の場合もあります。コネク
ターは、次の 2 つの形式でコラボレーションと通信します。

v アプリケーション・イベント通知。特定のアプリケーションからコネクターに渡
されます

v 要求処理。コネクターがコラボレーションに代わり実行します。

(詳しくは、 69ページの『第 5 章 コネクター』を参照してください。)

コネクターは、Connector Configurator などの WebSphere Tool によって定義される
メタおよび構成データを使用してデータ・ソース (アプリケーションまたはプログ
ラミング・エンティティー) からのコンテンツ・データを処理します。WebSphere

製品環境では、メタおよび構成データは標準の Windows 双方向形式で表現および
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格納されます。外部アプリケーションは、同じメタおよび構成データを、WebSphere

Business Integration 製品で使用する Windows 双方向形式と異なる双方向形式で保持
できるため、WebSphere Business Integration 環境と外部アプリケーションの間で正
しく通信するためには変換が必要です。双方向言語に対応したコネクターをコネク
ターの BiDi.Metadata 標準プロパティーで構成すると、外部アプリケーションに固
有のメタおよび構成データの双方向形式が適用されます。

Adapter Framework での双方向スクリプトの使用可能化
Adapter Framework は、InterChange Server および WebSphere Business Integration

Adapters にコネクターをリンクし、アプリケーションまたはプログラミング・エン
ティティーと 1 つ以上のコラボレーションの間でコンテンツを流せるようにしま
す。コネクターがメタおよび構成データを処理するのに対し、Adapter Framework

はビジネス・オブジェクト属性の値などの実際のデータ内容を処理します。これ
は、Adapter Runtime コンポーネントが全コネクターに共通であるためです。

Adapter Framework の役割は、WebSphere Business Integration 環境での表現
(Windows の双方向形式でデータを表現します) と、外部アプリケーションでの表現
(別の双方向形式を使用する場合があります) の間でデータの整合性を確保すること
です。したがって、WebSphere Business Integration 環境から外部アプリケーション
にデータが流れる場合は、Adapter Framework が必要に応じて Windows の双方向形
式から外部の双方向形式への変換を実行します。逆に、外部の双方向形式が
WebSphere Business Integration 環境で使用する Windows の双方向形式と異なる場
合は、Adapter Framework が Windows の双方向形式への必要な変換を実行します。

Adapter Framework は、WebSphere Business Integration ブローカー以外のブローカ
ーを使用する場合にもデータの整合性を確保できます。ブローカーが Windows と
異なる双方向形式を使用する場合は、デフォルトの双方向形式をそのブローカーが
使用する形式に変更することもできます。

コラボレーションでの双方向スクリプトの使用可能化
WebSphere 製品の実装では、コラボレーションという用語は、コードと複数のアプ
リケーション間の対話を促進するビジネス・プロセス・ロジックを含むソフトウェ
ア・モジュールを指します。単純なコラボレーションはいくつかのステップのみか
ら構成され、複雑なコラボレーションはいくつかのステップと他のコラボレーショ
ンから構成されます。

コラボレーションは、複数のアプリケーションにわたって分散させることができ、
同期および非同期のサービス呼び出しの処理を行います。また、コラボレーション
は、長期存続ビジネス・プロセスをサポート可能です。

WebSphere 製品の双方向スクリプト・サポートはコラボレーションも対象としてい
ます。コラボレーションは、WebSphere 環境 (コネクターやアクセス・インターフ
ェース、他のコラボレーション) または Web サービスなどの外部ソースのいずれか
から送信されたデータを受信します。双方向データ・フォーマットは、使用可能な
いずれかのコネクターによって暗黙的に適用されるか、双方向言語サポートまたは
API によって明示的に適用されます。双方向言語に対応していないコネクターや
Web サービスなどの双方向言語サポートを適用しないコンポーネントからデータが
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送信されている場合は、形式が整合せず、コラボレーションのビジネス・ロジック
が失敗する可能性や、正しい結果を生成できない可能性があります。このようなエ
ラーは、次のようにして回避できます。

v 双方向言語に対応したソースから入力を受け入れるか、WebSphere Business

Integration 製品と同じ双方向形式で入力を受け入れる。

v 双方向言語に対応したコネクターで双方向言語サポートを呼び出し、コラボレー
ションに渡すデータに双方向形式を適用する。

v CwBidiEngine クラスの BiDi API を使用して、WebSphere 製品ドメインで使用す
るデータおよび外部データ・ソースから WebSphere 製品ドメインに導入するデー
タに双方向形式を適用する (「コラボレーション開発ガイド」の CwBidiEngine

に関する章を参照してください)。

マップでの双方向スクリプトの使用可能化
WebSphere Business Integration 製品は、双方向スクリプトを持つマップをサポート
します。マップは、コネクターまたは外部ソースのいずれかからデータを受信しま
す。したがって、双方向言語に対応したコネクターから WebSphere Business

Integration 製品環境に送信されるデータは、一様な双方向言語形式 (標準の
Windows の双方向形式) であることが保証されます。しかし、Web サービス経由で
エクスポートされるデータなど、不明な外部ソースからマップにデータが導入され
る場合もあります。Web サービスが Windows の双方向形式でない双方向データを
操作する場合は、2 とおりの結果が考えられます。最初の結果として、サービスな
どの接続が失敗する可能性があります。2 番目の結果として、双方向データが
Windows の双方向形式と異なる形式であると、そのデータが Windows の双方向形
式のデータと比較されるため、データ処理で予測不能な結果となってしまいます
(「マップ開発ガイド」の Activity Editor での双方向機能の使用のについてのセクシ
ョンを参照してください)。これらのエラーは、 116ページの『コラボレーションで
の双方向スクリプトの使用可能化』で説明しているステップと同じステップを使用
して回避できます。

双方向テキストの処理
双方向テキストの処理時に特別な注意が必要になるときがあります。特別な注意が
必要となる場合の 1 つとして、双方向言語に対応していない旧バージョンの
WebSphere Business Integration からリポジトリー・データをマイグレーションする
場合があげられます (詳しくは、『データのマイグレーション』を参照してくださ
い)。特別な注意を払わないと、2 つの双方向形式のデータが同じリポジトリーに混
在してしまい、ビジネス・ロジックの正常な処理および機能に影響が及ぶ可能性が
あります。別のケースは、FTP URL や E メール・アドレスなどの例外パターンが
ある双方向テキストに関するものです (詳しくは、 118ページの『BiDi API』を参
照してください)。

データのマイグレーション
旧バージョンの WebSphere Business Integration 製品からデータをマイグレーション
するときには、予防措置をとる必要があります。

マイグレーション処理中に、旧バージョンから格納された双方向データを保持し、
双方向言語に対応したコネクターを経由して導入された新しい双方向データととも
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に使用できます。この場合、サーバー・レベルで操作対象の双方向データが
Windows 形式であることは保証されません。結果として、コラボレーションやマッ
プなどでの双方向データの処理が破壊され、元に戻せない場合があります。

現行バージョンの WebSphere 製品にマイグレーションする前に、現行バージョンの
BiDi API を使用して、リポジトリーにある双方向データをすべて Windows の双方
向形式に変換することをお勧めします。(詳しくは、「マップ開発ガイド」の
CxBidiEngine に関する章を参照してください。)

特別な双方向ストリング
FTP URL および E メール・アドレスに双方向変換を明示的に適用すると、データ
が正しく解釈されなくなる可能性があります。正確に解釈されるようにするため
に、このようなストリングを解析してから変換を開始し、ストリング値の中で問題
が発生する可能性があるサブコンポーネントを識別します。問題が発生する可能性
があるサブコンポーネントが識別された場合は、ストリングを分割し、各サブコン
ポーネントに双方向変換を適用します。変換処理が完了したら、サブコンポーネン
トを単一のストリングに組み立てなおし、正確な変換値を表現します。この値は、
後で使用できるように格納されます。この処理は、メタ・ビジネス・オブジェクト
の処理に使用されます。

BiDi API
WebSphere Business Integration 製品にバンドルされている BiDi API クラスによ
り、各種のコンポーネントに双方向形式を適用できます。BiDi API クラス関数を
Adapter Framework で使用すると、コンテンツ・データに双方向形式を適用できま
す。また、コネクターで使用すると、メタおよび構成データに双方向形式を適用で
きます。コラボレーションおよびマップで使用すると、外部ソースからインポート
するデータに双方向形式を適用できます。

BiDi メソッド
BiDi API クラスには、次の 3 つのメソッドがあります。

v BiDiBusObjTransformation

v BiDiBOTransformation

v BiDiStringTransformation

BiDiBusObjTransformation 関数
BiDiBusObjTransformation メソッドは、BusinessObject タイプのビジネス・オブジェ
クトの双方向形式を変換します。このメソッドはコラボレーションの場合に有用で
す。(詳しくは、「コラボレーション開発ガイド」の CxBiDiEngine に関する章を参
照してください。)

BiDiBOTransformation 関数
BiDiBOTransformation 関数は BusinessObject インスタンスに適用します。この関数
は Adapter Framework の場合に有用です。(詳しくは、「コラボレーション開発ガイ
ド」または「マップ開発ガイド」の CxBiDiEngine に関する章を参照してくださ
い。)
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BiDiStringTransformation 関数
BiDiStringTransformation 関数は String オブジェクトに適用します。この関数は、
WebSphere 製品環境の内部と外部のいずれのオブジェクトにも使用できます。(詳し
くは、「コラボレーション開発ガイド」または「マップ開発ガイド」の
CxBiDiEngine に関する章を参照してください。)

設計上の制限
現行の設計では、双方向言語サポートに対するソリューションが限定されていま
す。制限の一部を次に示します。

v 双方向メタデータのサポートは、すべてのメタデータ双方向プロパティーに適用
可能な 1 つのパラメーターによってのみ提供されます。つまり、属性が双方向パ
ラメーターに基づく場合は、すべてのメタデータ属性を変換するか、メタデータ
属性をまったく変換しないかのいずれかです。したがって、メタデータ双方向プ
ロパティーごとに異なる双方向形式を設定したり、この双方向プロパティーの影
響範囲外とするメタデータ・パラメーターを指定したりすることはできません。

v WebSphere Business Integration 製品のすべてのコンポーネントが双方向言語に対
応しているわけではありません。例えば、Server Access Interface や各種のコネク
ターは双方向言語に対応していません。このようなコンポーネントを双方向言語
に対応したコンポーネントと併用すると、InterChange Server または WebSphere

Business Integration Adapters に置かれるデータに複数の双方向形式が混在してし
まう場合があります。結果としてこの場合は、InterChange Server または
WebSphere Business Integration Adapters の双方向データの表現が整合しなくな
り、それらに基づく処理が正しく行われなくなる可能性があります。しかし、
InterChange Server または WebSphere Business Integration Adapters のいずれかの
データに一様な双方向形式を適用するための機構は提供されていません。この形
式を適用する責任はユーザーにあります。双方向言語に対応していないコンポー
ネントから受信するデータに双方向形式を適用するために、BiDi API が提供され
ています。

v 双方向コンテンツのサポートはコネクター・レベルで提供されます。結果とし
て、ユーザーがコネクターごとに使用できる双方向形式の指定は 1 つのみに制限
されます。つまり、特定のコネクターでサポートされるビジネス・オブジェクト
は、すべて 1 つの双方向形式で双方向データを保持する必要があります。

v WebSphere Business Integration 製品は、適切な手動インストール構成を行った場
合に双方向言語に対応します (詳しくは、「システム・インストール・ガイド
(Windows 版)」を参照してください)。

v WebSphere Business Integration 製品で双方向言語に対応するアダプターは、
JText、JDBC、Email、XML、WebSphere MQ、SAP、PeopleSoft、Web services、
および Lotus Domino の 9 つのみです。

v WebSphere Business Integration 製品の内部双方向形式には Windows の双方向形
式と同じ形式を選択しているため、WebSphere 製品のツール (Connector

Configurator、Map Designer、BO Designer など) は Windows プラットフォーム
でのみサポートされます。ツールのサポートを他のプラットフォームに拡張する
場合は、現行の設計では不十分であり、将来変更する必要があります。

v InterChange Server および WebSphere Business Integration Adapters の内部形式と
して Windows の双方向形式を選択しているため、異なる双方向形式を使用する
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アプリケーションとの通信が制限されます。例えば、2 つのアプリケーションが
ビジュアル双方向形式を使用して WebSphere Business Integration 製品経由で通信
するとき、設計上、内部論理双方向形式を持ちます。これは、遷移的でない双方
向変換の制限によるものです。

v WebSphere は、ビジネス・オブジェクトおよびビジネス・オブジェクト属性名の
一部として双方向文字をサポートしません。このため、属性、要素、または列名
に双方向文字がある XML/XSD ファイルやデータベース・テーブルに基づいてビ
ジネス・オブジェクト・テンプレートを生成した後には、ローマ字以外の文字を
含むビジネス・オブジェクトおよびビジネス・オブジェクト属性名をすべて名前
変更し、ローマ字のみが含まれるようにする必要があります。

v 現在、XML および区切り付きデータ・ハンドラーのみがサポートされていま
す。要求/応答データ・ハンドラーは、XML および区切り付きデータ・ハンドラ
ーのいずれかを使用する場合、または要求/応答処理に別個に XML および区切り
付きデータ・ハンドラーを使用する場合にのみサポートされます。EDI、固定幅、
および名前値データ・ハンドラーはサポートされません。

v WebSphere は、基本エンティティー名 (コネクター、コラボレーション、マッ
プ、ビジネス・オブジェクト、ビジネス・オブジェクト属性など) の一部として
双方向文字などのローマ字以外の文字をサポートしません。

要約
この章では、双方向テキストおよび WebSphere Business Integration システムで双方
向テキストを使用可能にする方法について説明しました。覚えておくべき重要な点
は次のとおりです。

v 双方向スクリプトは、左から右に書くテキストを持ち、右から左に書くセグメン
トが埋め込まれています。

v 双方向テキストには、双方向性と整形の 2 つの主要な特性があります。双方向ア
プリケーションの開発時には、それぞれの特性に対処する必要があります。

v 双方向テキスト・スクリプトを利用するには、ロケールをセットアップする必要
があります。

v InterChange Server は、適切なシステム構成を行った場合に双方向言語に対応しま
す (詳しくは、「システム・インストール・ガイド (Windows 版)」を参照してく
ださい)。WebSphere Business Integration Adapters には、双方向言語に対応したア
ダプターが 9 つ含まれています。

v WebSphere Business Integration の内部双方向形式は Windows の双方向形式 (論
理、左から右) です。
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索引
日本語, 数字, 英字, 特殊文字の
順に配列されています。なお, 濁
音と半濁音は清音と同等に扱われ
ています。

［ア行］
アーカイブ、イベントの 77

アクセス制御 39

アクセス・クライアント 4, 11

アクティビティー・ステップ (シナリ
オ) 57, 58

アプリケーション
イベントに基づく 72

アプリケーション固有情報 65

ビジネス・オブジェクト属性 65

ビジネス・オブジェクト動詞 66, 79

ビジネス・オブジェクト内の 65

アプリケーション固有のビジネス・オブジ
ェクト 23, 64

暗号化 35

一致関係 91

イベント 20, 72

アーカイブ 77

検出 75

受信箱 72

処理 75

テキスト 76

トリガー 10

バインディング 19

イベント管理サービス 27

イベント通知 10, 71

コネクターの役割 71

設定 72

ビジネス・オブジェクトの役割 20

インターネット 6, 34

インターネット上の分散 34

インターフェース定義言語 (IDL) 33

エンドツーエンド 36

エンドツーエンド・プライバシー 36

応答ビジネス・オブジェクト 21

オブジェクト・リクエスト・ブローカー
(ORB) 32

［カ行］
開始
コネクター 69

コラボレーション 60

階層ビジネス・オブジェクト 23

関係定義 90, 91

一致 91

参照 91

非一致 91

基本属性タイプ 63

緊急トランザクション・レベル 103

言語
マップでの双方向の使用可能化 117

WebSphere 双方向サポート 109

WebSphere での双方向の使用可能化
114

合字
定義 112

構成
コネクター 83

コラボレーション 47, 50

InterChange Server システム 46

コネクター 3, 18, 69

アプリケーションとの通信 18

イベント 通知動作 71

開始 69

開発 84

クライアント・コネクター・フレーム
ワーク 18

構成 71, 83

コラボレーションおよび 58, 69

コンポーネント 18

双方向の使用可能化 115

トランザクション・レベル 101

ビジネス・オブジェクト・パブリッシ
ャー 10

プロパティー 48, 84

変更 84

マルチスレッド型 80

メタデータ主導型 82

要求処理動作 77, 80

コネクター・エージェント 4, 18

イベントの処理 75

作成 84

サブスクリプションのチェック 76

始動 70

場所 18

ビジネス・オブジェクトの構築 77,

80

ビジネス・オブジェクトの送信 77

ポーリングおよび 75

要求の処理 77, 80

コネクター・コントローラー 4, 18, 27

始動 70

場所 18

ユーザー対話 27

コネクター・コントローラー (続き)

InterChange Server サービス 27

子ビジネス・オブジェクト 22

コラボレーション 3, 49

オブジェクト 49

開始 60

グループ 52

構成 47, 50

コネクターおよび 58, 69

サービス呼び出し 11, 51

シナリオ 55

処理 50

長期存続 51

テンプレート 47, 49, 95

トランザクション 30, 93

トリガー 10

バインディング 18, 53

ビジネス・オブジェクトへのサブスク
ライブ 10

ビジネス・オブジェクト・パブリッシ
ャー 10

ビジネス・プロセス 55, 58

プロパティー 49

並行処理 52

ポート 52

リカバリー 103

コラボレーション・オブジェクト 49, 52

コラボレーション・テンプレート 47, 49,

52

［サ行］
サーバー・ アクセス・ インターフェース

4, 11

サービス呼び出し 11, 51

最小限の努力トランザクション・レベル
102

最大限の努力トランザクション・レベル
102

差し戻し 97

サブトランザクション・ステップ 95, 97

図 97

サポート
ロケール 105

参照関係 91

シナリオ 55, 58

アクティビティー・ステップ 57, 58

トランザクション 95

編成オプション 55

ロールバック 97
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使用可能化、コネクターの
双方向 115

使用可能化、コラボレーションの
双方向 116

使用可能化、マップでの双方向言語の
117

使用可能化、Adapter Framework の
双方向 116

使用可能化、WebSphere での双方向言語
の 114

処理、双方向テキストの 117

処理、データの
ロケール依存 106

整形
双方向言語 112

セキュリティー 34, 35, 36, 37, 38, 39

セキュリティー・レベル 37

設計
コンテンツ・データ・エンコード 107

設計上の考慮事項
双方向言語 119

ロケール 107

接続 3, 6

設定
ロケール 106

双方向言語
整形 112

設計上の考慮事項 119

双方向性 109

テキストの処理 117

マップでの使用可能化 117

レイアウト変換 113

ロケール依存データの処理 106

WebSphere でのサポート 109

WebSphere での使用可能化 114

双方向性
定義 109

双方向テキスト
処理 117

BiDi API 118

双方向の特性 109

双方向変換 API

BiDiBusObjTransformation 関数 118

双方向変換 API、BiDiBOTransformation

関数 118

属性 (ビジネス・オブジェクト) 22, 62,

64

アプリケーション固有情報 65

単純 63

データ型 63

複合 63

プロパティー 63

編成 65

マッピングによる転送 90

［タ行］
データベース
サポートされているベンダー 28

トランザクション 94

リポジトリー 27

データ・エンコード
メタ構成 108

データ・ハンドラー 3

データ・マッピング
参照： Mapping

テスト環境 48

統合コンポーネント 47

動詞 22, 64, 76

アプリケーション固有情報 66, 79

動的 36

特性
双方向 109

トランザクション 30

トランザクション・コラボレーション
30, 93, 104

ぜい弱な時間帯 100

トランザクション・レベル 101, 103

分離 100, 101

モデル 94

リカバリー 103

ロールバック 97

トランザクション・サービス 29

トランザクション・レベル 101, 103

トリガー 19

イベント 10

直接呼び出し 11

［ナ行］
認証 39

［ハ行］
発音符
定義 112

パブリッシュ・アンド・サブスクライブ対
話 8, 10, 33

汎用ビジネス・オブジェクト 23, 24, 25

非一致関係 91

ビジネス・オブジェクト 3, 20, 61

アプリケーション 固有情報 65

アプリケーション固有 23, 64

イベント通知 20

応答 21

階層 23

子 22

構築 77, 80

コンポーネント 21

属性 22, 62, 64

属性値 22

ビジネス・オブジェクト (続き)

タイプ 21

動詞 22, 64

破棄 80

汎用 23, 24, 25

フラット 23

変更 67

マッピング 25, 87

役割 20, 21

要求 21

ビジネス・オブジェクト 定義
イベントとの関連付け 76

ビジネス・オブジェクト定義 61

コネクターのダウンロード 71

コンポーネント 62

ビジネス・プロセス
実装 55

長期存続 51

ロジック 3, 56

非対称 36

非対称および動的 36

非対称および動的セキュリティー 36

標準プロパティー (コネクター) 84

複合属性タイプ 63

プライバシー 36

フラット・ビジネス・オブジェクト 23

プロパティー
コネクター 48, 84

コラボレーション 49

分離 100, 101

ベンチマーク・ウィザード 48

ポート 52

ポーリング 75

保護 35

［マ行］
マッピング 25, 87

関係変換 91

管理 26

使用されるとき 25

単純な変換 90

マップ参照 92

目的 87

マップ 3, 89

作成 48

変換 90

マッピング API 89

マップ、双方向言語での
使用可能化 117

マップ参照 92

メタ構成
データ・エンコード 108

メタデータ 81

メッセージング・テクノロジー 34

メッセージ・タイプ 38
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［ヤ行］
役割ベース 39

役割ベースのアクセス制御 39

要求処理 77, 80

動詞ベース 78

要求ビジネス・オブジェクト 21

要求/応答対話 11, 33

呼び出し対話 10

［ラ行］
リカバリー 31, 103

リポジトリー 27

接続 28

レイアウト変換
双方向言語 113

レベル 37

ロケール
サポート 105

設計上の考慮事項 107

設定 106

ロケール依存データ
処理 106

［ワ行］
ワークフロー (通知の例) 73

［数字］
2 フェーズ・コミット 94

A
API

双方向テキスト 118

B
BIDI サポート
ロケール 105

BiDiBOTransformation 関数
双方向変換 API 118

BiDiBusObjTransformation 関数
双方向変換 API 118

BidiStringTransformation 関数 119

Business Object Designer 48

C
Common Object Request Broker

Architecture (CORBA) 32

Connector Configurator 48, 83, 84

CORBA (Common Object Request Broker

Architecture) 32

I
IBM Tivoli License Manager 2, 45

IDL (インターフェース定義言語) 33

InterChange Server 26, 35

イベント管理サービス 27

開発ツール 47

概要 1

高可用性 28

構成ツール 46

コネクター・ コントローラー 27

ツール 45

データベース接続サービス 27

データベース接続プール 28

トランザクション・サービス 29

複数 6

プラットフォーム 26

並行処理 80

マップおよび 87

モード 47

リカバリー 31

リポジトリー 27

InterChange Server リポジトリー 27

Inter-ORB Protocol (IIOP) 33

ITLM 2, 45

J
Java Database Connectivity (JDBC)

API 27

Java Messaging Service (JMS) 32

Java 仮想マシン (JVM) 26

JDBC (Java Database Connectivity)

API 27

M
Map Designer 26, 48, 90

O
Object Discovery Agent Development Kit

(ODK) 48

ObjectEventId 属性 63

ODBC (Open Database Connectivity) 28

Open Database Connectivity (ODBC) 28

ORB (オブジェクト・リクエスト・ブロー
カー) 32

P
Process Designer 47, 49

R
Relationship Designer 26, 48, 90

S
System Manager 28, 46, 48

System Monitor 48

V
Virtual Test Connector 48

W
WebSphere Business Integration Toolset 3

WebSphere Business Integration システム
1

WebSphere MQ 32, 34

WebSphere 双方向言語サポート 109

WebSphere 双方向言語版、双方向言語サ
ポート 109

WebSphere 双方向言語版の使用可能化
114

索引 127
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